「でもいちばんよかったことは家へ帰ってくることだったわ」

――モンゴメリ『赤毛のアン』（村岡 花子・訳）
[予言]
　舞台は旧い約束を示す町

　盲目の王の前、半分の魔法使いに出会う

　巻き忘れた時計の螺子
　サンドリヨンの魔法が解けることはない

　無言劇に興じる五人の道化師たち

　照明は白くならず、背景は黒くならず
　火のない煙にご用心！
　鵞鳥が産んだ六つの花
　開かない扉、閉じない密室

　兎の穴はいつまでも続く

　角のないユニコーンとライオンの争い
　運命は影の中で眠る
　時計の螺子は再び巻かれ
　五人目がすべてを決定する
　心臓には十字の杭が打ち立てられ
　見えない血が世界を交わらせる
[プロローグ]

　学校の屋上からは、町の様子を遠くまで眺めることができた。
　平凡で、古びているほかに、その景色にとりたてて変わったところはない。天橋市は県庁所在地とはいえ、よくある地方都市の一つだった。古い歴史だけが埃みたいに積もって、そのまま残り続けている。

　梅雨も終わって季節はすっかり夏になっていた。学校も夏季休業に入ったばかりである。終業式は昼過ぎに終わり、今は校舎に残っている者もほとんどいない。

　無人の屋上では太陽の光だけが強く輝いていた。蝉の声が盛大にそれを祝福している。空だけが平気そうな顔で、高く、青く広がっていた。白い雲が、迷い出た氷山みたいな大きさで浮かんでいる。
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらのなつ),久良野奈津)はそんな場所から、町の景色を眺めていた。

　ナツはこの彦坂小学校の、六年生だった。平均より少し高めの背丈に、少年らしい未完成の体躯をしている。すぐに気づくほどではないが、顔立ちには端正なところがあった。飾りけのない黒縁の眼鏡をかけて、その向こうにある瞳は複雑な色あいで世界を映している。
　ナツはその手に、白い紙ひこうきを握っていた。折り紙で作った、何の変哲もない代物である。
　ただしその両翼には、魔法で〝ジェットエンジン〟が描きこまれていた。
　ナツはそっと、その紙ひこうきを空に向かって放ってみる。
　紙ひこうきはふわりと風に乗って、滑らかに進みはじめた。その姿にはためらいも迷いもなく、二点間の最短距離を結ぶ線――直線――で飛行していく。
　段々、指先よりも小さくなっていく紙ひこうきを、ナツはぼんやり見つめていた。魔法の力がこめられた紙ひこうきは、安定した姿勢をたもって飛び続けていく。空に何の痕跡も残すことなく。
　たぶん、ナツの魔法が切れるその時まで、紙ひこうきは飛び続けるだろう。どこかの勇敢な飛行士みたいに、うまくすれば海の向こうまでたどり着けるかもしれない。

　けれど――

　けれどそれは、どうでもいいことだった。

　その紙ひこうきが大洋の深い底に沈もうが、海を渡って見知らぬ国に到着しようが、ナツにとってはどうでもいいことだった。

　――本当に、そんなことに意味なんてないのだ。

　夏休みになったからといって、特別な何かが起きるわけではない。季節は同じように巡り、時間はそれまでと同じような顔をして過ぎていくだけだ。

　通りすぎた時間を、もう呼び戻すことはできない。電車に乗り遅れてしまえば、いくら切符を持っていたとしても、それを見送るしかないのと同じで。

　そして過去を変えることができないように、すでに選ばれてしまった運命を変えることはできなかった。失われたものを、破られた約束を、取り戻すことはできない。それがどんなに大切な、どんなに強いものだったとしても。

　その事実が変わらない以上――

　ナツにとって、世界はいつまでも半分であり続けた。

「……本当に、意味なんてないよな」

　左目を手で覆って、ナツはもう見えなくなった紙ひこうきのあとを追った。半分だけになった、その世界の中で――

※

　世界は時々、残酷な運命をもたらす。

　場所や時間による偶然、ささやかな気まぐれ、ほんの小さな約束――

　ごく些細な決定が、その後の結果を大きく変化させてしまう。

　けれど与えられた選択肢の先行きを、すべて知ることはできない。

　だとしたらそんな時、人はどうするのだろう？
　絶望のまま、何を選ぶこともできなくなってしまうのだろうか。それとも、少しでも選択肢が残っていることに希望を見いだすのだろうか。

　あるいはそんな時――

　人は、サイコロでも投げるしかないのかもしれない。神様だって、そうする時はあるのだから。
　いずれにせよ、人は選ばなくてはならない。

　それがどんな結末をもたらすにせよ、どんな不完全さをこの世界に作りだすにせよ。

　――何故なら、世界は完全ではないから。

　魔法があれば、そんな運命でさえごまかすことはできるのだろうか？　イカサマをしたサイコロに、いつも同じ目を出させるように。

　かつての完全世界にあった魔法でなら、そんなことができたのかもしれない。死者を蘇らせ、すべての悲しみを消し去ってしまうようなことが。けれど、それはもう失われてしまっている。この不完全な世界では、誰も魔法など使うことはできない。魔法を使ってさえ、それが完全になることはない。
　……この物語には、五人の魔法使いが登場する。
　本来、交わるはずのなかったその五人の運命は、奇妙な歪みによって導かれ、交錯する。宇宙の果てで平行線の交わる、非ユークリッド世界のように。
　彼らは道化のような役割を演じつつ、一つの運命をある場所へと行きつかせることになる。それが正しいことなのかどうかはわからない。望むべき最善だったのかも。
　けれど少なくとも、一つの運命にとりあえずの終わりをもたらしたことは確かだった。例えそれが、ある種の遊戯に似たものだったとしても――

　そして物事というのは基本的に、終わらなくては新しく始めることもできないのである。
[一つめの予言]

　舞台は旧い約束を示す町

　盲目の王の前で、半分の魔法使いに出会う

　巻き忘れた時計の螺子

　サンドリヨンの魔法が解けることはない

１

　鈴川公園は校区的にいえば、彦坂小学校ではなく、隣の星ヶ丘小学校に属していた。

　それでもナツが利用するのは、遠くにあるこの公園である。それには概ね、二つの理由があった。一つは、広いということ。ナツの目的からすると、これは好都合だった。何かあったときに危険が少ないし、実験がしやすくなる。
　もう一つは、家から遠いというちょうどそのことにあった。この公園なら近所の人間は誰もいないので、自分のことを気にかけられる心配もない。
　そう――

　ナツがこの公園でしていることは、あまり人に知られていいものではなかった。ナツ自身はあまりそのことを気にしてはいなかったが、それでもおおっぴらにされてしまうのはまずい。
　――魔法。

　人によっては、そう呼ばれている。

　かつての完全世界にあった力――簡単に言ってしまうなら、それが〝魔法〟だった。けれどそれは、人が完全世界を失ってしまったときに、ほかの多くのものといっしょに失くしてしまった。この不完全世界に、魔法は存在しない。
　それでも、かつてあったその力は、残滓のようなものとして世界に残されることになった。そして、その力を使うことができる人間は、魔法使いと呼ばれている。

　――君はあれが、〝人が言葉を得て忘れてしまった力〟だと、知っているの？

　かつて、ナツにそんなことを訊いてきた少年がいる。

　その少年自身も、魔法使いだった。ナツとは違って、きちんと訓練を受けた魔法使いである。

　ナツとその少年では、魔法に対する考えかたはだいぶ違っていた。その少年は、魔法は使うべきものではないと思っていた。ある種の禁則や、倫理違反のように。

　対してナツは、それを危険な力だとか、忌避すべきものだとは考えていなかった。使えるものを使って、何か悪いことがあるだろうか。ある意味では単純に、ナツはそう思っていたのだ。

　もちろんナツにも、それがまともなものでないことはわかっている。必ずしも人を幸福にするものでも、人を救うものでもないことは。

　けれど結局のところ、魔法にできることはたかが知れたものだった。その力はいずれ、人々から忘れられていくものでしかない。魔法を使ったところで、何かが大きく変わったり、損なわれたりするわけではない。
　魔法を使ったところで、この世界の悲しみを全部なくすことなんて、できはしないのだ。
２

　ナツはペダルをこぐのをやめて、ゆっくりとブレーキをかけた。公園に到着したのである。自宅のマンションからは、およそ二十分ほど。夏場になると、さすがに陽射しがきつかった。太陽は何かの理由で地球を恨んでいるのかもしれない。
　入口にある車止めを器用によけて、ナツは自転車に乗ったまま敷地内に入った。公園にはすでに何人かの子供たちがいて、夏の陽射しのもとで遊んでいる。蝉たちは飽きもせずに同じ声で鳴き続けていた。時間はいつもより、いくらか余裕をもって回っている。夏休みなのだ。
「――あ、ナツのお兄ちゃんです」
　子供たちの一人が気づいて、すぐさま近づいてきた。ほかの子たちも遊ぶのをやめて、ナツのところに集まってくる。何となく、池の鯉に餌撒きをするのに似ていた。子供たちの中には、最初の女の子とそっくりな子も混じっている。
　ナツと子供たちは当然、知りあいである。年齢はばらばらだったが、全員が星ヶ丘の生徒だった。ナツが魔法使いだということも、みな知っている。

　けれどそれは、手品師とか、奇術師とかいう認識に近い。子供たちは魔法を、不思議なものとしては理解していなかった。たぶんそれは、子供たちが魔法を必要としてはいないからだろう。彼らがこの世界の不完全さに気づくのは、もっとずっと先の話だった。
　いずれにせよ、ナツはただ子供たちを使って魔法の実験に協力してもらっているだけだった。自分の魔法にできることや、その可能性を――
「ナツのお兄ちゃん、今日はどうしたんですか？」

　と、最初の女の子が訊いてきた。

「ちょっと新しい魔法を試そうかと思ってな」

　そう、ナツが言うと、子供たちは興味津々といったふうに目を輝かせた。

　ナツの魔法――

　それは、〝描きこんだ記号の効果を現実化する〟というものだった。「形而上の象徴を、形而下の現実に置き換える」と表現されたこともある。
　この魔法ではナツが何らかのシンボルを描きこむと、その効果が発動した。例えば、紙ひこうきの翼に〝ジェットエンジン〟を描きこめば、魔法による推力を付与することができる。

　ナツ自身には知るよしもなかったが、それはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ユニーク・タイプ),特殊型)と呼ばれる種類の魔法だった。

　魔法とは、世界に対して〝揺らぎ〟を作りだし、それに〝形〟を与えて世界を作り変えてしまう力のことである。
　通常、魔法使いは作りだした〝揺らぎ〟に魔術具という鋳型を通して〝形〟を与える。〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ライティング),発光魔法)〟や〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(アンロック),開錠魔法)〟といったこの手の魔法は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(アンティーク・タイプ),一般型)と呼ばれ、魔法使いなら訓練次第で誰でも使いこなすことができるようになった。

　それに対して特殊型は、いわば自分自身を魔術具として扱う種類の魔法だった。当然ながらそれは個人によって異なるし、必ずしもすべての魔法使いが使用可能になるというわけでもない。
　ナツは魔法についての知識も、魔法使いとしての訓練も受けたことはなかったが、その特殊型の魔法を使いこなすことができた。それは一種の才能といっていいのかもしれないが、この少年自身にとってはどうでもいいことだった。使えるから、使う。それだけの話で、それ以上でも以下でもない。もしもある朝目覚めて、魔法が使えなくなっていたとしても、たいして気にはしないだろう。

　久良野奈津というのは、そういう少年だった。

「とりあえず、今日はこいつをやってみよう」

　と言ってナツがウエストバッグから取りだしたのは、電車のおもちゃだった。電池を動力にした、プラスチック製の安価なものである。
「どうすんの、それ？」

　子供の一人が、疑り深そうに言った。

「こうするんだよ」

　ナツは木の枝を拾いあげると、それを使って地面に線を引きはじめた。競技場のトラックのような、潰れた楕円型をした二本の線である。その線のあいだに、いくつも横棒を足していく。電車の線路だった。
　それから電車のおもちゃに〝目〟を書きこんで、線路の上に乗せてスイッチを入れる。モーター以外には何もついていないはずのそのおもちゃは、即席のレールに従ってぐるぐると回りはじめた。
「すげえ」

　子供たちは感心して、自分たちでもレールを描きはじめた。電車は線路の続くかぎり、その上をどこまでも走り続けていく。魔法の効果か、電池が切れるまでは。
　ナツは木陰のベンチに座って、それを眺めていた。魔法を使ったあとの、軽い疲労感のようなものがある。それに太陽の陽射しがきつい中を、元気よく線路工事にとりかかる気にもなれなかった。
　そうやってナツが休憩していると、
「――ずいぶんと珍しいことをしているんだな」

　と、不意に声をかけられていた。

　ナツが振りむくと、そこには二人の男が立っていた。いつからそこにいたのかは、わからない。ずいぶん、ちぐはぐした印象の二人だった。

　声をかけてきたのは、三十代後半くらいの無精髭を生やした男だった。あまり身なりに気を使っている様子はなく、髪にはろくに櫛を入れられた形跡がない。もう一人のほうは大学生くらいの年齢で、雑誌で見かけそうなくらいのしゃれた格好をしていた。

「誰なんです、あんたたちは？」

　ナツは物怖じしない口調で言った。知らない大人に話しかけられたにしては、ひどく落ちついている。

「いや、ただの通りすがりだよ」
　男はナツの質問をはぐらかすように、小さく笑った。

　もう一人の若い男のほうは、広場で遊びまわる子供たちを興味深そうに眺めている。

　いや――

　正確には、子供たちが遊んでいる勝手に走る電車を、だった。

「あれをやったのは、君なんだろうな？」

　男は愛想よく笑ったまま、ナツに訊いた。その手には、何かペンダントのようなものが握られている。

「ちょっとしたおもちゃです。別に、珍しいものじゃない」
　ナツはごく平静な調子で言った。

「ほう、最近のおもちゃはよくできているらしいな。地面に描いたレールの上を走るだなんて」

　男はナツの言葉を信じているような、いないような、どこかとぼけた態度で言った。
「…………」

　ナツは返事をせずに、黙っている。何となく、嫌な感じがした。どうも、ナツの魔法のことについて気づいているようである。
　けれど男たちは、それ以上のことについて質問するつもりはないようだった。
「ところで、この辺で女の子を見かけなかったかな――？」
　と、男はことのついでといった感じで訊ねてきた。
「小学校四年生くらいの、可愛い女の子なんだけどね。俺たちはその子にちょっと用事があって探してるんだ。詳しい事情は教えられないけど、とても大事な用事でね」

「探偵、ってやつですか？」
　もう一人のほうを見ながら、ナツは訊いてみた。

「まあ、そのようなものだ。家出人の捜索をやっていると思ってもらってもいい」

　男は冗談めかした感じに笑ってみせる。
　ナツはしばらく黙っていたが、やがて口を開いた。
「……そういえば、見ましたよ」

「ほう、そいつは助かるな」

「それも、二人」

「……ん？」

「ほら、あそこにいるでしょ。小学校四年生くらいの、可愛い女の子。それもそっくり同じ子が二人も」

　ナツは笑いもせず、まっすぐ広場のほうを指さした。そこには子供たちに混じって、双子の女の子が仲よく遊んでいる。

「……なるほど、確かにそうだな」

　男はちょっと苦笑してみせただけだった。子供に怒るような大人げない性格はしていないらしい。それから、
「――EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うどう),烏堂)、行くぞ。ここに〝お姫様〟はいないらしい」

　と、広場のほうを眺めていた男に呼びかけた。烏堂と呼ばれた男は振りむいて、「了解です、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あまが),雨賀)さん」と答えている。

　ナツのほうはそれでもう話はすんだというふうに、手許で何か作業をしていた。

「邪魔をして悪かったな。もしも今度この辺で見かけない女の子を見つけたら、俺に教えてくれ……あと、あの妙なおもちゃはどこで売ってるんだ？」

「たぶん玩具屋に行けば置いてありますよ、きっと」

　ナツは下を向いたまま、ごくまじめに答えた。

「なるほど、今度探してみるとするよ」

　男はそう言うと、後ろ手に手を振って行ってしまった。そのあとを、烏堂という男がついていく。

「あ、ちょっと待ってください」

　ナツはその烏堂という男に向かって、声をかけた。

「背中に何かくっついてますよ」

　ごく自然な動作で近づいて、ナツはその背中に右手をのばした。「――ほら、糸くずです」と、ナツはその証拠品を烏堂に示した。
「本当だ。わざわざ教えてくれて、ありがとな」

　烏堂は丁寧に礼を言って、感謝した。見ためより礼儀正しい青年だった。

「いえ、どういたしまして」

　ナツは糸くずをふっと吹き払って、にこりとした。青年は、「――遅いぞ、何をしてる」と雨賀に言われて、慌てたようにそちらに向かって走っていく。

　二人を見送るようにして、ナツはしばらくその行方を眺めていた。やがて二人は公園の外にあった車に乗ると、そのままどこかへ走り去っている。

　広場では、何事もなかったかのように子供たちが遊び続けていた。

３
「……あれ、魔法ですよね」

　と、走りだした車の中で烏堂は言った。助手席に座って、窓の外を眺めている。別に顔をあわせたくないといった理由ではなく、それは単に人を探しているからだった。

「おそらくは、な。〝感知魔法〟にひっかかったことを考えれば、そうだろう」

　運転席で、雨賀は前を向いたまま答える。

　雨賀EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゅうへい),秀平)と烏堂EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆうや),有也)――

　それが、二人の名前だった。

　烏堂有也は、二十歳過ぎの大学生である。念入りに染められた髪は短く切られていて、どこか幼さの抜けきらない顔立ちをしていた。けれど軽薄そうな外見に似あわず、その視線にはぶれがなく、頭の回転の速さをうかがわせた。丸いつばの帽子をかぶっていて、音楽でもやっていそうな雰囲気がある。
　一方の雨賀は、三十代半ばくらいの年齢で、身だしなみには特に注意を払っているようには見えなかった。かといって不潔という印象はなく、それはある種の野性味として存在している。どこか茫洋とした雰囲気のわりには、目の奥にだけ硬質な光を宿していた。

　雨賀は片手で運転しながら、胸のポケットから煙草を取りだして一本口にくわえた。

「……危ないですよ、運転中に」

　窓の外を見ながら、烏堂は忠告する。

「まさか〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(リミット・コード),暗号関数)〉じゃないだろうな？　見えてるのか」

　火はつけようとせずに、雨賀は言った。
「それくらいわかりますよ。第一、魔法を使ったら雨賀さんにはわかるでしょ？」

「……お前の魔法がもう少し便利だったら、こんな苦労はしなくてすんだんだがな」

　言いながら、雨賀の口調は別に叱責しているふうでもない。ただの世間話のような感じだった。

「無茶言わないで下さいよ。こっちは大学の貴重な休みを棒に振ってまで手伝いに来てるっていうのに」
「まあ、そうだな」

　どうでもよさそうに言いながら、雨賀は運転を続ける。人を探しているので、可能なかぎり徐行運転だった。
「……さっきの子供、〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ギルド),魔法委員会)〟の関係者ってことはないですよね？」

　相変わらず外を見ながら、烏堂は訊いた。

「それはないだろう。ただの生意気なガキだよ、あれは」

　雨賀は面白くもなさそうに言う。

「けど魔法使いである以上、まったくの無関係ってことはないでしょう」
「いや、あれは正式な訓練を受けたやつじゃないな」

「……じゃない？」

「俺の感じでは、な。珍しいが、ありえないわけじゃない。自然に力の使いかたを覚える魔法使いだっているだろう」

「そんなもんですか」

　烏堂は言って、けれどそれ以上は関心なさそうに口を噤んだ。

「――しかし、〝お姫様〟はどこにいるんですかね？」

　しばらくして、烏堂はつぶやくように言った。
「俺の調べでは、この町までやって来たことに間違いはない」
　雨賀は事務的に答える。
「でもそれだって、もう町から出ていった可能性もあるわけでしょ？」

「そうだな」

「じゃあ、こんなのまるで無意味じゃないですか。いるかどうかもわからない人間を探すなんて」

　雨賀はいったん車を停めて、火のついていない煙草を指に挟んだ。

「〝お姫様〟がこの町に来たのは、何か理由があってのことだろう。おそらく、例の魔法による予言に関することだ。とすれば、まだこの町にいる可能性は十分に高い。そう簡単に目的を果たせるとは思えないからな。だからごちゃごちゃ言ってないで、お前は〝お姫様〟を探してりゃいいんだ。何しろ、あれは厄介な魔法だからな」

「はいはい、わかりましたよ」

　烏堂はふてくされたような態度でため息をついた。上下関係のよくわからない二人ではある。
「それから、これを使え」

　雨賀は言って、胸のポケットからペンダントのようなものを取りだしている。

　傍目から見れば、それは奇妙なことだった。

　いや、必ずしもおかしなことではない。ポケットからペンダントのようなものを取りだした、それだけのことだ。

　けれど――

　その同じポケットに、煙草の箱が入っていたとなると話は別だった。それはたいして大きくもない普通の胸ポケットで、明らかにペンダントが入るような余裕はない。そもそも、煙草が入っているにしてはまるで膨らんでいなかった。

　だが雨賀はまるで当然のことのように、そこからペンダントを取りだしている。烏堂にしても不審そうな様子などなく、それを受けとっていた。
「しかしさっきのことを考えると、これで見つかりますかね？」

　烏堂はそのペンダント、〝感知魔法〟の魔術具を掲げながら、疑り深そうに言った。

「犬が歩いて棒に当たるならまだしも、生意気なガキに当たったって何にもなりませんよ」

「今のところ、それ以外に手はない」

　雨賀は車を発進させながら言った。

「魔法使いがそうごろごろいるわけじゃないんだ。魔法の〝揺らぎ〟を探していけば、そこに〝お姫様〟がいる可能性は高い。こいつは普通の家出人を探すのとはわけが違う。何しろ魔法がからんでいるんだからな」

「まあ、そうなんでしょうけどね」

　ぶつくさ言いながらも、烏堂は魔術具に意識を集中させはじめている。

「――ガラスの靴でおびきよせるわけにもいかんからな。まったく、面倒なことになったもんだ」
　雨賀はうんざりしたように言って、また煙草を口にくわえた。

※

（やっぱり、魔法使いか……）

　と、ナツは二人の会話を聞きながら思った。

　ナツが今いるのは、さっきと同じ公園のベンチのところである。子供たちは相変わらず線路を増やしながら遊んでいて、蝉の声が喧しかった。

　ベンチの上には、一台のラジオが置かれていた。小型の、目覚まし時計のような形のものである。そこからイヤホンをのばして、ナツは耳に当てていた。

　スピーカーの向こうからは、二人の男――車に乗っている雨賀と烏堂――の声が聞こえている。
　盗聴器――
　簡単に言うなら、そういうことだった。ナツは魔法で、ラジオを盗聴用の受信器に変えたのである。
　もちろん、そのためには発信器も必要だった。ラジオだけ盗聴器に変えても、何も聞こえてくるはずがない。
　ナツが発信器にしたのは、コインだった。カジノでチップに使うような類のものである。ナツはそこに〝耳〟の記号を描きこんでおいた。そして烏堂に話しかけたあの時、そっとポケットにすべりこませたのである。手品師がよくやる手管だった。ラジオのほうには〝口〟が描きこまれている。

　しばらくして、ナツはイヤホンを外した。遠くになりすぎたのと、魔法が切れてしまったからである。ラジオからはもう、雑音しか聞こえていなかった。
　会話の感じからして、二人がナツの盗聴に気づいている気配はない。けれど問題は、そんなことではなかった。

（――探している〝お姫様〟ってのは、魔法使いのことだったのか）

　どうやら、そのようだった。それがどういう魔法使いなのかはわからない。魔法による予言というのが何のことなのかも。

　とはいえそれは、結局のところナツには関係のない話だった。テレビの向こう側で起こる、いくつかの出来事や事件と同じで。それは一瞬、ナツのそばまでやって来たが、チャンネルを変えるようにしてどこかへ行ってしまっていた。
　――行ってしまった、はずだった。

　そう、本来なら話はここまでのはずだった。ひねくれ者の魔女を招き忘れることもないし、迂闊な娘が禁じられた小部屋をのぞくこともない。話ははじまりもしないうちに、終わってしまっている。
　けれど、そこに魔法が関わったとき――

　運命は奇妙なねじれを生じさせていたのである。

４
　市街地の道路は変に入り組んでいて、ごちゃごちゃとしていた。駅前の商業区は十数年前から姿を変化させておらず、その光景は写真から再現されたものと同様でしかない。

　そんな旧態依然とした駅前に並ぶ建築群の一つに、北銀百貨店はあった。いわゆる老舗のデパートで、赤いレンガ造りのモダンで瀟洒な建物は、市の名所としても案内されている。

　ナツはその日、このデパートにやって来ていた。

　目的は、店舗に入っている雑貨屋などをまわることである。輸入品などのわりと珍しい品が陳列されていて、魔法のヒントになるようなものに出会うこともあった。一種の気ばらしと実益をかねた暇つぶしである。
　正午近くという時間帯のせいか、夏休みのわりに人の姿はほとんどない。ナツはエスカレーターに乗って、上のフロアに移動した。まばらな人ごみには、高所の低気圧めいた空虚感があった。
　別に何を探すわけでもなく、ナツは雑貨屋や文房具屋といった店を巡回する。スコップの形をしたスプーンや、リンゴ型の鉛筆削りや、小さなイスを積みあげていくゲームなどが並んでいた。
　十二時もまわって一通りのものを見終わると、ナツはこれからどうするかを考えた。用事というほどのものはないし、そろそろ昼食のことも考えるべきかもしれない。
　けれどナツは建物から出るようなことはせずに、もう一階上に昇ってみることにした。七階のそのフロアでは、催事場で展覧会のようなものが開かれていたのである。

　――それは本当に、何気ない決断だった。何が特別なわけでも、重大なわけでもない。

　けれど世界が〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ドゥーム・ダイス),運命遊戯)〉の影響下にあるその時、それは単なる思いつきの行為としては終わらなかったのである。

　久良野奈津と、もう一人の少女。
　本来ならまるで無関係だったはずの二人の運命は、その時交わろうとしていた。それはただすれ違って、通りすぎていくだけの、そんな運命のはずだった。ねじれの位置にあって、絶対に交差することのない線と線のように。
　けれど、そこに魔法がかかったとき、ねじれは奇妙な歪みを見せて、幾何学的法則を超えて二本の線を重なりあわせていた。

　俗っぽい言いかたをするなら――

　その時、運命は回りはじめたのだ。

　七階の催事場で行われていたのは、ある作家の個展兼即売会のようなものだった。入口の案内表示には『Shijo Yuuki　ガラスアート展　～物語シリーズ～』と書かれている。

　本屋やＣＤショップといった店に囲まれて、その会場はあった。入場料などは取らない。受付けに案内係が一人いるだけで、あとは自由に閲覧していいようだった。

　ナツは会場に入って、適当に作品を見はじめた。ほかのフロアと同じで、この展覧会にも人はほとんどいない。主婦らしい二人連れの客がいなくなると、会場にはもう誰もいなくなっていた。

　ガラスアート展というだけあって、作品はすべてガラス製である。花瓶やコップといった日用品ではなく、どれも自由造形的な装飾品だった。展示された作品はどれも、鑑賞者がいなくてもたいして気にはしていないように見える。
　特にガラス芸術に詳しいわけでもないので、ナツはこの展覧会の作者のことも知らなかった。とはいえ、小さなキャプションにつけられた題名と値段を見るかぎりでは、ゼロの数がいささか多すぎるようでもある。

　何を期待するわけでもなく、作品の一つ一つを見ていく。その途中、ナツはあるものの前でふと足をとめた。
　その作品は、ぱっと見にはよくわからない代物だった。人のようなものが、屈んでいる。その人は泣いてでもいるのか、両手で目を押さえていた。透明なガラスで作られているはずなのに、その内部にはどこか光を拒んでいるような印象さえあった。

　奇妙な形をしたその作品には、『オイディプス』と題名が表示されている。

　それは、どこかで聞いたことのある名前だった。確かギリシャ神話か何かの登場人物のはずだ。心理学で、コンプレックスの一つを表現するのにも使われていた気がする。
　ナツはずいぶん長いこと、その作品を眺めていた。

　だからこの少年は、自分のすぐ横に一人の女の子が並んでいることになかなか気がつかなかった。

「――予言によって父を殺し、母を妻としたテーバイの王は、結局そのことを知って絶望してしまい、自らその両目をえぐり、呪われた身となって大地を流浪する」

　少女は静かな声で、そう言った。

「？」

　そこでようやく、ナツは少女のことに気づいている。声のしたほうを向くと、すぐ隣に小さな女の子が立っていた。

　どうにも、見覚えのない少女である。

　年齢は十歳かそこらで、ひどく小柄な体型をしていた。澄んだ夜の三日月みたいにきれいな眉をして、髪はポニーテールにしてくくっている。シックな、ほとんど古風とさえいっていい佇まいをしていた。どこか、高山植物のような凛とした雰囲気のある少女だった。
　少女はナツと同じように、じっと作品をのぞきこんでいる。まるでそこに、大切な何かが隠されている、とでもいうふうに。

　だが、そんなことはどうでもよかった。
「誰だ、お前――？」

　ナツは詰問するような口調で、鋭く言った。

　けれど少女は、まるで無反応である。何かを考えこむようにその『オイディプス』を眺めるばかりで、返事をしようともしない。

「〝旧い約束を示す町〟〝盲目の王の前〟……」

　少女はそんなことをつぶやくばかりだった。

「おい、聞いてるのか？」

　いきなり人の隣にやってきて、聞きもしない神話の解説をするなんて、こいつはどうかしているんじゃないか――

　ナツはそんなことを思っていたが、それも次の瞬間に少女がこんな言葉を口にするまでだった。

「……お前が〝半分の魔法使い〟か？」

　少女はそう、ナツに向かって言った。その瞳は対象をまっすぐに射抜く矢のように、相手のことを見つめている。

「――――」

　ナツはとっさに、返事ができなかった。言葉につまって、けれどそれがほとんど質問の答えになってしまっている。

　いったいどうして、自分のことを魔法使いだなんていうのか――

　それも何故、〝半分〟だなどと――
　ナツはわけがわからないまま、警戒を強めた。この少女はいったい、何者なのか。
　けれどその時、

「くぅ――」

　という、妙に間の抜けた音が聞こえている。

　どうやらそれは、少女の腹の虫が立てた音のようだった。

５

　駅前のハンバーガーショップで、ナツはフロートドリンクを飲みながら少女が食事を終えるのを待っていた。
　店内は昼時だけあって、それなりに混みあっている。二人は二階にある窓際の席に座っていた。ガラスの向こう側には車や人の群れが、奇妙に現実感を欠いた陽射しのもとで行きかっている。店内にはＢＧＭとして、一月の誕生石が曲名になった歌がかけられていた。
「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆきむらそら),透村穹)だ」

　と、あのあとで少女は自分の名前を名乗った。

「そら？」

　ナツが訊きかえすと、

「〝そうきゅう〟の〝そら〟だ」

　と返答する。蒼穹、のことらしい。けれど、ナツにはわからなかった。小学校で習うような漢字ではない。

「…………」

　ナツはずず、と音を立ててドリンクを飲みながら、少女が食べ終わるのをぼんやりと待っていた。ナツ自身はすでに、完食している。
　ハンバーガー二つに、フライドポテトとナゲットが一つずつ。お腹が空いていたというだけあって、少女はそれらを軽く口にした。
　といって、少女が一文無しだったとか、そういうわけではない。ナツが清算をすませたあと、その分の代金を支払っている。そのくせこの少女は、丸一日近く何も食べていないということだった。理由を訊くと、思いつかなかったからだ、と言われた。何を思いつかなかったのかは、よくわからない。
（透村穹、ね……）

　今のところわかっているのは、それだけだった。ナツはいろいろ推理してみようかと思ったが、やめておく。どうせろくな見当などつきそうもなかった。

　やがてソラは、ようやく人心地ついたという感じで飲み物に手をつけている。トレイの上には汚れ一つなく、上品そうに片づけられていた。何となく、育ちのよさを感じさせるところではある。

　窓の外では横断歩道の信号が変わって、何かの実験みたいに人の流れが動きはじめていた。

「――さて、話を聞かせてもらおうかな」

　頃合いを見計らってから、ナツは言った。

「なかなか、おいしかったぞ」

「食事の感想は聞いていない」

「――そうだろうな」

　ソラは澄ました顔で、飲み物をすすっている。

「……わかってくれて、ありがたいよ」

　ナツは面白くもなさそうに言った。それから、

「どうして、僕のことが〝魔法使い〟だなんてわかったんだ？」

　と、一番重要なことを質問した。

　その言葉を口にするとき、ナツは特にまわりを気にしたりはしなかった。どうせ誰にもわかりはしないのだ。それが本当の話だなんていうことは――

「…………」

　ソラはその質問にすぐには答えず、

「〈運命遊戯〉だ」

　と、奇妙な単語を口にした。

「何……？」

「そういう魔法だ。未来を予言することができる。その魔法で、私はあそこでお前と――というより、魔法使いと会うことになっていたんだ」
「嘘臭いな」

　ナツは胡乱な顔で首を振った。
「ほかに、私がお前のことを魔法使いだとわかった理由があるのか？」

「いくらでもあるだろう」

　ナツは少しうんざりした調子で言った。

「例えば、あるのかどうかは知らないが、魔法使いかどうかを判別する魔法を使った、とか。あるいはそうでなくとも、はじめから僕のことを知っていた、とか」

「無意味な議論だな」

　ソラはひどく簡単に言った。

「可能性の問題だよ」

　言ってから、ナツはふと思いついたように、

「そうだ、その魔法〈運命遊戯〉か？　それをここで使ってみればいい。そうすりゃ、嫌でも信じられる」
「……無理だ」

「そうだな、あそこの信号があとどのくらいで――何だって？」

「無理だ、と言ったんだ」

　ソラはごくそっけない態度で言った。
「これはそういう魔法じゃない。ハサミが接着剤にならないようなものだ。それにさっきお前と会うことと同じように、もうこの先のことも予言されている。今ここで魔法を使うことはできないが、それだったら見せてやろう」
「見せる？」

　どういうことだ、という顔をナツはした。

「〈運命遊戯〉は紙に文字として浮かびあがってくる。その文言を記してある紙が、ここにある」

「何が書いてあるんだ？」

　ナツはそう言って、ソラがポケットから取りだした紙を受けとった。四つに折りたたまれた、Ａ４サイズのごく普通のコピー用紙である。そこにはずいぶんきっちりとした書体で、文字が書かれていた。

「　舞台は旧い約束を示す町

　　盲目の王の前、半分の魔法使いに出会う

　　巻き忘れた時計の螺子

　　サンドリヨンの魔法が解けることはない

　　無言劇に興じる五人の道化師たち

　　照明は白くならず、背景は黒くならず
　　火のない煙にご用心！
　　鵞鳥が産んだ六つの花
　　開かない扉、閉じない密室

　　兎の穴はいつまでも続く

　　角のないユニコーンとライオンの争い
　　運命は影の中で眠る
　　時計の螺子は再び巻かれ
　　五人目がすべてを決定する
　　心臓には十字の杭が打ち立てられ
　　見えない血が世界を交わらせる　　　　　」
　その紙からは、ナツにもかすかな〝揺らぎ〟を感じることができた。ただの気のせいかもしれなかったが、どうやらそれが魔法によるものだというのは本当らしい。
　とはいえ、ナツは文章を読みながら眉をひそめていた。これでは、どんな意味にでも解釈できそうだった。自称予言者によくある常套手段だ。

　けれど――

　〝半分の魔法使い〟

　その言葉を、ナツは無視することができなかった。訓練を受けていない半人前、半端者――解釈はいくらでもできる。
　いや、本当はナツにはその言葉の意味はわかっていた。その〝半分〟が何を意味するのかを。

「わかったか、これが予言だということが」

「いや――」

　ナツはその紙を返しながら、小さく首を振った。

「確証があるとはいえない。こんなもの、いくらでもでっちあげられるからな」

「〝旧い約束〟は虹のことだ」

　ソラはすらすらと、淀みなく口にした。

「旧約聖書の大洪水後、神様はもう二度と同じことをしないと人間たちに告げ、その証として雨が降ったあとには虹を示すことにした。虹は天の橋、つまり天橋市のことだ。〝盲目の王〟はオイディプスを指している。最初に説明したとおりにな」
　一応、筋は通っている。

　ナツはうまい反論を思いつかなかったが、かといってソラの言葉をそのまま信じる気にはなれなかった。

「――すべてが運命だっていうなら、こんなやりとり自体に意味なんてないんじゃないのか？　もう、すべては決められたことなんだろう」

　それはほとんど、言いがかりに近い発言だった。ナツ自身、あまり熱心に口にしたわけではない。

　けれど、透村穹という少女は、真剣に言った。

「――意味なら、ある」

「…………」

「意味がないなんてことは、絶対にない」

　それは強くて、そのくせ簡単に壊れてしまいそうな、そんな口調だった。透明なガラスが、ちょっとしたことで簡単に砕けてしまうみたいに。はるか空の彼方から降ってくる氷の結晶が、手のひらで音もなく融けてしまうみたいに。

　ナツは何も言えないまま、もうすっかり飲みほしてしまったドリンクのストローに口をつけた。
「ところで、お前に頼みたいことが一つある」

　と、しばらくしてソラは言った。

「何だ？」

「私は昨日から、泊まるところがない」

「……？」

　ドリンクから手を離した。

「だから、お前の家に泊めてほしい」

「……それは、何かの冗談なのか？」

「残念だが、そうじゃない」

　ナツは首を振った。どうして首を振ったのかは、自分でもわからない。

「わからん。どうして僕が、今日出会ったばかりの、友達でも何でもない見ず知らずの女の子を家に泊めなくちゃならないんだ？」

「予言がここまで私を導いた以上は、そういうことだろう」

「やっぱりわからん」

「――なら、こうしよう」

　仕方ない、というふうにソラは言った。

「今からコインを投げる。それでもし表が出たら、私をお前の家に泊めろ」

「だから、どうしてそうなるんだ？」

　ナツはちょっとうんざりしている。

「自分の家に帰ればいいだろう。この予言なら、それくらいの都合はつけられるはずだ。そもそも、何だってまた……」

「私には、もう親も家族もいない」

「――――」

「だから、それくらい構わないだろう？」

　何故だか、ナツは何も言えなかった。

　それは透村穹というこの少女が、きれいなガラス玉みたいに、あんまりにも透明に笑ったせいかもしれない。

　そのあいだにソラは財布から十円玉を取りだし、くっつけあわせた親指と人さし指の上に乗せていた。
　――たぶんそれは、運命の分かれ道だった。

　そんなふうに、運命がやってくることもある。まるで、ちょっとした遊戯のように。
　ソラは硬貨を親指で弾いた。十円玉はぴん、という空気の割れるような音を立てて、宙をくるくると回った。少女はそれを右手でつかんでいる。
　少し間をおいてから、ソラは握った右手を開いてみせた。窓の外ではまた信号が変わって、人が動きはじめている。

　指先に乗った十円玉は、社会で習ったことのある「平等院鳳凰堂」を上にしていた。

「――表だ」

　少女はごく短く、それだけを告げた。

６
　冷房の効いた建物の中にいると、つい夏の暑さを忘れてしまうが、もちろん夏のほうではそれを忘れたりはしない。

　二人は高いビルのあいだを、できるだけ日陰にそって歩いていた。見あげると、空が切りとられたように小さく見える。手をのばしたくらいでは、届きそうもない高さだった。
　ナツは乗ってきた自転車を押しながら、ソラはその隣で冷たいアイスを食べながら、歩いている。アイスは抹茶のフレーバー。ソラはプラスチックのスプーンでそれをすくいながら、物珍しそうにあたりの景色を眺めていた。何がそんなに珍しいのか、ナツにはわからない。

（いや――）

　と、ちょっと憮然とした感じでナツは思っている。

（わからないことだらけだ）

　透村穹というこの少女がいったい何者なのか、どうして魔法のことを知っているのか、〈運命遊戯〉という予言のこと、それに第一、何のためにこうしていっしょにいるのか。

　もしかしたら、あの二人組の魔法使いが探していた〝お姫様〟というのは――
「私には、もう親も家族もいない」

　ナツは少女の言葉を思い出していた。あれは、どういう意味だったのだろう。

「――意味なら、ある」

　そんな言葉が引っかかって、ナツは妙な気分を振りきれずにいた。不可解かつ理不尽でしかない状況だというのに、このまま何もかも放りだしてしまう気にもなれないでいる。
（それとも……）

　と、ナツは自転車を押しながら思っていた。

　それともこれも、魔法のせいなんだろうか――？

　ナツの家は、十階建ての分譲マンションの一画にあった。エレベーターで上まで昇って、外廊下を歩いていく。コンクリート製の胸壁の向こうには、空と雲、それに町の景色が広がっていた。マンションは市の中心部にほど近いところに建っている。
　家の前まで来ると、ナツは鍵を使って扉を開けた。両親は二人とも仕事で出かけている。

　玄関に入ると、後ろでドアが音を立てて閉まった。電気はつけていないので、目の粗い布みたいな闇があたりを覆っている。

「……妙な家だな、ここは」

　ソラは何か戸惑ったような口調で言う。

「妙って、何が？」

　ナツにはわからない。特別に変わったような家ではないのだ。

「ここには家がたくさんあるのか？」

　マンションのことを言っているらしい。今までのことから考えても、この少女は相当に浮世離れしたところに住んでいるらしかった。

「……まあ、そういうことだから、気にしなくていい」
「そうか」

　妙な問答をしながら、二人は靴を脱いで廊下にあがった。見ると、ソラは脱いだ靴をきちんと揃え直している。言葉使いのわりに、そういうところは上品な娘だった。

　リビングに着くと、ナツは電気のスイッチをつけた。そこにはソファやテレビが置かれ、こぢんまりとはしているが清潔で居心地の良さそうな空間が広がっている。向こうにはキッチンがあって、壁の時計が澄ました顔で音を立てていた。
　ソラは感心したようにあたりを見まわした。わりと好奇心の旺盛な性格らしい。まるではじめて新大陸に上陸した航海士みたいに、物珍しそうな顔をしていた。
　どうやらこの少女は、何かの都合で時間の停止した田舎みたいな場所の、古い大きな屋敷にでも住んでいたのだろう。良識のほうはともかく、ちょっと常識に欠けるところがあった。そう思うと、挙措動作もどことなく旧時代的な感じがしないでもない。

　ナツはエアコンのスイッチを入れて、ソラを居間のソファに座らせた。テレビをつけて、適当にチャンネルを変えていく。ちょうどアニメをやっていたので、それを映しておいた。
「しばらく、そこでじっとしてろ」

「――うん、わかった」

　ナツの言葉を聞いているのか、いないのか、ソラはじっとテレビ画面を見つめている。もしかしたら、テレビを見たことがないのかもしれない。
　そのあいだに、ナツは同じ居間にある電話機のところに向かった。ソラのいるほうからは、爆発音やらキャラクターのセリフやらが聞こえてくる。夏休みになってからはじまっている、『スターチャイルド』というアニメの再放送だった。

　ナツは受話器を取ると、メモを確認してからボタンを押しはじめた。しばらくコール音が続いて、相手につながる。

〝もしもし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうこ),桐子)です〟
　そんな声が聞こえた。

「――母さん？　僕、ナツだけど」

　ナツが電話をしたのは、自分の母親だった。名前は久良野桐子という。

〝なに、どうかしたの？〟

　急に子供から電話があって、驚いているのだろう。桐子は不思議そうな声で訊いた。
「どうかしたんだよ、それが。」

　と、ナツはうんざりしたように言って、
「ところで今、大丈夫？　ちょっと長い話になりそうなんだけど」

〝私なら大丈夫よ。ちょうど今、休憩中だから〟

　そのことを確認すると、ナツは一度だけ大きく息を吸ってから言った。

「実は女の子を一人、家で預かることになったんだ」

　電話の向こうに、沈黙がおりている。いろいろなものが含まれている種類の沈黙だった。

〝よくわからないわね。友達を家に泊めるってことなの、それは？〟

「いや、違う」

　面倒な嘘をつくとあとあと厄介なことになるので、その点についてはナツは正直に答えた。

〝じゃあ、何なの？〟

　何なんだろう、とナツは自問せざるをえない。
「ここではうまく説明できない」

〝あんたの彼女ってわけじゃないわよね？〟

「それはない」

　むしろ、その想像のほうがよほどおかしかった。

〝別に隠さなくてもいいのよ。これでも思春期の息子を持つ母親なんだから〟

「知らないかもしれないけど、すごくまじめな話をしてるんだよ、今は」

　会話を進めるために、ナツはとりあえずそう言っておく。

〝わかってるわよ、それくらい。で、どんな子なの、その子は？〟

「普通だよ。十歳くらいの、普通の女の子……いや、普通でもないか」
　まさか、予言に導かれてここまでやって来た魔法使い、とは言えない。
〝可愛い子？〟

「さあ、どうかな」

　母親の表情が何となく想像できたので、適当に言葉を濁しておく。
〝どうして家に泊まるって？　何か事情でもあるわけ？〟

「よくわからないけど、今日泊まるところがないんだってさ」

〝……ふうむ〟

　桐子は電話の向こうで、何かを考えているようだった。

〝それで、あんたはその子のことをどう思ってるわけ？〟

「どうって？」

　質問の意図がわからない。

〝信用できるかどうかってこと〟

「たぶん、それは問題ない」
　不本意ながら、ナツはそう言わざるをえなかった。

〝――なら、いいんじゃない？〟

　桐子はわりと、あっさりした口調で言った。

「いい？」

　何となく聞き間違いでもしたような気がして、ナツは問いかえしている。

〝別に構わないんじゃない、それくらい。事情はおいおい聞くとして、そんな小さな子を放っておくわけにもいかないでしょ。季節外れだけど、その辺で売れ残りのマッチに火をつけられても困るしね。それにあんたが信用してるっていうんなら、大丈夫でしょ〟

　信用しているとは言っていない。たぶん問題ない、と言っただけだ。

「本当に構わないわけ？」

〝ええ、私はね、お父さんもそう言うと思うけど。まあ、詳しい話はまたあとで〟

「うん――」

〝じゃ、そろそろ仕事に戻るから、この辺で。続きは帰ってからね〟

　そう言うと、桐子はナツの返事も待たずに電話を切った。

　ナツはしばらくのあいだ、無機質な信号音の響く受話器に耳を当てている。が、やがて諦めたようにそれを元に戻した。ふと気づくと、桐子はソラの名前さえ確認していない。

　ソファのところに戻ると、ソラは行儀よく腰かけたままテレビ画面をじっと見つめていた。アニメはちょうど中間のＣＭに入ったところである。

「面白いな、これ」

　ソラは真剣に、まるでそれがとても重要なことみたいに言った。
「やれやれ」

　ナツは何だかひどく疲れたように、ため息をついてしまっている。
７

　母親が帰ってきたのは、いつもより少し遅い時間だった。
　そのあいだにナツは、ソラについていくつかのことを確認している。年齢や、住んでいた町、生活環境といったことを。

　ソラは小学四年生で、天橋市からはかなり離れたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おりかみ),織神)町に住んでいたということだった。ナツの予想通り、だいぶ田舎の町である。そこでごく普通の小学校に通い、暮らしていた。

　それらのことを確認していくと、ソラの言った「もう親も家族もいない」という言葉の意味は、やはりそのままのものだということもわかった。みなしご、というのだろうか。家族がいなくなった原因については聞いていない。
　しかしそれならそれで、施設に預けられるなり、親戚に引きとられるなり、とりあえずの処置のようなものがあるはずだった。一人で家出をして、わざわざ遠くの町にまでやって来る理由がわからない。ナツがそう訊くと、
「事情があるんだ」

　と答えるばかりで、ソラは詳しく語ろうとしなかった。

　ナツとしては不満の残るところだが、こうして家に連れてきてしまった以上、もうどうすることもできなかった。
「ただいま――」

　やがて家の扉が開いて、そんな声が聞こえている。ほどなくリビングに現れた久良野桐子は、土産ものらしきケーキの箱を抱えていた。

　久良野桐子は髪をきれいになでつけた、知的な感じの女性だった。全体の姿はあくまでも自然体なものだったが、仕事に関しては有能そうな雰囲気をしている。しゃれた感じの眼鏡をかけていて、目元のあたりがナツとよく似ていた。
　ナツの母親である彼女は、博物館で非常勤のスタッフとして働いている。いわゆる、学芸員というやつだった。
　桐子が姿を見せると、ソラは立ちあがって丁寧に挨拶した。
「はじめまして、ナツのお母さん。私は透村穹といいます」

「ソラちゃん？」

　言って、桐子はソラの前にかがみこんでいる。

「いい名前ね。はじめまして、私は久良野桐子。ナツの不肖の母親です」

　桐子はにっこりと笑った。ひまわりの花か何かのような、そんな笑顔である。
　それから彼女は、持ってきたケーキの箱をテーブルの上に置いた。
「ねえソラちゃん、よければケーキはどう？　紅茶もつけるわよ」

「いいんですか？」

「もちろん。さあ、どうぞ好きなのを選んでね」

　ソラがケーキの一つを選ぶと、桐子は台所のほうにまわって皿やフォークを用意しはじめた。ナツが手伝いのために同じ側にまわる。
「可愛い、いい子じゃない。どこで知りあったの、ナツ？」

　桐子はどこかうきうきした様子をしている。

「……子供の秘密だよ」

　ナツはそう、面倒そうに答えた。詳しい話などできるはずがない。
　準備ができると、三人はケーキと紅茶を置いたテーブルを囲んだ。ソラが選んだのは、パンプキンタルトだった。桐子はその横で、ソラがタルトを口にするのを幸せそうに眺めている。
「ソラちゃんは、しばらく家に泊まりたいんでしょ？」

「――うん」

　ちょっと不安そうな表情のソラに対して、桐子は笑顔を浮かべたままで言った。

「いいわよ、いつまででもいてね。私ね、ソラちゃんみたいな可愛い女の子がいてくれたらって、ずっと思ってたのよ」

「……本当に？」

「ええ、本当に。天地神明に誓って、嘘偽りなく」

　桐子はにこにことして、宣誓証明でもするみたいに右手を掲げている。するとソラのほうでも、それに感染したように笑顔を浮かべた。桐子が本心からそう言っているのだと、十分に信じられたからだろう。
「――母さん」

　そのやりとりが終わったところで、ナツは母親に対して呼びかけた。

「何よ？」

　ソラから視線を外して、桐子は邪険そうな顔をしている。

「ちょっと話があるんだけど、よろしいですかね？」

「よろしくないわよ、私、今人生で最大の幸福を味わってるんだから」
「大事な話なんだよ」

「仕方ないわね」

　桐子がそう言って立ちあがると、ナツは先にたって歩きはじめた。後ろではソファに座ったままのソラが、ちょっとうかがうように二人のことを見つめている。

　ナツは自分の部屋までやって来ると、桐子を中に入れてドアを閉めた。母親はベッドの上に座らせ、自分は机からイスを引きだして腰かけている。
「どういうこと？」「どういうこと？」

　二人の声が重なった。

　桐子は目で、ナツのほうに発言を譲る。ナツは一度咳払いをしてから、

「見ず知らずの女の子をあんなに簡単に預かるなんて、どういうことだよ？」

　と、たしなめるようにして言った。言いながら、これはセリフが逆なんじゃないだろうか、という気はしている。

「あら、あの子を泊めてほしいって頼んできたのは、ナツのほうでしょ？」

　桐子は不思議そうに言った。

「僕は積極的に提言したわけじゃない。預からなくちゃいけなくなった、と言っただけだ」

「同じことでしょ？」

「違う。母さんだったら、警察とか児童相談所とか、そういう機関にだって相談できるだろ」

「児童相談所って、あんたずいぶん難しいこと知ってるのね」

　桐子は変なところで感心した。

「――ともかく、子供の僕ならともかく、母さんなら何とかできるはずだろ」
　言われて、桐子はしばらく黙っていたが、唐突に話題を変えた。
「昔ね、捨てられた犬を見かけたのよ」
「……うん？」
「こんなちっちゃな小犬でね、ダンボールの中に入れて捨てられてたのよ」

　独り言でもつぶやくように、桐子は続けている。

「私はその小犬を見かけて、放っておけなくて家まで持って帰ったのね。でも親にだめだって言われて、仕方なく元の場所に戻したのよ。で、次の日に同じところを通りかかったら、その小犬はもういなくなってたの。ダンボールもなくなっててね。それで私は今でも、あの時の小犬はどうなったんだろうって、時々考えるわけよ」

　しばらく、ナツは黙っていた。が、話の続きがはじまるような気配はない。
「……それで？」

　と、先をうながす。

「それだけ」

　桐子は何事もなかったかのように言った。

「それだけ？」

「――なんだけど、でもね、ナツ」

　そう言って、桐子はまっすぐにナツのことを見つめた。電波望遠鏡が星の光を追いかけるような、正確で狂いのない視線だった。

「本当は理由なんていらなかったのよ。誰かを、何かを助けたいと思ったときに、理由なんか。少なくとも今は、そう思うのよね」

　ナツは何も言えなかった。何故か、何も言葉が出てこなかった。
　夕食時が近づいた頃、父親のほうも帰宅した。
　ナツの父親である久良野樹は、言語学者として民間の研究所で働いている。具体的にどんなことをしているのかは、ナツにはよくわかっていない。
　樹はどこか茫洋とした、とらえどころのない風貌をしていた。羊に似たくしゃくしゃの頭をしていて、目が糸みたいに細い。印象としては、風まかせにふわふわと宙を漂う、風船みたいなところがあった。誰の手にも無抵抗に収まるが、自由になると自然にどこかへ飛んでいってしまう。
　ソラのことを聞かされた樹は、

「へえ、何だか面白そうな話だね」

　と言うだけで、まるっきり反対などはしなかった。何が面白いのかは、ナツにはわからない。

　いずれにせよ母親が了承した時点でこうなることはわかっていたので、ナツとしては意外でも何でもなかった。樹はめったなことでは、桐子に逆らったりはしない。
　そのあと、イスを一つ足して四人で夕食になったが、ソラはずっと前からそうだったかのような自然さで食事をしている。

　ナツにはこの少女のことが、一番よくわからなかった。

　食卓を囲みながら、樹も桐子もソラのことをひどく気にいっているようだった。どうも、そういう人間的特質がこの少女には備わっているらしい。手足の長さとか、瞳や唇の形といった身体的特徴と同じような具合に。
　窓の外には宵闇が音もなく広がりはじめ、一日が終わろうとしていた。すべてが不確実な世界で、それでもそれだけは確かなことだった。
　ともあれ――

　こうして透村穹は、久良野家でしばらく暮らすことになったのである。

８

　その日の夜、ナツは自室で、ソラはリビングに布団を用意して寝床にしていた。
「…………」

　ナツは何となく寝つけないまま、暗い天井を見あげている。そこには蛍光灯のかすかな輪郭だけが、ぼんやりと浮かんでいた。どこか遠くで、誰にも聞いてもらえなかった繰り言みたいな、弱々しいエンジン音が聞こえた。
（変な話だな……）

　寝返りをうって、ナツは体を小さくたたんだ。今日一日のことを考えると、軽い混乱のようなものを覚えてしまう。いったいどうして、こんな事態になってしまったのだろう。予言、運命、半分の魔法使い――
　笑顔というには、あんまりにも透明すぎる表情――

　強くて、そのくせひどく脆そうな瞳――

　何故だかあの少女のそんなところばかりが、ナツの頭から離れなかった。

　しばらくすると、ナツはため息をついて起きあがった。水でも飲んでこようと思ったのだ。このままだと、眠れそうにない。
　ドアを開けて、キッチンに向かう。ナツは当然、ソラの寝ているリビングを通らなくてはならなかった。

　リビングは常夜灯の小さな光に照らされて、もの言わぬ薄闇がぼんやりと広がっていた。部屋の隅やテーブルの陰には、人の気配を避けるようにして暗闇が息を潜めている。ナツは眠っているソラを起こさないように、慎重な足どりで流しに向かった。コップを取って、半分くらいの水を飲む。

　その時、妙な音が聞こえた。

　何だかよくわからない、空気の管の詰まるような音である。不規則に、何かが小さく壊れるみたいに音が響いている。けれどその正体は、すぐに判明した。
　ソラが、泣いているのだ。

　できるだけ足音を立てないように、ナツはソラの眠っている場所に近づいた。薄闇は空気に押しだされるみたいにして、速やかにその位置を変える。
　少し大きめの布団の中で、ソラは目をつむっていた。その両目からは、涙が零れて跡になっている。時々、深い井戸の底に石ころでも落とすみたいにして、その口からは小さな嗚咽がもれていた。
　この少女は、親も家族さえもなくて、何のためかはわからないが一人で家を離れて、見も知らぬ家の居間でこうして眠っている。音もない暗闇の、馴染みのない空間の中で。守ってくれる人間も、頼りになるものもないまま。

　透村穹というこの少女は――

　どうしようもなく、世界に一人ぼっちだった。

（たぶん……）

　と、ナツは思った。

　この少女には、泣く権利があるのだろう。大声をあげて、喉が裂けるくらいに喚いて、世界の理不尽さを糾弾する権利が。

　けれどこの少女は――

　こんなにも小さな泣き声を、夢の中でもらしているだけなのだ。
　ナツはそっと、その涙を拭ってやった。ソラは何も気づかないまま、おそらくは悲しい夢を見続けている。そこは誰の助けも届かない場所だった。
　部屋に戻ると、ナツは机の前に座ってスタンドライトをつけている。まぶしさに一瞬目をつぶってから、ナツは赤と黒のマジックを用意し、引きだしから目的の物を取りだした。限定された光の中で、ナツはあるものを描きはじめた。
　ソラは眠りながら、いつのまにか夢の光景が変わっていることに気づいた。

　いつもは、怖い夢を見るのだ。みんなが電車に乗って、自分だけが駅に置いていかれるような、そんな夢を。名前も場所もわからないホームに立ったまま、ソラはそこから出ていくことも、電車を追いかけることもできずにいる。そして目覚めたときには、必ず呼吸が苦しくなって頬が少し濡れている。
　けれどその日、夢は途中からいつもと違っていた。一人ぼっちで取り残された駅のホームに、新しく電車がやって来たのだ。ソラがそれに乗ると、電車はどこかの動物園に到着している。そこでは動物たちはみんな檻の外にいて、ソラに向かって「踊りませんか？」と誘ってくるのだった。ゾウもキリンもカバも、みんな二本足でくるくると踊っていた。その光景はひどく愉快で、滑稽で、思わず笑いださずにはいられない――
　――目が覚めてからも、ソラは何だかおかしくて笑ってしまった。
　そしてそんなふうに笑うことが、ひどく久しぶりだということに気づいている。

（いつからだろう……）

　最後に笑ったのがいつだったか、ソラは記憶の中を探ってみた。あれは祖父が死ぬ、どれくらい前のことだったろう――
　そんなふうにして小さく膝を抱えていると、ソラはふと枕元に何かが置いてあるのに気づいた。白いプラスチック製で、いくつかでっぱりのある円形をしていた。見ためには、懐中時計に似ている。
「――？」

　拾いあげて、ソラは蓋らしきところを開けてみた。

　それは、コンパスだった。八つの突起は太陽を表していて、中の盤面に三日月がデザインされている。磁針の先には色違いの星が二つ配置されて、流れ星みたいに小さく揺れていた。開いた方位磁石の蓋には、何かが描かれている。のぞきこむと、それが何なのかわかった。
　――天使の、絵だ。

　パウル・クレーに似た感じの、単純な線で構成された記号的な絵だった。天使はうつむいて、両手に抱えたハートを見つめている。おなじみの心臓型をしたマークは、そこだけが赤色で描かれていた。
　その姿はどこか、子守唄を歌う母親の姿に似ている。

　しばらくのあいだ、ソラはじっとその絵を見つめていた。まだ朝もはじまらないその時間に、小さな少女はじっとその絵を――

　カーテンの向こうからは灰色の光が射して、常夜灯の光も溶けかけたように薄れはじめていた。ソラは起きあがると、ナツに借りた大きめのパジャマを引きずるようにして、少年の部屋に向かった。
　それから音のしないように扉を開け、イスのところにそっと座る。
　ナツはベッドの上で、まだ静かな夜の眠りにあった。
「――――」

　そうしてソラがぼんやりしていると、ナツはいつのまにか目を覚ましている。ソラのことに気づいても、この少年は驚きも怒りもしなかった。
「今、何時だ？」
　とナツは訊いた。

「――五時半」

「早いよ」

　苦笑して、ナツはまだ少し眠そうにあくびをする。そのあくびを噛み殺すようにして起きあがりながら、

「どうかしたのか？」

　と、ナツは訊いた。枕元の眼鏡をかける。
「これ、お前がくれたんだろう？」

　そう言って、ソラは小さな手に乗せたコンパスを示してみせた。
「――ああ」

　とナツは簡単にうなずいている。

「おかげで、怖い夢を見ずにすんだ。礼を言う」

「それはどういたしまして……」
　ナツはちょっと笑ってから、

「そういう魔法を使ったからな」

　と、種明かしをした。
「魔法？」

「ああ、そういう魔法が使えるんだよ、僕は。記号の意味を現実化するような魔法が。それは自分の居場所を示すコンパスに、魂を守ってくれる〝天使〟を描いた」

「そうか――」

　と、ソラは何かを考えるように手の中のコンパスを見つめていたが、

「ナツは優しい魔法が使えるんだな」

　真顔で、そんなことを言った。

　ナツはそれを聞くと、思わず吹きだしてしまっている。

「お前には似あわないな、そんなセリフ」

「何だそれは、せっかく人が誉めてやっているのに……！」

　頬を膨らませて、ソラは極めて遺憾の意を示した。

　ナツはその顔を見るとますます笑ってしまい、ソラはますます不満そうな顔をした。この少女にも、そんな子供っぽいところがあるらしい。

　――もうすぐ、一日がはじまろうとしている。

　例えそれが、どんな運命を予定しているにしろ、新しい一日が。
［二つめの予言］

　無言劇に興じる五人の道化師たち

　照明は白くならず、背景は黒くならず
　火のない煙にご用心
　鵞鳥が産んだ六つの花
１

　雨賀秀平は貸しビルの一室で窓枠に腰かけ、ぼんやりと外を眺めていた。
　開いた窓の外には、雑然とした裏通りの景色が広がっている。壁面にべったりと汚れをつけたビルや、あまり流行っているようには見えない飲食店。まだ昼までには間のある時間だったが、太陽はそんな光景とは裏腹にひどく明るく輝いていた。
　火のついていない煙草をくわえたまま、雨賀はそんな景色を見るともなく見つめている。
〝これ以上、悲しみを増やしたら、世界はもう耐えられない――そうは、思いませんか？〟

　そう、彼は言った。
　ずいぶん昔の話だ。その頃、雨賀はとても大切なものを失って、混乱している最中だった。世界の成りたちみたいなものが理解できず、自分が何をしているのかもよくわからなかった。すべてのことの意味がばらばらに分解し、物事が今でも問題なく継続していることに、戸惑いしか覚えなかった。
〝――完全世界を、取り戻したくはありませんか？〟

　彼は、にこやかに言った。

　とても自然に、とても簡単に。その言葉が何を意味しているのかを知りながら、そんなことはまるで問題にはならない、とでもいうふうに。

　雨賀はいろいろなことに混乱はしていたが、それでもその言葉が何を意味するのか、ということくらいは十分に理解することができた。

　それがどれだけ悪魔的なものか、ということくらいは――

　童話によくある、一種の取り引きみたいなものだったのかもしれない。願いを何でも叶えてくれる代わりに、死んだあとには魂を持っていかれる。すると人は、天国での救済は得られず、地獄の炎で永遠に焼かれ続けなければならない。
　彼の提案は、要するにそういうものだった。

　けれど――

　雨賀は結局、その取り引きに署名する。おそらくは、魂を代償に捧げて。雨賀は彼によってある男のもとへ連れていかれ、正式に契約を結ばされた。

　どうやら雨賀を誘った彼もまた、その男によって契約に隷従する一人だったらしい。ある意味では、その男が悪魔の親玉なのだった。
　そうして雨賀は〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(メンバー),結社)〟と呼ばれる組織に属し、完全世界を求めることを承諾した。結果として、元々探偵を生業としていた雨賀は〝結社〟の一員として様々な便益を得られることになった。そしてその代わりに雨賀は、男に対してあらゆる協力を約束することになる。今回のような依頼も、その一つだった。
　実のところ、その男が何者で何を企んでいるのかは、雨賀にはまるでわかっていない。完全世界を実現しようとしている、ということ以外は。

　しかし、それで十分だった。もしも神様がこの世界を救ってくれないのだとしたら、それが悪魔だったとしても、何の問題があるだろう？
（――魔法はそのためにこそある、か）

　雨賀はぼんやりとしたまま、最初に自分を〝結社〟へと誘いこんだ彼の言葉を思い出していた。

　その時、不意に扉の開く音がしている。
　雨賀が視線を動かすと、そこには烏堂の姿があった。相変わらずしゃれた格好をしていて、雨賀とは対照的だった。
　入口のところできょろきょろと室内の様子をうかがっていた烏堂は、
「エアコンくらい、つけたらどうなんです？」

　と、呆れるように言った。

「ああ、そうだな。暑いな」

　雨賀はけれど、ひどく気のない返事をしている。そんなことはどうでもいい、という感じだった。
　貸しビルの一室であるその部屋には、ほとんど何も置かれてはいない。本来なら事務所としてでも使えるのだろうが、今はただ表情を欠いた空間が茫漠と広がるばかりだった。寝具代わりらしいソファが取り残されたように一つあるほかは、パソコン一台、植物一鉢、置かれてはいない。倉庫として使える部屋が隣に付属していたが、そこも似たようなものだった。

「よくこんなところで暮らしてますね」
　烏堂は感心しているのか、馬鹿にしているのか、よくわからない口調で言う。

「寝る場所があれば、あとはどうとでもなるんだよ」

　窓枠に腰かけたまま、雨賀はそっけなく反論した。
「しかし、人間には健康で文化的な最低限度の生活を営む権利ってのがあるはずですよね？」
「それがこれだ」

　雨賀は無慈悲に断じた。

「どうせ余った物件をただで借りているだけだからな、これ以上どうこうするつもりはない……それより、無駄口はもういいだろう。そろそろ出かけるぞ、車の用意はできてるんだろうな？」
　そう言って、雨賀はくわえていた煙草を窓から放り投げた。火はついていないので、危険というほどのことはない。

「下にありますよ」

　烏堂はどこか諦めたような口調で言う。
　二人はエレベーターを使ってビルの一階まで降りると、玄関から外に出た。車は路上に停められている。雨賀が運転席に座ると、烏堂もドアを開けて助手席に乗りこんだ。
　雨賀がキーを差してエンジンをかけようとしていると、

「――僕としては、雨賀さんのやろうとしていることは大体理解しているつもりです」

　と烏堂はぽつりと、つぶやくように言った。
「……？」

　雨賀はいったん、キーをまわすのをやめる。車内はひどく暑かった。

「でも正直なところ、今一つぴんとこないんですよ。完全世界を実現するといったって、具体的にはどうするんですか？　それに、それが実現したからといって本当に何もかもうまくいくんですか？」
　雨賀は少しして、再び車のエンジンをかけながら、

「……お前にはたぶん、わからんだろうな」

　と、まるでそれが絶対的な事実であるかのように言った。

「まだそれを失ったことのないお前には、わからんだろう。それを失ったとき、世界がどうなるのか」

　何度かキーを回したとき、ようやくエンジンはかかっている。
「俺たちは完全世界を欲しているんじゃない。ただ、そうせざるをえないから、そうしているだけだ。俺たちにはただ、諦めるだけの理由が欠けているんだよ」

　雨賀はシフトバーを操作し、サイドブレーキを外して車を発進させた。暑熱にも不平を言わず、車は普段と同じように走りだす。
　しばらくのあいだ黙っていたが、

「……今日も、昨日と同じですか？」
　と、烏堂は訊いた。
「ああ、そうだ」

　雨賀は雑然とした街並みを通り抜けながら言う。

「魔法の揺らぎのあるところを探す。足どりが推測できん以上、今のところほかに有効な手段はない」

「また、この前みたいなことにならなけりゃいいんですけどね」

　烏堂はつい先日に公園で会った、奇妙な少年のことを思い出していた。おそらくあの少年によってポケットに滑りこまされたのであろう、コインのことも。
（何だったんだろうな、あれは）

　窓を開けて外の風を入れながら、烏堂はふとそんなことを考えていた。
　――もちろん二人とも、自分たちがあの少年とこれから何度も関わりあいになるのだとは思っていない。
　それは予言者でもない二人には、わかりようのないことだった。
２

　朝のニュースによると、今日も一日暑くなりそうだった。
　テレビ画面の向こうでは、気象予報士がにこやかな笑顔でそれを告げている。明日世界中が大洪水に見舞われるとしても、その笑顔は変わらないのかもしれなかった。
　ナツはリビングのソファに座って、ぼんやりとそれを眺めている。時刻はすでに、学校に行く時間を過ぎようとしていた。何だかそれは、奇妙な感じだった。知らないうちに、体の一部をどこかに忘れてきてしまったような気がする。
　けれど奇妙といえば、もっと奇妙なことがあった。

　ナツの座っているソファの隣には、ソラがちょこんと腰かけている。着るものがないせいで、ソラはまだナツのパジャマ姿という格好のままだった。

　確認したところによると、ソラはテレビというものを見たことがないらしく、興味津々といった様子でその映像を見つめていた。ナツにはテレビのない家というのがうまく想像できなかったが、実際にそうだというのだからそうなのだろう。

（けど……）

　ナツが奇妙だと思うのは、もちろんそんなことではない。

　奇妙なのは、そこに透村穹という少女が座っていて、しかもそれにまるで違和感というものが感じられないことだった。この少女はずっと昔からそこにいる、という自然さで存在していた。

　どこか、狐か狸に化かされているようでもある。

「何だかな……」

　ナツは首を大きく曲げて、天井を仰ぎ見た。自分でもよくわからない種類のため息が口からもれる。

「ナツ」

　その時、不意にソラが呼びかけてきた。ナツは首を戻して、ソラのほうを見る。
「何だ？」

「駅まで荷物を取りに行きたいんだが」

　それが癖なのか、ソラはどこかの大学教授みたいな口のききかたをした。

「荷物……？」

　よくわからないので聞いてみると、ソラは着替えやら細々とした日用品やらをバッグに詰めて持ってきたのだという。それは今、駅のコインロッカーに預けられているということだった。
「昨日のうちに持ってくればよかったのに」

　とナツが言うと、「まだ泊めてもらえるかどうか、わからなかった」とソラは答えた。もっとも話ではある。
「じゃあ、まずはその荷物を取りにいくか。大体の場所とかは覚えてるよな？」

「ああ、心配ない」

　二人でそんな話をしていると、台所のテーブルから桐子が声をかけてきた。

「あら、二人で駅まで行くの？」

「ソラの荷物を取りにね。服とか、そういうの」

「服くらい買ってあげるのに。というか、私がコーディネートしてあげたかったんだけど」

「はいはい」

　慣れているので、ナツは適当にあしらっておく。

「駅まで送ってあげたいところだけど、仕事があるからちょっと無理ね。バス代は置いておくから、あとはナツのほうでよろしく。荷物があると、自転車じゃ無理でしょ？」

「了解」

「ソラちゃんの服は、あんたが昔着てたので間にあわせられるかしらね……まあ、パジャマよりはましでしょ」

　言われて、ソラはぶかぶかのパジャマの袖を掲げてみる。

　桐子はいったん別の部屋に行って、プラスチック製の衣装ケースを持ってきて二人の前に置いた。中には、もう着れなくなったナツの古着が入れられている。

「じゃあ、そういうことだから、あとはよろしくねナツ」

　そう言って桐子が出かけてしまうと、家の中は急にがらんとした雰囲気になった。機械の中から、一番重要な部品が抜き取られてしまったみたいに。

　衣装ケースの蓋を開けると、二人はその中から適当な服を選びだした。どれも男の子用のものだが、とりあえず不都合ということはない。結局、ハーフパンツにＴシャツという格好に決まった。ナツは少し考えて、帽子をかぶせてやる。見ためとしては、悪くない。

「――それじゃ、行くか」

　準備が済むと、ナツはちょっと面倒くさそうに言った。

　ソラはその時にはすでに、玄関にいて靴を履きかえている。

「早く行くぞ、ナツ」

　と、この少女はひどく元気そうだった。
「やれやれ」

　ナツはため息をつくようにして、そのあとに従った。
　二人は近くのバス停まで歩いていくと、ベンチに座ってバスが来るのを待った。

　いつもなら会社員や学生が並んでいるそのバス停には、時刻が遅いのと夏休みのせいもあって誰もいない。あたりは変に静かで、車もほとんど通らなかった。二人の座っているベンチはちょうど日陰になっていたが、暑いことに変わりはない。

　ナツの隣で、ソラは相変わらず物珍しそうにあたりを眺めていた。この少女には、そんな当たり前の光景も、異国情緒あふれたものに見えているのかもしれない。
　ほどなくして、バスが停留所までやって来た。古時計みたいなぎこちなさで停車すると、接客態度が良いとはいえない乱雑さで後部のドアが開く。
　ナツが後ろの乗り口をあがって整理券を取ると、ソラもちょっと戸惑いながら同じことをした。入口近くの席に座ると、ソラもその隣に腰を落ちつける。

　ブザーが鳴って扉が閉まると、バスは律儀なくらいの緩慢さで発進した。冷房の効いた車内に、人の姿はほとんどない。
　窓の外で景色が流れはじめると、

「これは何だ？」

　と、ソラがさっきの整理券をナツのほうに向けている。

「整理券」

　ナツはそっけなく答える。

「わからん」

「つまり、それでどこから乗ったかわかるわけだ」ナツは説明してやった。「前の掲示板に料金が書いてあって、その整理券の番号のところの値段を払うんだよ」

　ソラは整理券と電光掲示板を交互に見比べていたが、しばらくして「なるほど」と感心したように言った。理解したらしい。

　そのあいだも、バスの外では風景が何の支障もなく通りすぎていった。まるで、水でも流れていくみたいに。
　ナツはそんな景色を眺めながら、

「――一つ、聞いてもいいか？」

　と、ふと思いついたようにして訊ねている。

　ソラはバスの中をきょろきょろと見まわしていたが、言われてナツのほうに顔を向けた。

「もしかしてお前、誰かに追われてるんじゃないのか……？」

　それは、何気ないセリフだった。言ったあとで、冗談だよ、と笑ってすませてしまえるような。

　けれど――

　ソラはそれを聞いて、黙ってしまっていた。

「……そうか」

　予想していたこととはいえ、ナツは反応に困った。ナツは別に、ソラのことを非難しているわけでも、迷惑に思っているわけでもない。それでも、そのことが意味するのは、冗談で片づけるわけにもいかないことだった。
「――どうして、そう思ったんだ？」

　ソラはしばらくして、そんなことを訊いた。嘘をつくにはこの少女は純粋で、たぶん――脆すぎるのだろう。不安のためか、ソラはかすかに身を小さく、固くしていた。

「前にそういう二人に会ったことがあるんだよ」

　ナツは何気ない口ぶりで、そのことを説明した。

「小学生くらいの女の子を探してるっていう二人組に。その二人は魔法使いらしくて、探しているのも魔法使いらしかった。おまけに、予言が関係しているって話だ。となれば、いかにも怪しげな女の子がいれば、もしかしたらとは思うだろうな。あくまで可能性の問題としては、だけど」
　ソラはじっと黙ったままそれを聞いていたが、やがて何かを決意するように口を開いた。

「たぶん、その二人が探しているのは私のことだと思う」

「……曖昧だな」

　ナツが言うと、ソラはちょっと困ったように首を振って、

「よくはわからない。でも、おそらくは間違いないはずだ」

「少なくとも、心当たりはあるわけだ？」

　訊くと、ソラはこくりとうなずいてみせる。

　その時、バスが停留所の一つでとまっている。一人だけ降りて、乗る人間はいない。バスは大儀そうに、またゆっくりと走りはじめた。
「あの予言は、時系列で並んでいるんだろう？」

　と、ナツは確認するように言った。

「そうだ」

「だとすると、あの予言に関わる魔法使いが五人いることになる」

　ソラは不思議そうな顔をした。

「――二つめの予言に、そう書いてある」

　とナツは説明した。

「〝無言劇に興じる五人の道化師たち〟――EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(パントマイム),無言劇)、つまり言葉を使わない、使えない、というわけだ。それは魔法使いのことを意味しているんだろう。それが、五人。〝照明は白くならず、背景は黒くならず〟――光が混じると白に、色が混じると黒になる。だからそうはならない、つまりしばらくは何も起きない、ということなのかもしれない。この辺は何とも言えないけどな」
　ナツは比較的、どうでもよさそうなものの言いかたをした。どんな時も、この少年はあまり深刻な態度をとろうとはしない。

　けれどソラとしては、そんなわけにはいかなかった。かすかにうつむいたまま、この少女は固いガラスに罅が入るような口調で言っている。
「……私のこと怒っているのか？」

　たぶんそれは、とても勇気のいる問いかけだった。いたずらをした子供が、自分から罪を告白するような、そんな。けれど、それを聞かずにすますには、透村穹という少女はあまりに純粋で、自分の心に対して正直すぎるのだろう。

　二人は視線を交わすこともないまま、ただ黙っていた。バスの車内放送が次の停留所を告げる。目的地までは、まだ少しあった。

「――いや」

　と、ナツは言った。

「？」

「別に怒ってないし、なじったりするつもりもない。ただちょっと、呆れてるだけだよ。何というか、運命みたいなものに」

「…………」

「僕としては、このままで構わない。追われていようがいまいが、今さら放りだすわけにもいかないしな。それにうちの親が何て言うか、わかったもんじゃない」

　ナツは心底うんざりしたような表情を浮かべて、ソラにはそれが少しおかしかった。ナツは、言葉を続けた。
「それにこれは、どうせ予言されたことなんだろう？　だったら、抵抗なんてしても無駄だよ。憐れな王様は結局、父親を殺してしまうんだ……まあ、夏休みのあいだの暇つぶしくらいにはなるかもな」

　そう言って、ナツはちょっとだけ笑ってみせる。冗談のように、ごく自然に。

「うん――」

　ソラはほんの少しだけうつむいたまま、

「――ありがとう、ナツ」

　と、うなずいている。

　ナツはその言葉を聞いているような、いないようなふりをした。

　終点の天橋駅に着くと、二人はバスを降りた。地面に足を着けると、何かの生き物みたいに暑さがまとわりついてくる。見あげると、青い空には誰かが念入りに磨きあげたらしい太陽が浮かんでいた。
　バスターミナルには人が多く、混雑していた。やって来たバスに、工場の生産ラインみたいにして人々がすいこまれていく。
　ナツとソラはターミナルをあとにすると、駅の入口に向かった。途中、駅にある大時計の前を通る。
　それは和風をコンセプトにした、黒と金を基調にデザインされた時計だった。文字盤には数字のほかに、十二支が並んでいる。干支の部分は季節によって、その間隔が変化する仕組みになっていた。不定時法に従って、昼と夜の長さを表しているのである。

　二人が時計を眺めると、その針はちょうど十二時のところで止まっていた。近くに注意書きがあって、「一部機能に問題が発生したため、只今一週間の予定で点検修理中です」と記されている。
「〝時計の螺子〟だ」

　と、不意にソラが言った。

「あ？」

　ナツが聞き返す。

「忘れたのか、一つめの予言だ。〝サンドリヨンの魔法が解けることはない〟――サンドリヨンはシンデレラのことだ。魔法が解けるのは、十二時。でもそれは今、止まっている」

「……なるほど」

　あらためて、ナツは時計を眺めてみた。よく見ると、針は十二時のぎりぎり手前で止まっているらしい。これなら舞踏会から慌てて逃げだすこともないだろう。
「確かに、予言通りらしいな」

　ナツが認めると、ソラは簡単にうなずいた。当然だ、と言いたいのかもしれない。
　駅の構内に入ると、空調のおかげで暑さはどこかへ行ってしまった。高い天井と広い空間には神殿のように柱が並んでいて、そのあいだを大勢の人が行き来している。

「荷物はどこにあるんだ？」
　ナツが訊くと、ソラは何か思い出すようにじっとしている。
「――確か、こっちだ」

　歩きだしたのは、駅とショッピングモールをつなぐ連絡通路のほうだった。その途中、通路の脇に蜂の巣みたいなコインロッカーが並んでいる。

　ソラはその前で足をとめると、ポケットから鍵を取りだした。同じ番号のロッカーに鍵を入れると、問題なく開く。少し大きめのバッグを、ソラはちょっと苦労して引っぱりだした。

「間違いないよな？」

　ナツは念のために訊いた。

「当たり前だ」

　言いながら、ソラは一応中身を確認している。

　バッグの中には主に衣類関係のものが詰めこまれていたが、中には年季の入った黄色いクマのぬいぐるみもあった。そういうところを見ると、異常に大人びたこの少女にも、ちゃんと子供らしいところがあるのだとわかって、ナツは何となくほっとしてしまう。
　その時――

　ふと視線を感じたような気がして、ナツは顔をあげた。
　あたりを見まわすと、駅のほうに向かうらしい人が、歩きながらこちらを眺めていた。スーツ姿をした、髪の短い二十代くらいの女性である。コインロッカーの前に子供が二人いるというのは、確かに注意を引く光景かもしれない。
　けれどナツは、それだけにしては妙な違和感を覚えていた。あの表情に含まれているのは、そんなことだけではないような――
　とはいえ、その違和感を確かめる前に女性は行ってしまっている。その女性はすぐ人ごみにまぎれて、ナツにはどうすることもできなかった。
（……気にしすぎかもな）

　ソラとあんなことを話したばかりだから、少し神経質になっているのかもしれない、とナツは思った。どう考えても、ただの通行人であるその女性に怪しいところなどなかったのだから。
　――当然な話ではあるけれど、それが予言に関わる魔法使い〝五人の道化師たち〟の一人なのだとは、ナツには気づきようもなかったのである。
３

（ん……？）

　駅のホームに向かいながら、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちがさきあさみ),千ヶ崎朝美)はふと通路脇のほうに視線を向けた。

　そこには子供が二人、コインロッカーの前で何かをしている。別に、どこがおかしいというわけではない。兄妹という感じでもないが、何となく仲が良さそうで、見ていると微笑ましいところがあった。

　けれど朝美が気になったのは、そんなことではない。かすかな違和感――それは決して言葉にはならない、世界の揺らぎに対するかすかな違和感だった。
　朝美は歩き続けながら、二人の子供をじっと見つめる。特に、そのうちの一方のほうを。

（あの子……）
　かすかな揺らぎを、そこからは感じることができた。蝶が羽ばたいたあとのような、ほんの微細なものではあったけれど。

（魔法――いや、違う）

　歩きながら、朝美は考えている。

　魔法だとしても、それはあの子が現に使用しているものではない。どちらかといえばそれは、魔法にかけられている、という感じだった。あの子を基点にした、何らかの魔法の――
　その時、子供のうちの一人、少年のほうがこちらを向いた。あまり長く見すぎたせいで、視線に気づいたのだろう。

　朝美は怪しくならないよう、急に視線を逸らしたりはせず、そのまま駅のホームへと歩いていった。少年はそのあいだ、歳のわりには油断のならない目つきでこちらの様子をうかがっている。
　二人から完全に見えなくなったあたりで、朝美は後ろを振り返ってみた。

　用事が終わったのか、子供たちはロッカーの前から離れていった。この距離では、さっき感じたような魔法の揺らぎを感知することはできない。それがどんな魔法なのかは、彼女には見当もつかなかった。

　気にはなったが、今のところはどうすることもできない。それに彼女には、ほかにやるべきことがあった。

　そう――

　結局のところ、それは彼女には関係のないことだった。何か問題があるならともかく、今のところは。

　少なくとも千ヶ崎朝美は、そう思っていた。そう思わない理由など、どこにもないはずだった。

　天橋市から東西にのびる七葉線、その東に向かった四つめの駅に夕凪町は位置していた。緑の山や田園風景の広がる、長閑な田舎町である。
　朝美はその駅で降りると、小さなロータリーでバスが来るのを待った。事前に調べるということをしていなかったので、本数の少ないそのバスに乗るには、あと一時間近く待たねばならない。

　彼女は薄く茶色に染めた髪をボブカットにした、理知的な感じの女性だった。ストライプの入ったスーツ姿という格好で、いかにも仕事ができそうな雰囲気がある。同時に、精度の高い部品で作られたクールな機械めいたところも。
　ほとんど人もいない寂れたその駅では、ぱりっとした身ごなしの朝美はひどく場違いな感じがした。けれど朝美自身は、そんなことは気にしていない。彼女の仕事では、訪れる場所は特に決まっていないのだ。
　小さな駅舎の中で、朝美は念のために持ってきた文庫本を開いた。ひどく暑かったが、彼女はそれをいちいち顔に出したりするような人間ではない。

　時計の針が一回り近くまわって、ようやくバスがやって来た。朝美はうんざりした様子も見せずに、そのバスに乗る。バスのほうは彼女よりずっとくたびれた感じで、苦労しながら走りはじめた。
　車内にはつまみが壊れたみたいに冷房が強くかかり、シートはスプリングの形がわかるくらいに古びていた。窓の外には密度の高そうな陽射しと、その下で光を反射する水田が広がっていた。蝉の声が、驚くほど近くから聞こえる。
　いくつか停留所を過ぎたところで、朝美はブザーを押した。バスを降りたのは彼女のほかに一人だけで、あとはもう誰も乗っていない。まるで世界の果てにでも向かうみたいに、そのバスは走り去っていった。

　歩きだして、やがて朝美は一軒の家の前に着いている。表札を確認すると、間違いないようだった。そこには「佐乃世」と、黒い墨で書かれている。

　すでに来るのを待っていたのだろう。朝美が声をかけると、家の主人は慌てた様子もなく、玄関先まで姿を見せていた。

　佐乃世来理――

　六十を少し越えた程度の、初老の女性である。顔にはそういう年齢の人だけができる、上品な笑みを浮かべていた。自然な色あいをした灰色の髪は、年月を経過した鉱物を思わせるような複雑な色あいをしている。夫にはすでに先立たれ、彼女はこの広い家に一人で暮らしていた。

「ようこそいらっしゃい。千ヶ崎朝美さん……よね？」

　と、来理は落ちついた声で言った。
「はい」
　そう言って、朝美は丁寧に頭を下げる。きちんと訓練された種類のお辞儀だった。

「本日は急にお伺いして申し訳ありませんでした、佐乃世さん」

「あら、そんなに堅苦しくなることはないのよ」

　と来理は心底歓迎するような口調で言う。

「どうせしがないおばあさんが一人でいるだけなのだから。それより、今日は遠いところをわざわざご苦労でしたね」
「いえ……」

　言いながら、朝美はさすがにあのバスの待ち時間を思って、それ以上うまく言葉を続けられなかった。

　来理はそんな朝美の様子をおかしそうに眺めていたが、

「――どうかしら朝美さん」

　と、急に話題を変えて言った。

「ちょっと、お茶でもいっしょにいかが？」

「いえ私は仕事でここまで来ましたから、どうかお構いなく」

　朝美は当然辞退したが、来理は笑顔を浮かべてやんわりとそれを無視している。

「こんなところにいると、遠くからお客さんが来てくれるのは嬉しいものよ。少しくらいおもてなしをさせてくれたって、罰は当たらないでしょう？」

「ですが――」

　朝美はそれでも断ろうとしたが、目の前の老女は百年もこの時を待っていたかのような笑顔を浮かべている。それを見ると、彼女はつい何も言えなくなってしまっていた。

「――はい、いただきます」

　結局、何だかよくわからないうちに朝美はうなずいてしまっている。

「それはよかったわ」

　来理はそれを聞くと、歳長けた魔女みたいに笑ってみせた。

　居間のガラス戸からは、家庭菜園風の小さな庭をのぞむことができた。今はその扉は開けられていて、気持ちのよい風が吹きこんでいる。部屋の空気は涼しくて、エアコンや扇風機をつける必要さえなかった。
「――どう、お口にはあうかしら？」

　お茶とお菓子を用意したテーブルを前に、来理は訊いた。

　朝美は口をつけていたカップを離し、ソーサーに置いた。鈴の鳴るような、澄んだ音が響く。そのせいでもないだろうが、お茶はひどく上品な味がした。
「ええ、美味しいです」

　本心から、朝美はそう言った。彼女には珍しく、口元に柔らかな表情を浮かべている。

「お菓子も召しあがって。どれも手製の拙いものだけど」
「いただきます」

　朝美は言って、クッキーに手をのばした。ちょっと不思議な味のするものだったが、おいしいことには変わりない。
　その様子を、来理はにっこりと微笑んで見つめていた。この人なら、こんなふうにおいしいものを作れても不思議ではない、という笑顔だった。

「何だか、魔法みたいですね」

　と、朝美はつい口がすべってしまったみたいに感想をもらした。

「ある意味では、そうかもしれないわね」
　来理はカップを両手で持って、つぶやくように言う。

「魔法とよく似た、人の〝知恵〟とでも言えばいいのかしら。言葉を使わないという意味では、それだって魔法のようなものなのだから」

「そうかもしれませんね」
　と朝美はうなずく。

「私には小学生の孫がいるのだけど、この子もなかなか知恵のある、頭のよい子なのよ」

　来理はにこにことしたまま、少し自慢するように言った。

「……そのお孫さんも、確か魔法使いだそうですね」

　朝美はちょっと間を置いてから訊いた。

「ええ――」

　来理は心持ち慎重にうなずく。それを見ながら、朝美は言った。

「例の噂については知っています。彼に禁忌の魔法が使われたということは。ですが、今回佐乃世さんをお訪ねしたのは、そのことに関してではありません」

「だとしたら」

　と、来理は少しとぼけるようにして言った。

「委員会の〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(エグゼクター),魔法執行者)〟であるあなたが、こんなところにまでやって来た理由というのは何なのかしら？」

　魔法委員会と執行者――

　かつての完全世界が失われ、魔法がその力のほとんどを失くしたとしても、それが世界の存在そのものを作り変えてしまう危険な力であることに変わりはなかった。魔法が作る揺らぎというのは、結局はそういうものなのである。蝶がその羽で起こす、かすかな風の揺らぎと同じで――

　だからそうした力を統御するために、何らかの組織が必要とされるのは当然なことだった。この世界を不完全ではあるにせよ、安定させておくためには。

　そうして作られたのが、〝魔法委員会〟だった。

　委員会の役割は、魔法使いの統制、魔法についての研究、魔術具の管理などである。歴とした国家組織だったが、もちろん一般にはその存在は知られていない。普通の人間には、魔法そのものを認識することができないからだ。

　そして〝魔法執行者〟とは、その委員会の手足となって働く人間たちのことだった。彼らは委員会の指示に従って、魔法に関する調査を行ったり、監視業務にあたったりすることになる。あるいは、何らかの事件や事故に対して処理を実行することも――

「私が今日ここに来たのは、〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(コンダクター),魔法管理者)〟である佐乃世さんにいくつかお聞きしたいことがあったからです」

　朝美は淡々とした口調で言った。

「それに、魔術具をいくつかお借りしたいとも思っています。おわかりただけるとは思いますが、これは委員会からの協力要請です」
「もう少しおしゃべりをしたいところだけど、そんなわけにもいかないでしょうね。委員会からのお達しとなると……」
　事務的な朝美の言葉に、来理は諦めたように首を振った。

　〝魔法管理者〟とは、委員会から魔術具の管理を委託された、第三者的な立場にある協力者のことだった。地域ごとに魔法使いの中から適当なものが選ばれ、その任務に就くことになる。彼らは執行者とは違って、委員会の直接傘下にあるわけではない。

　それから、少し時間が流れている。何かの準備が整うのを待つような、そんな時間だった。
「――委員会の存在は万能というわけではありません」

　少し間をとってから、朝美はひどくあらたまった調子で言った。
「人員的にも、資金的にも、潤沢なものとはいえません。正直に言えば、すべての魔法に関する事例に委員会が関与できるわけではありません。事件にならないものや、そうだとは認知されないものもあります。何しろそれは、魔法に関することですから」

「ええ……」

　来理は軽くうなずいた。その辺のことは、彼女もよく知っている。

「ですが、委員会ではこの地域で起こったことについて調査することにしました。今年の春先までに、天橋市で起こったいくつかの不審な動きについてです。私が命じられたのは、そのことに関する予備調査でした」
　朝美はそこで、少し言葉を切った。カードゲームで、札が配られるのを待つみたいに。

「ここで何が起こったのかは、私にもまだよくわかっていません。それはもう、終わってしまったことのようにも思えます。ですが私には、ここで起きたことは委員会として看過できることではないような気がしているのです」

　彼女はそう言うと、じっとうかがうように来理のことを見つめた。カードの裏に書かれた数字を読みとろうとするような、そんな視線だった。

「――怖いわね」
　と、来理はちょっと笑うようにしてその視線をいなした。

「何だか、心を見透かされる魔法でも使われているみたいで」

「魔法の使用はしていません。魔法使い同士では、それはあまり意味のあることではありませんから」
　朝美はにこりともしないまま、面白くもなさそうに言った。

　もちろん来理にも、それはわかっていた。魔法の揺らぎを感じれば、それに対処することは難しくない。だが執行者とは、魔法に関する訓練を受けたエキスパートでもあった。もしもそうした分野に関する勝負を挑まれれば、どうなるかはわかったものではない。
　そして執行者とは、それが許された存在でもあった。

「――残念だけど」

　来理は緊張を解くように、ちょっと首を振りながら言った。

「私は何も知らないわね。この場所を離れることはあまりないし、そうした動きについては特に何も感じていないわ」

　そんな来理に対して、

〝――佐乃世さんのお孫さんはどうですか？〟
　と、朝美はそんなことを訊こうとして、けれど何故だか口を噤んでしまっていた。

　それを目の前の老婦人に訊ねるのは、ひどく酷なことのような気がした。そこで何が行われ、何が失われたのかを考えれば。あるいはさっき口にしたお茶やお菓子、その笑顔のことを思い出してしまったせいかもしれない。

「……そうですか」

　朝美は内心のことはどうあれ、外面的には事務的な態度のままうなずいてみせた。心の片隅では、これは執行者失格かもしれない、と思いながら。
「ごめんなさいね、力になれなくて」

　と来理はあくまで穏やかに、そう言った。

「いえ、仕方ありません。そう簡単に手がかりが見つかるとは、私も思ってはいませんから」

「…………」

　その言葉に、来理は曖昧な笑顔を浮かべている。
　――もちろん来理は、朝美の言う「いくつかの不審な動き」について知っていた。ある人物を中心に起こった出来事だということを。
　彼は完全世界を取り戻すために魔法を利用し、彼女の孫である少年と対決さえしていた。少年の、その魂を狙って。
　けれど来理にはどうしても、その彼を憎むことはできなかった。彼を非難し、糾弾するような真似をする気には。

　何故ならかつて彼女もまた、同じことを願ったのだから。

　彼女の娘、宮藤未名が死んだとき……正確には、彼女が自分の命を犠牲にすることを決めたとき。
　この不完全世界を呪い――

　完全世界を求めたことが――

　だから来理には、この場で彼のことを話すことはできなかった。例えそれが、この世界に対する重大な背信行為に当たるとしても。

　二人はしばらくのあいだ、ただ黙っていた。時計の針が、無関心そうにかすかな音を立てている。
「――実のところ、今回のような件は天橋市だけで起こっているわけではありません」

　と、朝美は不意に言った。

「いくつかの地域で、同じような事例が報告されています。魔術具のやりとりや、組織的な背景を感じさせる魔法の使用についてです。それに従って、執行者も各地に派遣されています。これらのことは、私には同じ根を持ったことのように思えます。同一の集団による、共通の目的を持った一連の行為です。それがいつ頃から行われているのかはわかりません。かなり、古くからのことなのかも。ですが問題は、彼らが何を目指しているか、です」
　朝美はそこで、言葉を切った。雲で太陽が隠れたのか、さっと切り裂くように部屋の暗闇が濃くなっている。
「〝完全な魔法〟――」
　ぽつりと、つぶやくように朝美は言った。

「……え？」

　来理は一瞬、怪訝な顔をしている。

「特殊型の魔法は、ある時期を境に〝不完全な魔法〟へと変化します。かつて世界を変えるだけの可能性を持っていたものが、その可能性を失ってしまう」

「…………」

「完全な魔法が使えるのは、子供たちだけです。十五歳を境界とした、子供たちだけ。その時期を過ぎれば、魔法はもう不完全なものでしかなくなってしまいます。どんな魔法使いにも、その例外はありません」
　朝美はそこで、いったん口を閉ざした。太陽が現れたのか、またさっと光が入れかわっている。
「完全な魔法を失ったからといって、どうなるというわけではありません。この世界の不完全さを考えてみれば、どうとういうことは。それは悲しむことでも、嘆くようなことでもない」
　ただ、と朝美は言った。

「ただ人は、そうなってさえ完全世界を求めずにはいられません。それが魔法使いであるなら、なおのこと。かつての完全世界を知り、そこにあった力を今でも持つ人たちなら……私には最近、そのことが気になってしかたがないんです」
　千ヶ崎朝美はやや深刻な口調で、そう言った。

　まるでそれが、不吉な予言か何かであるかのように。

４
　数日が経過すると、ソラは久良野家での生活にすっかり慣れはじめていた。

　この少女は基本的な適応能力が高いうえに、いろいろなことを自分一人でこなす習慣を持っていた。過度の世話を人に要求することもないし、細々した家事の手伝いをてきぱきとこなすこともできる。
　それはこの少女の生い立ちに、関係があることのようだった。
　ナツは結局、詳しくは聞いていなかったが、ソラの今まで過ごしてきた生活というのは、主にそういうものだったらしい。両親も家族もいない、というのは決して誇張ではないようだった。
　そのわりには、この少女には日常生活の点ではどこにもおかしなところはなかった。むしろ好奇心が旺盛で、健康そうなやる気にあふれている。いつも目の奥を輝かせて、世界を不思議そうに眺めていた。
　まるで――

　この世界に、それだけの価値があるみたいに。

　ソラはそんなふうに、生まれたての小犬みたいな瞳で世界を眺めていたが、かといって何でもかんでも節操なく、というふうではなかった。どこかにきちんとした線引きのようなものがあって、その向こう側に行くことはない。

　それは好奇心の使いかたをよく知っている、という感じだった。

　どんなものにしろ、それはソラにとって世界の一部でしかない。だからソラという少女はその一部がどんなに面白くても、つまらなくても、できるだけ多くのものを見ようとしている。

　つまりそれは――

　世界のすべてをきちんと受けいれようとしている、ということだった。

　だからソラは、よく見て、よく聞いて、よく遊んで、よく考えて、よく眠って、よく目覚めて――日々を、よく生きようとしていた。まるで世界の手触りを、確かめるみたいに。

　例えそれが、どんな場所だったとしても――

　おそらくこの少女にとって、それはかけがえのないものだったのである。

「かつて、世界は完全だったんだ」

　と、ソラは見えない何かに囁くようにして言った。

「完全？」

　ナツはちょっとうさんくさげな顔で、ソラのことを見ている。

　二人がいるのは、マンションの屋上だった。そこには屋根のついた休憩スペースのようなものがあって、ベンチがいくつか置かれていた。川向こうで行われる花火大会なんかを、そこから見物することもできる。
　ナツとソラは何かの傷跡みたいに影のできたその屋根の下にいて、遠くの空や街並みを眺めていた。市街地のほうからは、車の音やかすかな喧騒の気配のようなものが伝わっている。
　空には白い入道雲が広がって、空気が粉々に砕け散るようなジェット機の音が聞こえていた。青空はあくまで晴れわたって、濃く青く、世界の上に浮かんでいた。
「完全てのは、どういうことなんだ？」

　ナツはベンチに座って、シャツの襟をぱたぱたやりながら訊いた。

「言葉通りだ」

　と、ソラは日陰の端に立って、遠くを見たまま答えた。この少女は、何故かあまり暑そうにしている様子はない。何か、こつのようなものがあるのだろうか。
「わからん」

　ナツは理解を放棄したような、投げやりな口調で言った。

「言葉通りの、完全な世界だ」

　ソラはようやく振り返って、もう一度言った。
「そこではすべてのものが完全だった。喜びも、悲しみも。そこでは何の間違いもなく、何の争いもなく、何一つ欠けたものはない――それが、完全世界だ」

「そんな世界、想像できない。想像できない世界なんてのは、ないのと同じだ」

「ナツは魔法が使えるんだろう？」
　と、ソラはまっすぐにナツのことを見ながら言った。

「だったら、わかるはずだ。それが完全世界にあった力なんだと。そしてそれを、お前も求めたことがあるはずだ」

　まるで鏡の中の自分を見るように深く、ソラはナツの瞳をのぞきこんだ。
　ナツは一瞬その目を見て、けれどどうしてだか目をあわせていられなくなる。真実の鏡をのぞきこんだ、醜い女王のように。
　完全世界について最初に質問したのは、ナツのほうだった。魔法使いとはいえ魔法には詳しくないナツは、そのことをソラに訊いてみたのである。

「――そういう魔法に関することは、誰に教わったんだ？」

　ナツは苦しまぎれのように、話題を変えた。

「祖父だ」

「いくつか聞いてもいいか？」

　とナツはちょっと難しそうな顔をして訊いた。

「何だ？」

「お前の両親のこと」

「……父親と母親は、まだ私が小さかった頃に亡くなった」

　ソラはそれが、何でもないことのように言った。
　いや――

　そんなふうに言ってしまうことができなければ、たぶん耐えられなかったのだろう。

「それからは、祖父といっしょに暮らしている。祖父は魔法使いだったんだ。ただ、両親はそうじゃなかったらしい」

「ふむ」

　ナツは曖昧にうなずいている。その祖父も、今はもういないというわけだった。この少女にはいったい、世界がどんなふうに見えているのだろう。

　そのままナツが何となく黙っていると、

「――お前の両親は、いい人だな」

　と、不意にソラはそんなことを言った。

　ナツはその言葉を聞いて、顔をしかめるような、戸惑うよな、呆れるような、それでいてそのどれでもないような表情を浮かべる。自分の身内を真顔で誉められるというのは、どうにも対処に困ることだった。

「どうかな」

　とナツは肩をすくめるように言う。
「――いい人だよ」

　ソラは夜が明けたばかりの窓に射す最初の光みたいな、そんな笑顔を浮かべている。そんなふうにしてこの少女に言われると、それが神様にでも保証された事実のように思えてくるから不思議だった。
　ちょっと黙ってからナツは、けれどやはり訊いてみた。

「もしも……」

　と、ナツはめったにないひどく真剣な表情をしている。

「もしも家族を、完全世界を取り戻せるとしたら――ソラはそれを、望むのか？」

　影の中で、ソラは黙っていた。

　そこにあるのは真昼の、ごく薄いヴェールのような日陰にすぎなかった。それなのに、ソラの表情は何故だかよくわからないでいる。
　世界がそっと、静まりかえったようだった。

　やがて、ソラは言った。

「私は愛されていたんだ」

「…………」

「それだけで、十分なくらい」

　ソラは透明に、その底にある感情が透けて見えるほど透明に、笑ってみせた。

　それは、とてもとても強く――

　とてもとても悲しく――

　まるで手の届かない青空を見あげるような、そんな笑顔だった。

　この少女はどうしようもなく、そんな笑顔を浮かべている。

「――どうして自分だけが残されてしまったんだろう、ってお前は思わないのか？」

　しばらくして、ナツは訊いていた。

　ソラは目をつむって、迷うことなく答えている。自分の胸の中にある、大切なものを見つめるみたいに――

「みんなが望んだから、私は生かされている。私が生きていれば、みんなの望みを叶えることができる。だから、大丈夫だ。私は一人で生きているわけじゃない」

「…………」

　ナツは黙ったまま、首を曲げて空を見あげた。

　そうしてちょっと背をのばすふりをして、空に向かって手をのばしてみる。

　けれど――

　やはりそこは空っぽなだけで、のばした手が何かに触れるようなことはなかった。
５

　久良野桐子がナツに向かって、
「あんたたち、どこか遊びに行ってきたら？」

　と言ったのは、ある朝のことだった。

　ナツはエアコンの効いたリビングで、ソラといっしょに夏休みの宿題を片づけていた。現状を考慮するとそれどころではない気もするのだが、その理由を担任に説明するよりは、大人しく宿題をすませてしまったほうが簡単には違いない。
「どこか？」

　ナツが面倒そうに訊きかえすと、

「これ、あげるから」

　と言って、桐子は五千円を提示した。小学生には、かなりの大金に違いない。

「お父さんが昨日、あんたたちにって」

　ナツの父親の久良野樹は、前日の夜に家を出ていた。学会だか研究発表だかで、用事があったからである。二日もすればまた帰ってくるが、樹にすれば家族サービスみたいなつもりだったのかもしれない。
「ふうん」

　と、ナツは少し考えていたが、

「じゃあ、あそこは。あの遊園地……確か、前に一度行ったことがあった」

「うん、まあいいんじゃない、あそこで。行きかたとかは、大丈夫よね？」
「たぶんわかるんじゃないかな。駅でバスを乗り換えるだけだし」
　二人の横で、ソラは今のやりとりを興味深そうに見守っていたが、
「――遊園地に行くのか？」

　と、露骨に興奮してみせた。
「ええ、そうよ」

　桐子が言うと、ソラは今時の子供にしては無邪気すぎるくらいの様子で目を輝かせている。
「よし今すぐ行くぞ、ナツ」

「その前にちょっと準備しないとね――」

　はしゃぐソラを抑えて、桐子は穏やかに指図した。
「服も着替えなくちゃならないし、ほかにも用意しなくちゃ。ナツは勝手にお願い。ソラちゃんは、私とこっちに来てね」

　二人が別の部屋に行ってしまうと、ナツのほうは自分の部屋に向かった。
　服を着替えて、少し考えてからいつものようにウエストバッグを着ける。念のために中身を確認し、いくつかの物を足した。
（まさかとは思うけどな……）

　と、ナツはあくまで用心のつもりでいる。

　それからリビングに戻ってしばらくすると、桐子に連れられたソラが姿を見せた。

「じゃーん」

　と、桐子はそんな効果音をつけている。ひどく嬉しそうだった。

　その横で、ソラはちょっと戸惑うような、困ったような表情をしている。体に大量の風船でもくっつけられたみたいに、落ちつかない様子だった。
　おそらくは桐子のコーディネートなのだろう。ソラはいつもより幾分、上等そうな格好をしていた。髪も、数日前に桐子に切られていて、全体に軽くまとまってすっきりしている。
　そのままの格好で世間に出しても、それなりに評価されそうではあった。
「――どう、可愛いでしょ？」

　と、桐子は息子にそっと耳打ちして意見を求めた。

「知らないよ、僕は」

　ナツはちょっと迷惑そうに、コメントを控えている。

「どうかしたのか？」
　そんな二人の様子を見て、ソラはかすかに首を傾げている。その姿は、何故かいつもより上品な感じがした。
「……何でもないよ」

　ナツはため息をつきながら、明言を避けた。それがどういう種類のため息なのか、自分でもわからないまま。

※
　その家は、ごく普通の住宅地の一画にあった。雨賀秀平はその前に車を停めると、烏堂を残して自分は外に降りている。時刻はまだ、蝉が本格的に鳴きはじめる前というところ。
　チャイムを鳴らすが、反応はない。雨賀はしばらく様子をうかがっていたが、玄関の横にまわって奥へと入っていった。不法侵入だが、家主とは知りあいだから見つかっても言い訳はできるだろう。
　塀と家のあいだの比較的広い道を通っていくと、敷地の裏手に出た。

　そこには、離れみたいな格好で独立した建物があった。ただその建物は、明らかに異質だった。何かの間違いみたいに、装飾性など一切無視して白い直方体の塊が配置されている。鉄と木材を無理やり熔かしあわせたような感じだった。
　雨賀はその建物に近づくと、正面にあったガラス戸から中をのぞきこんだ。予想したとおり、そこには家の主人がいて、何かの作業に没頭している。
　できるだけ邪魔にならないように、雨賀はガラス戸を叩いた。が、相手に気づく気配はない。しかたなく、やや強めにもう一度叩いた。

　今度は、中で気づいている。相手は手をとめて、ガラス戸の向こうをうかがった。いきなり訪問者がそこにいた、というわりには、まるで驚きも怯えもしていない。人間性に欠けた無反応さだった。
「――失礼するよ」

　雨賀は断ってから、ガラス戸を開けた。空調がかけられているわりに、中には不自然な熱気があった。おそらく、バーナーから噴きでる炎のせいだろう。コンクリートが露出しただけの室内は、外観と同じく装飾性というものに欠けていた。
「邪魔したか？」

　と雨賀が訊くと、その女性はサングラスを取って首を振った。バーナーの根元にあったバルブを操作すると、限定的な轟音を立てていた炎が消える。
　彼女の名前は、志条夕葵といった。

　三十代前半といったところの、ちょっと線の細い女性だった。整った顔立ちのわりには、無造作に切られた髪を含めて、どこか表情に乏しい感じがしている。全体に冷たい印象があったが、それは乾いた雪のように手からさらさらと滑り落ちてしまう種類の冷たさだった。そんな印象でさえ、持たれることを拒否しているかのように。
　室内には、何に使うのかよくわからない機械や工具類が置かれていた。作りかけのものらしい、妙な形の輪に似た物体も。部屋の隅には二本のボンベがあって、彼女の手元にあるバーナーと接続されている。理科の実験などで使うちゃちなものとは違って、いかにも強力で頑丈そうな代物だった。いわゆる、酸素バーナーというやつである。
　彼女がサングラスをしていたのは、炎の中で融けるガラスの容態を見極めるためだった。ガラスの造成方法のうち、バーナーワークと呼ばれるものである。彼女は、ガラス工芸作家だった。この建物は、彼女の工房なのである。
「仕事中だったのか。だとしたら、悪かったな」
　と、気を使う雨賀に対して、夕葵は首を振った。

「これは仕事というほどのものじゃないわね。あたしはキルン（電気炉）ワークが中心だから、一種の余暇のようなものよ」
　そう言う彼女の手元には、ガラスの花らしきものが一輪置かれていた。まだ未完成のようだが、余暇で作るというにはいささか精巧すぎる感じでもある。
「確か、展覧会をやってるんだったな」

　それを見ながら、世間話のような調子で雨賀は訊いた。
「ええ――」

「順調なのか？」

「興行者によれば、そうらしいわね」

「ずいぶん余裕なんだな」

「――あたしは物を作るだけよ。それがどう評価されようと、どんな値段をつけられようと、あたしの本質とは関係がない」
　夕葵はまるで表情も変えずに言った。

「クールにしてドライだな」
　と、誉めているのか茶化しているのか、雨賀は笑って言った。
　それからふと思い出したようにして、

「そういえば、あんたの娘はどこにいるんだ？　フユとかいう。呼び鈴には答えなかったみたいだが」

　と雨賀は訊いた。

「夏休みの宿題とかで出かけてるわ」

「なるほどね」

　子供は子供で、大変なようだった。

「――それより、何の用なのかしら？」

　と夕葵は無表情に訊いた。

「実は、借りたいものがあってな」

「……例の魔術具とかいうやつのこと？」

「ああ、このままじゃにっちもさっちもいかなくてな」

　――魔術具。

　それはもちろん、委員会の認めた〝魔法管理者〟にしか保管を許されないものだった。しかし、志条夕葵自身は魔法使いでもなければ、もちろん管理者でもない。

　彼女が魔術具の保管をしているのは、〝結社〟からの依頼によるものだった。そうした秘密の隠し場所を、彼らは組織していた。委員会に知られれば、もちろんただではすまないだろう。

　夕葵は立ちあがって、魔術具のある場所に雨賀を案内しようとした。が、

「……あなたたち、あの子のことは使わないのかしら。あの子の魔法は、今回のことには役立ちそうだけど？」

　ふと思いついた、という感じで夕葵は言った。

　雨賀はちょっと黙っていたが、

「子供を使うのは主義に反するんでな」

　と苦笑するように答えている。

「それに、俺みたいなむさ苦しいのにつきあわせるのも酷ってものだろう。俺には烏堂のやつで十分だよ。あいつの魔法もなかなか役に立つからな」

「――そう」
　会話は、そこで終わった。元々、二人は同じ〝結社〟の一員であるということ以外に、共通点は持っていない。
　そうして目的の魔術具を借りだすと、雨賀は彼女の家をあとにした。最後に見たガラス戸の向こうでは、夕葵は何事もなかったように作業を続けている。
　実のところ雨賀は、志条夕葵が何故〝結社〟に協力するのかは知らない。

　ただ――

　それはまた、彼女も完全世界を求めたということでもあった。

６
　バスの中にはわりあいと人出があって、席はほとんど埋まっていた。
　ナツとソラは後ろのほうのシートに、二人で座っている。ソラは窓の外を熱心に眺めていた。そうすれば少しでも早く目的地に着ける、というように。車内には似たような子供とその親たちが、何人か乗車していた。
　その隣でナツは、特に何をするでもなくぼんやりとシートに座っていた。
「ナツは――」

　と、不意にソラは口を開いている。

「遊園地に行ったことがあるのか？」

「あるよ、けっこう前だけどな」

「楽しかったか？」

「いや――」

　何故か渋面でも浮かべそうな様子で、ナツは言った。ソラは訊く。
「どうしてだ？」
「……意味がないから、かな」
　少しだけ考えて、ナツは答えた。
「どうせ同じところをぐるぐる回っているだけで、どこにも行かないし、何も変わらないんだ。そんなことに何の意味がある？」
「嫌いなのか、そういうのが？」

「好きでも嫌いでもない……んだろうな」
　言いながら、ナツは自分でも少し馬鹿らしかった。

「別に何を感じるわけでもないんだ。ただ、どう楽しんでいいのかわからないだけなんだよ。ルールのわからないゲームみたいに。どうしてこんなものがあるんだろう、としか思わない」

「変なやつだ」

　ソラはもっともなことを言った。

「――お前は、行ったことあるのか？」

　面倒くさそうにナツが訊くと、

「ある」

　と、ソラはひどく短く答えた。遠くで聞こえる、かすかな物音に耳を澄ますみたいに。
「へえ、どうだった？」

　ナツは儀礼的に質問した。

「あまり覚えてないが、両親といっしょだった。ずっと小さいときのことだ。私は二人に手を引かれて、歩いてたんだ。はじめは何だか、怖かった。いつもとは全然違う場所だったし、遊園地というのがどういう場所なのかもわかってなかった」

「…………」

「でもしばらくしたら、私はそこが好きになっていた。夢の一部を取りだしたみたいなものだと思ったんだ。それだったら、どう楽しめばいいのかわかっていた。世界にはそんな場所もあるんだ、と思った。いくつも違うものが、世界には含まれてる。良いことも悪いことも、世界はたくさんのものでできている」
　そっと表情を和ませて、

「――そう、思ったんだ」
　ソラはそう言って、何か大切なものでもあるかのように窓の外に視線をやった。そんな何でもない風景も、遊園地の一部であるのかのように。

「…………」

　同じように、ナツもそんな風景を眺めてみる。

　それは少しだけ、さっきまでとは違っているように見えた。

　遊園地『ポラリスランド』は地方によくある、玩具のような遊園地だった。
　たいして目を引くようなアトラクションもなければ、独創的なコンセプトをしているわけでもない。誰かが何かの思いつきで作って、その思いつきが今も続いている、という感じだった。時間の流れに従いも逆らいもせずに、同じ場所で昨日と今日を送っている。
　バス停で降りて、二人は敷地の塀にそって歩いていった。やがて入口にたどり着くと、入場門の前には天球儀を模したオブジェが飾られている。中心点から二十三・四度傾いた先にあるのが〝ポラリス〟――北極星だった。

　宇宙船の形をした入場門をくぐると、中はそれなりの人出で賑わっていた。近隣の住民がやって来るのだろう。親子連れの姿が多かった。

「早く行こう、ナツ」

　と、ソラはひどくはしゃいだ様子でナツの手を引っぱっている。
　それを押しとどめながら、ナツはとりあえず園内のパンフレットを取り、乗物券を購入した。母親に追加で資金をもらっているので、交通費や食費を含めても十分にお釣りは出る。
「それじゃ、行くか」

　ナツが言うと、ソラは一目散に走っていった。どうやら、すでに乗り物の品定めは終わっていたらしい。

「まずはこれに乗るぞ」

　と指さしたのは、定番のコーヒーカップだった。柵の向こうでは、巨大なコーヒーカップが複雑な回転軌道を描きながら回っている。奇妙な乗り物だった。
　しばらくしてそれが停まると、降りる人と入れ違いになって二人はカップに座った。ほどなくして床全体が回りはじめると、その中の小さな床も回る。そしてカップ自体も、くるくる回った。
「――ははは、すごいな、ナツ」

　何がすごいのかはわからなかったが、ナツは真ん中のテーブルを持ってカップを回した。回転速度があがると、ソラはますます笑う。それがおかしくて、ナツもつい笑ってしまった。

　コーヒーカップを手はじめに、二人は遊園地のアトラクションをいくつかまわった。ボール投げや、空中ブランコや、メリーゴーランド――
　ナツにとってそれは、やはり意味のないものだった。それらは結局、同じところに戻ってくるだけのものだった。何かを得るわけでも、どこかに到達するわけでもない。何の意味も持たないもの。
　けれどソラは、一瞬の夢にしかすぎないようなそんなもののことを、心の底から楽しんでいるようだった。

　たぶん、この少女は知っているのだろう。

　それが壊れやすい、けれどしっかり守られた夢だということを――

　だからソラは、そんな一瞬の夢を楽しむことができる。彼女は戻るべき場所を、知っているから。その夢が、戻るべきその場所のために作られたものだと知っているから。

　この少女にとって、世界は不完全であっても、どれだけ悲しくて辛い場所だったとしても――愛しいものなのかもしれない。

（もしかしたら……）

　とナツはそんな少女のことを見ながら、思っていた。

　もしかしたら世界は、本当にそんな場所なのかもしれない。

　一瞬の夢みたいにすべては輝いていて――

　この少女のように、すべてのものは愛しいのかもしれない――

　例え世界が、不完全だったとしても。

「……どうかしたのか？」

　歩いている途中で、ソラはふとそんなナツに気づいたように声をかけた。

「いや、何でもない」

　もちろんナツは、ついさっきまで考えていたことなど口にせず、そう言ってごまかしている。

　昼の時間が迫ってきたので、屋台でホットドッグを買って食べた。そうして昼食を終えてしまうと、二人はしばらく休憩していた。夏の陽射しはかすかな音を立てて地上に注ぎ、時々思い出したように風が吹いては消える。

「次はどれにするんだ？」

　と、ナツはちょっと疲れた声で訊いた。歩いてばかりいたので、少し足が痛い。

　けれどソラはひどく元気そうな様子で、

「あれがいい」

　と遠くのほうを指さした。

　ナツがその方向を見ると、そこには何かを採掘するための特殊な機械みたいなものがあった。巨大なホイールに、いくつもの籠がぶらさがっている。その単純な形状には、奇妙な威容感のようなものがあった。
　観覧車はひどくゆっくりと、古びた運命みたいに回っている。
※
　烏堂有也の魔法〈暗号関数〉は、〝ある行為による効果を、指定した条件下で発動させる〟というものだった。

　それは簡単に言うと、目覚まし時計のようなものだった。ベルという〝効果〟を、時間という〝指定した条件下〟で作動させることができる。ただしこの魔法の場合は、効果も条件も任意に選択することが可能だった。

　その烏堂は今、駅前で奇妙な杖のようなものを持って歩いている。
　杖と表現するには、それはやや特殊な形状をしていた。棒状の部分には象嵌で複雑な模様が刻まれ、上部には十字に交差した丸い輪があって、その中に鐘のようなものが吊り下げられている。ぱっと見には、何かの楽器というふうに見えなくもなかった。ただし、音を鳴らすための部品は見あたらない。
　烏堂は駅前の人ごみの中で、その杖を使って地面を叩いていた。目を閉じて、意識を集中させている。近くを通りかかる人々が、一様に奇異の視線を投げかけていた。

（――間抜けた図だ）

　と、雨賀は傍らでそれを見ながら思っていた。もっとも、間抜けですめばそれでいいが、下手をすれば不審者扱いされかねない。

　そのあいだも、烏堂は真剣な面持ちで同じ作業を続けていた。

　奇妙なその杖で地面が突かれるたび、世界にはかすかな揺らぎが生じていた。普通の人間には見ることも感じることもできないが、世界をわずかに作り変えてしまうような揺らぎが。
　〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(トレーサー),探索魔法)〟と、それは呼ばれるものだった。この魔法は、〝存在の痕跡〟を調べることができる。それによって一日くらいのあいだでなら、どんな人間がその場所にいたかを特定することが可能だった。
　ただし、〝存在の痕跡〟といってもそれは非常に曖昧なもので、せいぜいがその人物の影か足跡のようなものに過ぎない。しかも不特定多数の人間が存在する場所では、当然その識別は困難を極めた。目的の足跡が残っていたとしても、その上を踏み荒らされていれば元も子もない。
　けれどそこに、烏堂有也の〈暗号関数〉が加われば話は別だった。
　烏堂の指定した条件に従って必要な痕跡だけをふるいにかければ、目的の人物の存在証明を行うことができる。そこに痕跡さえ残っていれば、どれだけ複雑に錯綜していたとしても問題はない。どんな難解な数式であっても、正しい解に導くことができるように――
「どうだ、見つかりそうか？」

　雨賀は怪しい儀式を行っているようにも見える烏堂に、そう声をかけた。

「……いえ」

　地面を叩きながら、烏堂は答える。

　二人は駅の改札付近からはじめて、バスターミナルのほうまでやって来ていた。幸い、そのあいだに駅員に通報されるような事態は起こっていない。〝探索魔法〟に〈暗号関数〉を併用しながら、烏堂は捜索を続けていく。

　――と、停留所の近くで、烏堂は足をとめた。

　そうして何度か確認するように、杖を突いている。

　烏堂はゆっくり目を開いて、それから雨賀のほうを見た。ようやく証明のための突破口を見つけた、というふうに。
「ありましたよ、雨賀さん」

「本当か？」

　雨賀は意外そうに言った。苦肉の策だったが、意外なことに運命には見捨てられていなかったらしい。

「間違いないです。少なくとも今日中に、彼女はここにいたようです」

「よし――」

　と雨賀は一瞬で頭を切りかえた。これでようやく、〝お姫様〟を発見できるかもしれない。

「場所からいって、バスを利用したんだろう。経路を確認したら、車で追うぞ。経由地を一つ一つ調べていかなきゃならん」

「わかりました」

　烏堂はこくりとうなずいている。

　けれど――

（どうも、一人じゃないみたいな気がするんだけどな）
　ということは、雨賀には言わなかった。ただの偶然なのかどうか、判別しきれなかったからである。

（しかしこの感じ、どこかで覚えがあるような……？）

　烏堂は駐車場に向かって歩きだした雨賀のあとを追いながら、小さく首をひねっていた。もちろん、それが以前に公園で出会ったあの奇妙な少年のものだとは、烏堂は気づいていない。

　故障中の貼り紙をされて止まったままの大時計は、ちょうど現在時刻とほぼ同じ時間を表示していた。
７
　観覧車はゆっくりと、まるで時間の流れそのものが遅くなったかのような速度で空へのぼっていく。目をつむると、重力のかすかな変化まで感じとれそうなスピードだった。
　ナツとソラは向かいあわせに座って、窓の外を眺めていた。徐々に視界が開けて、世界は小さく大きくなっていった。遠くのほうに見える水平線は、二つの違う種類の青を別々にしている。
　上空に近づくにつれ、窓からは強い風が吹きこんでいた。風にはかすかな湿り気があって、雨の匂いがしている。白い入道雲が、巨大な山城みたいにすぐ近くにあった。雨が降るのかもしれない。
　ナツはぼんやりとそんな風景を眺めながら、時々向かい側のソラを観察した。この少女は嬉しそうに、いつもとは違う世界の景色に見入っていた。

　二人の乗ったゴンドラは、空の頂上に近づきつつある。

「もしも――」

　と、ナツは不意に口を開いた。何の前触れもなく、ふと風が吹いてくるように自然に。だからナツは一瞬、自分が何を言おうとしているのかわからなかった。

「……？」

　ソラが、そんなナツを不思議そうに眺めている。

「――いや」

　ナツは再び、窓の外に顔を向けながら言った。
「何でもない――揺れると少し怖いなって、思っただけだ」
　ソラは黙ったまま、そんなナツを見ていた。が、やがてまた窓の外に視線を移している。そのあいだも観覧車は、密度の固い岩盤を掘削するみたいに、少しずつ上昇を続けていた。
　もちろんその頃には、ナツは自分が何を言おうとしたのか理解している。理解して、けれどそれを訊きなおす気にはなれないでいた。

「もしも――」

　と、ナツは訊こうとしたのだ。

「もしも自分が半分になってしまったら――それでも、世界を愛することはできるんだろうか？」

　ナツはそう、訊こうとしたのだ。
　でもそれは、意味のない質問だった。本当に何の意味もない、真空中で言葉を伝えようとするような質問だった。
　やがてゴンドラは空を一周して、元の場所に戻ろうとしている。世界は以前の姿を取り戻し、重力は同じ強さで人々をとらえていた。

　けれどそこには、観覧車の上で見たあの小さく大きな世界も含まれていた。世界は時々、そんなふうに少しだけ姿を変えた。目覚める前に見る夢のように、それは一瞬ではあったけれど――

※
　その少し前、『ポラリスランド』には二人の男が姿を現していた。
　三十過ぎくらいの男と、まだ若い青年である。遊園地には不似あいな二人組だったが、二人は特にそれを気にした様子もなく園内に足を踏みいれている。

　火のついていない煙草を口にくわえた男が、もう一人のほうに訊いた。

「ここで間違いないのか？」

　青年は奇妙な杖を持って目をつむっていたが、

「ええ、ここです。間違いないですね」

　と、目を開けてうなずく。

「……しかし、何でこんなところにいるんだ？」

　自分たちのほうこそよほどそうであるという事実を棚上げにして、男はつぶやいた。

「どうも一人じゃないみたいですよ。ずっと気になってはいたんですけど、ここまで同じような気配がいっしょにいますから」
「ふむ？」

　男はちょっと顔をしかめたが、

「まあ何にせよ、これでようやく〝お姫様〟とご対面できるわけだ」

　肩の荷が下りたといった感じで言うと、歩きだしている。

　――遠くのほうに見える、観覧車に向かって。

※
　観覧車から降りると、二人は噴水の近くにあった休憩所のようなところに座った。日除けのためのパラソルが並んで、その下にテーブルとイスが用意されている。涼しげな水音が響くほかには、人の気配はどこにもない。
　ナツはすぐそこで買ったジュースを飲みながら、向こうのほうに見える観覧車を眺めていた。何となく、そこに落し物でもしてきたような気分だった。特殊な工作機械みたいな巨大なホイールは、相変わらず空をわずかに削りとって地上に移動させ続けていた。
　その時、ナツは特に油断していたというわけではない。

　もちろん四六時中、神経を尖らせて警戒していたとはいえない。けれどナツは、ソラが追われる身だということを忘れたわけではなかったし、常に意識の一部はそのことに当てていた。あの二人組のことも、頭のどこかにはきちんと残していたのである。

　それでも――

「おやおや、こんな場所で優雅にお寛ぎとはな」

　その男――雨賀秀平が声をかけてくるまで、ナツはその二人がすぐそこまでやって来ているのに気づかなかった。

（――！）
　内心の驚きを押しつぶすように処理しつつ、ナツはすばやく周囲の状況を確認した。

　ナツのすぐ隣の席には、雨賀がにやにやと笑いながら座っていた。けれどいつからそこにいたのか、ナツにはどうしても思い出せないでいる。

　そして向かいの席に座っているソラの背後には、若い男――確か、烏堂とかいう――が立っていた。手には、奇妙な杖を持っている。ソラは身動きもとれないまま、じっとしていた。

「そう思うのなら」
　と、ナツはできるだけ冷静に見えるように言った。

「邪魔しないのが、礼儀ってものじゃないですか？」

「そりゃ悪かったな」

　雨賀はおどけたように、肩をすくめている。

　周囲に、人はいない。ここで無理に助けを呼ぶと、この二人がどういう反応を見せるかは不明だった。あまり想像したくないことだけは確かである。

（いや、それよりどうしてこんな近くに来るまで気づかなかったんだ）

　ナツは落ちついて、考えている。それがわからないと、どっちにせよ同じことの繰り返しだった。

「何で気づかなかったんだろう、って顔をしてるな」

　雨賀はそんなナツの心を読んだかのように笑っている。
「〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(インビジブル),潜行魔法)〟――そういうものがある。要するに人に気づかれにくくする魔法だ。忍者みたいなものだよ。ただし、透明になるってわけじゃない。あくまで人の注意が向かないようにするだけだ」

　煙草を一本くわえているが、何故かそれには火がつけられていない。

「まあ、この手の魔法は魔法使い同士だとあまり意味がないことが多いんだがな。魔法の揺らぎそのものは隠しようがないんだから。しかしお前はほとんどその手の訓練を受けたことがないから、気づかなかったんだろう」
　ナツは黙ったまま、雨賀の様子をじっとうかがっている。

「さてと――」

　言いながら、雨賀は首に巻いていたわっかのようなものを外し、烏堂からも同じものを受けとった。どうやらそれが、〝潜行魔法〟の魔術具らしい。

　地面に置いてあったボストンバッグにそれをしまうと、雨賀は烏堂から奇妙な杖のようなものも受けとって、同じようにバッグに放りこんだ。杖は明らかにバッグに収まりきらないだけの長さを持っていたが、何の問題もなくその中に吸いこまれている。
　雨賀はそれだけのことをすませてしまうと、火のついていない煙草を指に挟んで、あらためて言った。

「ここまで説明してやったんだから、そっちのほうもいくつか質問に答えてくれるよな」

「……嫌だと言ったら？」

「まず、お前は何者だ」

　雨賀はナツの発言を頭から無視して言った。

「この娘とお前には、何の関係がある？　何故、お前たちはいっしょにいるんだ？」

「……こちらからも質問していいですか？」

「やめておいたほうがいい、とだけ言っておこう」

　ナツの迂遠なセリフに対して、雨賀はぴしゃりと言った。

「でしょうね」

　ナツはため息をつくように、どう説明すべきか考えた。が、うまい説明など思いつきそうもない。

「――〈運命遊戯〉」
　と、ナツは言った。

「ん……？」

「予言されたことらしいですよ、これは」

「……なるほどな」

　思いあたる節があるらしく、雨賀は簡単にうなずいている。

「その予言が書かれたはずの紙は、今持ってるのか？」

　ナツは首を振った。あの紙はソラが保管しているはずだったが、どちらにせよ手元にはない。魔法の揺らぎを検知すれば、それはこの二人にもすぐにわかるはずだった。案の定、「だろうな――」と雨賀は嘆息するように肩をすくめている。

「まったく、厄介な魔法だ。だが、まあいい。透村穹の身柄は確保したからな。予言のことはあとまわしだ」
　そう言うと、雨賀は口にくわえていただけの煙草を側溝に投げ捨てた。

「悪いが、予定は変更だ。お二人にはこれから、俺たちといっしょに来てもらおう。かぼちゃの馬車は用意してないがな……まあ、もう一人はおまけみたいなものだが、万一委員会の連中に見つかりでもしたら面倒なことになる」

「…………」
「ああ、そうだ」

　雨賀はことのついでだ、というふうにナツのほうを見た。

「確かまだ、名前を聞いてなかったな」

「――久良野奈津」

「そうか、ナツくんね」

　言いながら、雨賀はもちろん自分のほうから名乗るつもりはないようだった。

　それから雨賀が席を立ちあがると、ソラも烏堂に拘束されたまま立ちあがった。この少女に、抵抗する素振りはない。観念しているというよりそれは、もう少し違うもののような感じがした。二人はそのまま、遊園地の出口に向かって歩いていく。
　ナツも仕方なく、そのあとに従った。監視しやすいように、雨賀は最後尾に連なる。どうにも、逃げられそうにない。

　いつのまにか、遠くからは雷の音が聞こえて、あたりには静かな行進みたいに雨の気配が現れはじめていた。天気予報では一日中、快晴のはずではあったけれど。
「――一雨来そうだな」

　烏堂有也が途中で空を見あげ、独り言のようにつぶやいた。
［三つめの予言］
　開かない扉、閉じない密室

　兎の穴はいつまでも続く

　角のないユニコーンとライオンの争い
　運命は影の中で眠る
１

　晴れた空からは、大粒の雨が音を立てて降りそそいでいた。陽光に照らされて、雨滴は銀の糸のように輝いている。雲の断片がそのまま落下してきたような、にわか雨だった。
「……ひどい降りかたですね」

　烏堂はフロントガラスのほうに身を乗りだして、空を見あげながら言った。ワイパーはボールを投げられた犬みたいに、喜び勇んで仕事に励んでいる。
「夏の通り雨だ。すぐにやむさ」

　その横で車の運転をしながら、雨賀は面白くもなさそうに言った。

　信号が赤になって、車が停止した。幹線道路を走る車は、どれもタイヤから派手に水飛沫をあげている。
　車の後部座席には、ナツとソラの二人が座っていた。

　遊園地で捕まって以来、ソラはほとんど身動きもせずにじっとしていた。膝の上でじっと握り拳を固めたその格好は、バランス悪く積みあげられた石みたいにも見える。ちょっと触れただけで、簡単に崩れてしまいそうだった。

　その隣でナツは、窓の外や車内の様子をさりげなく観察していた。この少年は表面的には大人しくしていたが、それほど素直に従うつもりはない。

　とはいえ、さしあたって有効な逃走手段は見つかりそうになかった。自分だけならともかく、ソラをいっしょに逃がさなくてはならない。そのソラは、いつもと違ってひどく従順な態度を示していた。今のところは、このまま状況の推移を待つしかない。

　窓の外に見える標識や街の景色からいって、どうやら車は市の中心部のほうに戻っているようだった。

　信号が変わって再び走りはじめた車の中で、雨賀は言った。

「しかし、意外だったな」

　それが自分に向けられた言葉だと気づくのに、ナツは少しだけ時間がかかっている。

「――何が？」

　礼儀正しいとはいえない口調で、ナツは訊きかえした。

「〝お姫様〟のことだよ」

　雨賀はバックミラー越しに後部座席のほうをうかがいながら、言った。ソラは同じ姿勢のまま、身動き一つしていない。

「小学生の女の子が、いったいどうやって知らない町で生活しているのかと思っていたが、まさか赤の他人の家で寝泊りしてたとはな。おまけに仲よく遊園地にお出かけとは」

「…………」

「〈運命遊戯〉のこともあるんだろうが、しかし奇特なやつもいたもんだ。しかもそいつと俺たちは顔見知りっていうんだから、これはもうできすぎている」

「僕たちをどうする気なんです？」
　と、ナツはできるだけ慎重に言葉を挟んだ。が、
「お前のほうはどうでもいい」
　雨賀はぴしゃりとはねつける。

「俺たちに用があるのは、透村穹だけだ。勘違いしてもらっちゃ困るが、お前はただのおまけだ。そもそも、お前はここにいるほうがおかしいんだよ。この件に関して、お前はまったくの無関係なんだからな。つまりお前の運命は、ここで正しく途切れるわけだ」

「…………」

「まあ心配しなくても手荒なことはしない。取って食うわけでも、身代金を要求しようってわけでもない。むしろ俺たちには、その子を保護する目的もあるんだからな」
「あんたたちは――」

「ん？」

「あんたたちは、いったい何なんだ？」

　ナツはかすかに苛立つようにして言った。確かに、ナツがここにいるのはただの偶然みたいなものにすぎない。このことに関して、ナツはどんな関係性も持たなかった。けれど今は――

「ソラをどうする気なんだ。何の目的があって、あんたたちはこんなことをする」

　自分でも気づかないうちに、ナツはわずかに語気を強めていた。

　そんな様子をバックミラーで一瞥してから、

「――俺たちが知りたいのは、その子の祖父、透村EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みさお),操)のことだ」

　と、雨賀は言った。

「祖父……？」

「ああ、だがその透村操は最近死んじまってな」

　言いながら、雨賀は軽く肩をすくめるような動作をしてみせた。
「透村操はあることを調べていた。そいつは九分九厘てとこまでは調べ終わってたんだが、肝心の最後の部分がわかっていない。だが俺たちは、どうしてもその最後の部分を知らなくちゃならなくてな」

「…………」

「老人は死んじまったが、その唯一の係累である孫娘は残っている。もしかしたら、そいつが何か知っているかもしれない――というわけで、俺が派遣されたわけだ。ところが、家を訪ねてみると誰もいない。もぬけの殻だ。どうも、俺みたいのが来るのを見越して逃げだしちまったらしい。それは同時に、そいつは何かを知っている、ということだ。そしてそれを、俺たちに教える気はないらしい、ということでもある」

　バックミラー越しに、雨賀はちらりとソラの様子をうかがった。今の話を聞いていたのか、いないのか、この少女は何の反応もしない。

「……まあ、そういうわけだ」

　と雨賀は車の運転に意識を戻しながら言った。

「これでわかっただろう。お前は無関係なんだ。用が済んだら、いつでも家に帰してやるよ。元の日常に戻る、お前にとってはそれだけのことさ」

　ナツはそれに対しては何も答えず、ただ視線を窓の外に向けていた。

　夏の夕立は世界を雨音で壊そうとでもするかのように、激しく降り続いている。

　にわか雨が終わると、何事もなかったように青空が姿を見せた。雨の気配は急速に薄れ、あたりはいつもと同じ景色に戻りつつある。出番を失ったワイパーは、しょんぼりとした様子で大人しく定位置へと引きさがった。

　車はナツの思ったとおり、市街地へと向かっていた。次第に交通量が増えはじめ、町の喧騒が濃くなっていく。

「事故みたいですね」

　と、幹線道路から外れる直前、烏堂は言った。

　スリップしたらしく、対向車線でトラックが一台横転している。荷台のロックが外れたのか、そこから積荷が飛びだしていた。布団か何かに使う、羽毛のようである。それは季節外れの雪そっくりの格好で、あたりを覆っていた。

　市街地の道路に入ると、車はしばらくして細い道へと入った。何度か角を曲がると、やがてうらぶれた路地にあるビルの前で停車する。

「降りろ」

　と、雨賀は二人に向かって言った。

　言われて、ナツはドアを開けて大人しく外に出る。反対から、ソラも同じように降車した。雨賀がナツの、烏堂がソラの腕をとると、四人は正面にあったビルの玄関に向かった。ビルの谷間で影になっていたが、あたりにはむっとするような雨のにおいが漂っていた。

　玄関の自動ドアのところまで来ると、
「――烏堂」

　と言って、雨賀が何故か立ちどまっている。烏堂はうなずいて、携帯を取りだした。何か操作するが、特に変化はない。それだけで、携帯もさっさと戻してしまっている。

　けれどそのそばで、ナツはかすかな魔法の揺らぎを感じていた。遠くでドアが閉じる音のような、注意してようやく気づく程度の気配である。

（魔法――でも、何でだ？）

　ナツは考えてみるが、わかるはずもなかった。烏堂有也にどんな魔法が使えるのか、ナツには見当もつかないのだから。

　四人は雨賀を先頭にして、ビルの中へと入った。階段の脇にあるエレベーターに乗って、五階のフロアに向かう。そのあいだ、ほかの人間に出くわすようなことはなかった。
　品のいい音を立ててエレベーターの扉が開くと、四人は廊下に移った。そして一番奥にあった部屋に向かうと、鍵を使ってそのドアを開ける。
　室内には何の設備も装飾もなく、ただがらんとした景色が広がるだけだった。ソファらしきものと毛布が置いてあるほかには、剥きだしの空白が露出している。その光景は現実感を欠いていて、窓から射す光もどことなく作り物めいて見えた。

「とりあえず、お前たちにはここでしばらく待っていてもらおう」
　と雨賀は言って、二人を部屋の奥にある扉のところへ連れていった。開くと、中は小さな倉庫のような造りになっている。

「それほど時間はかからないと思うから心配はするな。二、三時間もすれば迎えの連中がやって来るだろう。そうすれば、すべてが終わる」

　その隣では、烏堂がビルの入口でやったのと同じことをしていた。似たようなかすかな揺らぎを、ナツは感じる。

「――一つ聞いてもいいですか？」

　扉が閉められる前に、ナツは雨賀に向かって質問した。

「何だ？」

「どうやって僕たちを見つけたのか、教えて欲しいんですけど」

　雨賀はふっと、少しだけ愉快そうに笑った。

「教えると思うか？」

　ナツは無言のまま、肩をすくめてみせる。

　そのまま扉は閉められて、鍵をかける音がこれみよがしに響いた。二人の足音が遠ざかると、地下深くの牢獄にでも閉じこめられたような、そんな沈黙があたりを覆っている。

２
　倉庫の中は外の部屋と同じく空っぽで、面積的にはそれなりの広さがあった。ただし窓も何もないせいでひどく圧迫感があり、見ためよりも窮屈である。気の利かなそうな光が、壁や天井で乱雑に反射していた。空調が機能しているらしく、幸いなことに暑さはそれほどでもない。
（――開かない、か）
　ナツはドアノブをがちゃがちゃ回してみるが、当然開くことはなかった。それにこのドアを開けたところで、向こうにいる二人に見つかるのだから意味はない。けれどそのドア以外に、この部屋から出入りできる場所はなかった。要するに、密室というやつである。
　そうやってナツが部屋の状態を調べていると、
「すまない――」

　と、ソラはつぶやくように言った。

　その言葉を聞きながら、ナツは部屋を調べるふりを続ける。ソラはドアの横にある壁にもたれながら、少しうつむいたままで言った。

「ナツを巻きこむようなつもりはなかったんだ。自分が追われていることも、私といるとお前が厄介な目に遭うこともわかっていた。それでもナツに迷惑をかけるつもりはなかったんだ」

　この少女はひどく無機質に、何の感情もこめずにそんな言葉を口にしている。まるでそうしなければ、もう一言もしゃべれなくなってしまうかのように。
「予言のこともあるから、大丈夫かもしれないと思っていた。きっと、みんなうまくいくだろう、と。でも、それはだめだったみたいだ。運命はそれほど私たちに優しくない」

　ソラはそれから、彼女が言うべき言葉を口にした。

　それは自分で自分をまた、一人ぼっちにしてしまうということでもあったけれど――
「だから、もういいんだ。もうこれでおしまいだ。私とお前は元々、何の関係もない。これ以上、お前が面倒に巻きこまれることはないんだ。これ以上は、もうどうしようもない――」

　そう言うと、ソラは暗い海の底にでも沈んでいくように口を閉ざした。

　ナツはもう動きをとめていたが、
「あいつらの言ってた、〝知っている〟ことって何なんだ？　そんなに大事なことなのか？」

　と、訊いてみた。

「――悪いが、それは誰にも言えない。祖父との約束なんだ。誰にも教えちゃいけない、秘密だって」

「それをあいつらに言って、解放してもらうってわけにはいかないのか？」

　ソラは無言で、首を振った。

「なるほど、ね」

　ナツは部屋の右手にある壁を叩いたり、触ったりしながらうなずいている。そこには冷やりとした、固いコンクリートの壁があるだけだった。
「……八方塞だな。あいつらに秘密を教えるわけにはいかないし、誰かに助けを求めるわけにもいかない。魔法のことなんて説明できないし、そもそも僕たちはここから出られない」
「ナツ、私はもう……」

　そんなナツに向かって、ソラは首を振ろうとした。が、
「この世界に意味なんてない、そう思ってたんだ」

　と、ナツは急に、そんなことをしゃべりはじめた。
「……？」

「そんなふうに思う必要がないのはわかってた。でも、僕にはどうしようもないことだった。僕は半分だった。比喩とか、レトリックとか、そういうんじゃない。実際に、僕は今も半分なんだよ」

　ナツは壁のほうに顔を向けたまま、淡々と続けた。ソラはただ黙って、それを聞いている。

「生まれるときの話だ。本当は、僕はもう一人いたんだ。双子だったんだよ。でも妊娠の仕方にちょっと問題があって、もう一人は生まれてこなかった」

「…………」

「ずっと、思ってたんだ。どうして僕だけが、生まれてきたんだろう、って。どうしてもう一人の僕は、生まれてこなかったんだろう。誰がそれを、選んだんだろう。僕の運命の半分は、もう死んでいた。僕にとって、世界は最初から損なわれていたんだ。それはどうしたって変えられないし、回復のしようもない」
　ナツは少しだけうんざりしたように言って、そうしてソラのほうを見た。この少女は透明な、真実だけを映す鏡みたいな瞳でナツのことを見ている。ナツは、言った。

「けど、それは違うんだ。ソラを見てて、そう思ったんだよ。意味はある。たぶん、意味はあるんだって。例え、この世界が不完全だったとしても……それが、もう少しでわかる気がするんだ」
「でも、私は――」

　ソラは何かを強く噛みしめるような顔をした。

「これ以上、お前に迷惑をかけるわけにはいかない。私は――」

　言おうとしたところで、ナツは軽く人さし指でソラの額を弾いている。ぺしっ、と間の抜けた音がした。

「何をする」

　ソラは額を押さえて、嫌な顔をした。

「いいんだよ、そんなの。迷惑とか、そんなふうに思ったことなんてないんだから。第一、予言はまだ続いているんだ。僕は無関係じゃない」
　そう言って、ナツは解説をはじめた。

「〝火のない煙〟ってのは、あの男の煙草か、〝潜行魔法〟のことだろう。もしくは両方。次の〝鵞鳥が産んだ六つの花〟は、あの事故のことだ。ここに来る途中、あっただろう？　羽毛が飛び散ってたやつ。〝六つの花〟は、六花、雪のことだ。羽毛といえば、〝鵞鳥〟のものだろうし」
「でも――」

　ソラが、それでも何かを言おうとすると、

「お前が答えるべきことは、二つしかないんだよ」

　と、ナツはちょっと笑って言った。

「僕といっしょにここから逃げだすか、そうでないか」
「…………」

「ソラは、どうしたい？　僕といっしょに運命を続ける気はあるのか」

　しばらく黙っていたが、

「――うん」

　と、やがてソラは精一杯にうなずいている。手の甲で、ほんの少し目を拭って。

「でも、どうするんだ？　出ていくといったって、ここからは脱けだせない。その扉を開けたって、あの二人がいるだけだぞ」

　いつもの調子に戻って、ソラは訊いた。

「大丈夫だよ」

　言いながら、ナツはウエストバッグから一本の白いチョークを取りだしている。

「試したことはないけど、できると思うんだ。〝開かない扉と、閉じない密室〟――その予言に従えば、な」
※
「……ええ、捕まえました。大丈夫です、手荒なことはしていません……今は例のビルです。烏堂のやつもいっしょにいます……二時間後に引きとりに来る？　……ええ、わかりました……了解です。では、失礼します――」

　雨賀は携帯端末の通話を切ると、それをポケットにしまった。傍目にはわかりにくいが、それは一般には出まわっていない種類の機械だった。
「どう言ってるんですか、雇い主のほうは？」

　少ししてから、烏堂は訊いた。

「予定通りだ」

　雨賀は面白くもなさそうな顔をしている。

「別の、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かみさか),神坂)っていうやつが迎えにくる。そいつがくれば、俺たちの仕事はおしまいだ。お前もご苦労だったな」
「いえいえ」

　烏堂はちょっと笑っている。

「僕はただの手伝いですからね。雨賀さんとは違います。それに十分な報酬は受けとってますし、アルバイトとしては割りのいい部類ですよ」

「まあ、そうだな。俺としてはお前の魔法が使いやすくて助かってるよ。お前の師匠にも礼を言っといてくれ」

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さぎたに),鷺谷)さんは、言葉だけだと喜ばないと思いますけど――」

　烏堂はそれから、ふと気になった、というふうに言った。
「しかし、妙な話ですね。クラノナツ、でしたっけ？　あの子供は結局、何だったんですか。あれも〈運命遊戯〉の魔法が関係してるんですか？」
「ああ、あの魔法はな――」

　と雨賀が口を開こうとしたとき、いきなり烏堂の携帯が鳴りだしている。
　コールは何故か、一回だけだった。

「……まさか！」

　烏堂は信じられない、という顔で自分の携帯を確認した。同時に、二人はフロアの奥、ナツとソラを閉じこめた部屋のほうに向かっている。

「鍵はかかっているな」

　ドアノブを回しながら、雨賀は言った。鍵を取りだして、扉を開ける。

　そこには、どこにもつながっていない空間があるだけだった。今開けた扉のほかには、窓も、隠し扉などというものもない。
　けれど――

　その部屋には、誰もいなかった。
「どうなってるんだ、これは？」
　雨賀はやや呆然としたように言った。一つしかない扉には鍵がかかっていて、おまけにその向こうには自分たち二人がいたのだ。

「……密室、ってやつですかね」

　その後ろからのぞきこみながら、烏堂は途方に暮れたような顔をする。

　雨賀は信じられないという気持ちで部屋の中を探索した。狭い室内に余計なスペースなど存在しない。魔法で隠れた、というわけでもないだろう。
「ん、いや――待てよ」
　不意に何かに気づいたように、雨賀は壁のほうに視線を向けた。

「……何だ、これは？」

　その壁面には、白いチョークで〝扉〟の絵とおぼしきものが描かれていた。

３

　そこはナツの予想したとおり、隣のフロアだった。廊下で確認したのと、入口にあった看板に表示されていたかぎりでは、利用はされていないはずである。実際、そこには元の部屋と同じように、がらんとした空間が広がるばかりだった。

　後ろで、今くぐってきた扉が勝手に閉まっている。それは完全に閉じると、すっかり元の壁に戻っていた。
　壁に〝扉〟の絵を描いたのは、もちろんナツである。ナツの魔法は、記号とそれを付与する対象との相性によっては発動しないこともあるが、今回は成功例になったようだった。もしも壁がもう少しぶ厚かったら、どうなっていたかはわからない。
（うまくいったけど、少し疲れるな……）
　ナツはちょっと息をつきながら思った。
「大丈夫か？」

　とソラがそんなナツを心配そうに見つめる。

「……ああ、大丈夫だ。それよりここから早く出よう。たぶんあの烏堂ってほうが、何か魔法を使ってるはずだ。嫌な予感がする」

　二人は廊下に出ると、周囲を確認した。隣の部屋からは、まだ雨賀と烏堂の二人が出てくる気配はない。
「どうするんだ？」

　ソラが訊くと、ナツは少し考えて、

「屋上に行こう」
　と、言った。ソラはそれを聞いて、怪訝な顔をする。
「でもそんなところに行ったって、このビルからは出られないぞ？」

「玄関では魔法を使われたみたいだから、そっちに向かうと危険な可能性がある」
　ナツはしごく冷静な声で言った。

「大丈夫、屋上から逃げだせるはずだ。僕に考えがある」

「だといいがな」

　あまり期待はしないように、ソラは言った。どちらにせよ、こんなところでぐずぐずしている暇はない。
　階段を昇って、二人は屋上に向かった。幸い、最上階にあった扉に鍵はかかっておらず、簡単に外へ出ることができた。

　屋上にはプールみたいに光がいっぱいで、二人は一瞬目をしばたいた。すぐに目が慣れると、あたりの様子をうかがう。床はコンクリートが剥きだしで、特におかしなところはなかった。周囲には同じようなビルがいくつも並んで、少しだけ空に近い風が吹いていた。
　ソラがふと振り返ってみると、ナツは屋上の扉のところで何かをしている。
「何をしてるんだ？」

　不思議そうに訊ねると、

「〝錠〟を描いてる」

　と、ナツは言った。言葉通り、ドアノブのすぐ下にマジックで鍵穴の絵が描かれていた。
「これで、この扉は開けられなくなった。効果そのものはあまりもたないだろうけど、少しは時間稼ぎになるはずだ」
「けど、これからどうするんだ？」
　ソラはちょっと困った顔をして言った。結局のところ、これではさっきの密室とあまり変わりがない。空を飛んでいけるというなら話は別だが――

「考えがあるって、言ったろ。さっきの〝扉〟と違って、こっちは試したことがあるから大丈夫なはずだ」

　言いながら、ナツはウエストバッグから何かを取りだしている。
　それは、手のひらくらいの大きさになったドーナツ状のものだった。透明な粘着材が幾層にも巻かれた、いわゆるセロハンテープというやつである。どこにでもありそうな、市販のごく一般的なものだった。

　そのセロハンテープの内側に、ナツは何かを描きこんでいる――
※
　隣の部屋を雨賀がのぞきこんでみると、そこにはすでに誰もいなかった。〝扉〟が描かれたその向こう側とおぼしき壁のところにも、特に変わった様子は見られない。
　烏堂がその後ろから、雨賀の荷物であるボストンバッグを持ってついて来た。

「いませんね」

　現在の状況を、烏堂は端的に表現した。

「ああ、しかし何なんだ、こいつは……」

　雨賀はかすかに、舌打ちしている。あの〝扉〟が魔法であるのは間違いない。しかし、こんな魔法が――

「どこに行ったんですかね、あの二人」

　室内を見渡しながら、烏堂は言った。何もないその空間に、人のいるような気配はない。

「玄関に向かったわけでもなさそうですし」

　念のために携帯を確認しながら、烏堂はつぶやいた。
　もしも二人がビルの玄関付近に向かった場合は、携帯の電話が鳴るように魔法を仕掛けてあった。

　それはもちろん、烏堂の〈暗号関数〉である。

　〝電話をかける〟という行為を、〝二人が一階入口に近づいたとき〟という条件で魔法化してあった。部屋から二人がいなくなったのに気づいたのも、同じ理由である。あの場所から二人がいなくなったとき、という条件で魔法をかけてあった。

「とすると、ビル内のどこかに隠れてるんでしょうか？」

　と、烏堂は妥当な意見を口にした。

「いや、あの生意気なガキがかくれんぼをするつもりがあるとは思えんな」
　雨賀はあっさりと否定する。

「けど、ほかにこのビルから出られる場所なんてありませんよ。飛び降りようっていうんなら、別ですけど」
「――そうか、屋上か」

「え？」

　烏堂は思わず、きょとんとしている。が、雨賀ははっきりと言った。

「ありえない話じゃない。やつの魔法がどんなものかはよくわからんが、脱出経路に利用される可能性はある」
「本気ですか？」

　けれど雨賀は、戸惑う烏堂を残して廊下のほうに向かった。階段を使って、屋上まで駆けあがる。烏堂は荷物を持って、慌ててそのあとに続いた。

　最上階までやってくると、雨賀はその扉を開けようとした――が、開かない。

「……？」

　鍵は、かかっていないはずだった。かなり乱暴に押したり引いたりしてみるが、ドアは融通の利かない門番みたいにうんともすんとも言わない。
「まさか――」

　雨賀はポケットから〝感知魔法〟のペンダントを取りだして、扉の前でかざした。そこからは、かすかな魔法の揺らぎが感じられる。

「くそっ、魔法で開かないようにしてある」

　ナツが魔法で作った〝錠〟である以上、それは同じくナツが魔法で作った〝鍵〟でしか開かないのである。

　とはいえ、その魔法の揺らぎは次第に弱まりつつあるようだった。あと数分もしないうちに、この扉は開けられるようになるだろう。

（ここまでやるとはな……）

　雨賀は苦々しい思いを抱きつつ、魔法の効果が消滅するのを待った。まったくの無関係だったあの少年に、こうまでされるとは思っていなかった。これもやはり、〈運命遊戯〉の――

　ほどなく、扉が開いた。そのあいだに、烏堂が後ろから追いついている。二人は急いで屋上に足を踏みだした。
　けれど、そこには誰もいない。ビルの屋上には陽光がはびこるようにあふれていたが、人の姿はどこにもない。どこかに隠れている、といった気配もない。
「いないみたいですね」

　烏堂は言った。けれど〝錠〟が外側から描かれていた以上、二人は間違いなくこの場所にやって来たはずだった。

　二人は慎重にあたりの様子をうかがう。雨賀はふと、屋上の手すりに何か巻きつけられていることに気づいた。

（何だ――？）

　近づくと、それはどうやらセロハンテープのようである。テープはそのまま、地面の近くまで続いていた。

「どうやら、逃げられたらしいな」

　と、雨賀はつぶやくように言った。

　烏堂がそばまでやって来て、同じようにテープの行方を追う。烏堂はちょっと信じられないという顔をしていた。

「こいつを伝って下まで降りたっていうんですか？　いったいどんな魔法を使ったっていうんです、あの子供は」
「それを考えるのはあとでいい」

　雨賀は何故か、ひどく冷静に言った。どういうわけか、この男はもう落ちついてしまったらしい。かといって、追跡を諦めたというわけではなかった。

「〈暗号関数〉の条件はクリアされてるな？」

　と、雨賀は訊いた。

「――ええ、それは大丈夫です」

　少し戸惑いながらも、烏堂は答える。

「なら、やることは一つだ」

　雨賀は烏堂の運んできた荷物から、市街地図とペイント用のスプレーを引っぱりだした。

「あの二人を追って、捕まえる――」
４
「よっ――と」

　ナツはビルとビルのあいだの隙間みたいな小道に、そっと足を下ろした。セロハンテープはほとんど長さがぎりぎりで、すっかりのびきっている。

「着いたぞ」
　背中にしがみついたままのソラに向かって、ナツは声をかけた。ソラは腕をしっかりナツの首にまわし、ぴったりと体を張りつけている。

「もう、大丈夫なのか――？」

　いくらか裏返ったような声で、ソラは言う。

「――ああ」

　ぎゅっと閉じられていた瞳を、ソラは恐る恐る開いた。それからぎこちない動作で、地面に足を着ける。よほど怖かったらしく、その足元はふわふわとおぼつかないようにも見えた。
　あの時、屋上でナツがしたことは、テープの内側に〝鎖〟を描きこむことだった。それで強度を確保して手すりに巻きつけ、ロープ代わりにしたのである。テープの芯をベルトに通して支持し、ソラは背中に負う形にした。
　とはいえ、ビルを降りる時間分だけ魔法を維持するのは、かなりの消耗だった。部屋からの脱出以来、立て続けに魔法を使っているのだから、なおさらである。おまけにソラを抱えたまま、ラペリングよろしくビルの壁面を降下していかなければならなかったので、体力も消費していた。

　魔法と肉体の疲労――

　けれど、こんなところでのんびり休憩している余裕はなかった。

　二人がその場を離れると、ちょうど誰かの影が屋上のところにのぞいている。おそらく、雨賀だろう。テープのことに気づいたように、ビルの谷間をうかがっている。二人の脱出に気づかれた、と考えてよさそうだった。
「ナツ――」

　と、ソラは相談のためにナツのほうを振りむいた。ナツはちょっと思案するようにうつむいている。
「――問題は、あの連中がどうして僕たちのことを見つけられたか、ってことなんだよな」

　とナツは独り言をつぶやくように言った。

「あの時、遊園地にあの二人がやって来たのは偶然じゃない。どうにかして、僕たちの居場所を知ったんだ。あれはやっぱり、魔法だろうな――けど、どんな魔法なのか」

　そう言って、ナツはソラのほうを見た。

「何か、そういう魔法のことについて知らないか？」

　けれどソラは、力なく首を振っている。
「すまないが、心あたりはない」

　半ば予想通りとはいえ、ナツは難しい顔をした。
「――とすると、確かめるしかないわけだ。そうじゃないと、また同じことの繰り返しになる」

「そんなことできるのか……？」

　疑義のありそうなソラに向かって、ナツはとりあえず言った。

「わからない。けど、今はここを離れるのが先決だな。できれば人通りの多いところに。そうすれば、簡単には手出しできないだろう」
　ソラはうなずいて、二人は走りだした。相手は自動車ということもあるので、できるだけ細くてこみいった道を選ぶ。わざと駐車場を横切ったり、公園を突っ切ったりもした。
（あの二人にはソラの居場所がわかる――それは確かだ。現在位置がわかるのか、足跡みたいなものを追ってきてるのか、それははっきりしないけど）
　駆けながら、ナツは周囲への警戒は怠らない。あまり楽しくないとはいえ、形だけ見れば鬼ごっこそのものと言ってよかった。

（でも、その探索機能には何か問題があるはずだ。でなけりゃ、こんなに時間がかかるはずがない。精度が低いのか、条件が難しいのか、やりかたそのものに欠陥があるのか）
　しかしいくら考えても、埒が明きそうになかった。最悪の場合、わざと追いつかせてその方法を探る、といったことをしなくてはならないかもしれない。
　走りながら、ナツはなおも思考を巡らす。心臓が不平を訴えはじめていた。親切に聞いてやりたいところだったが、そんな余裕はない。
（それにうまく姿を暗ませたとしても、ソラは狙われ続けるだろう。あいつらはたぶん、諦めない。諦めるような理由でソラを追ってるわけじゃない。だとしたら、いつまで逃げればいい？　今回は逃げきったとしても、その次は？　そのまた次は？　そうなったら、僕は……）

　振り返ると、ソラが少し遅れて歩いていた。疲れてしまったのだろう。

（……そうなったら僕は、ソラを守れるんだろうか？）

　ナツは立ちどまって、ソラが追いつくのを待った。
　車で連れてこられたときの曖昧な記憶によれば、大通りはもう近くのはずである。そこまで逃げれば、おそらく無理に追ってはこないだろう。だがそれでは、問題が解決しないのも事実だった。
　ナツは近くにある四辻の、見通しのいい場所で待機することにした。ここからなら、遠くのほうまで警戒することができる。少なくとも、相手の姿が見えたらすぐに逃げだせる程度には。
「少し休憩しよう」

　と、ナツは言った。ソラは荒っぽく呼吸をしながら、うなずいている。
　そうして塀と電柱の陰になるようにしてナツが身を潜めると、不意にその手を何かにつかまれていた。

「――？」

　見ると、ソラがその手をぎゅっとつかんでいる。うつむいたまま、苦しそうにしながら、それでも。
　何かにすがるように、何かをたぐりよせるように。
　その手はとても小さくて、柔らかくて、ひどく弱々しい感じがした。

　つい忘れてしまいがちだが、この少女はちっぽけで、未熟で、一人ぼっちの存在だった。誰かが――
　たぶん誰かが、守ってやらなくてはいけないくらい。
　ナツは自然とその手を握りかえしていた。余計な言葉は口にせず、ただ黙って。
　そのまま、しばらく時間が経過した。雨で空がきれいになったのか、太陽の陽射しは何割か強くなっているようだった。夏の時間はまだ長く、風は午睡でもしているように動きをとめている。
　――それから、たいした時間は過ぎていない。

　ナツは主に、道の二方向を注視していた。もしもあの二人が追ってくるなら、こちらの方角からのはずである。足跡のようなものをつけてくるのなら、位置的にいってそうなるはずだった。
　けれど――
「いいかげん、逃げるのは諦めたほうがいいな」

　後ろから、そんな声がかかった。

　その人物――烏堂有也は、大通りのほうに向かう道から姿を現していた。明らかに、二人の行き先についての見当をつけている。
　烏堂は遊園地で見かけた、あの奇妙な杖を持っていない。そして先回りするように現れたそのことからしても、どうやら別の方法で二人の居場所を探りあてたようだった。
「〈暗号関数〉の条件は満たされている」

　と、烏堂は静かに言った。チェックメイトのかかった相手に、声をかけるみたいに。

「君たち二人がどこにいても、僕たちにはその居場所を知ることができる。もう諦めたほうがいい。たぶん、君はよくやったと思うよ、ナツ君。でも結局、それは無駄だったんだ」

　ナツがふと気づくと、ソラは両手でナツの手を握っていた。とても強く、しっかりと。

「…………」

　ナツはすばやく、背後を確認した。姿を見せたのは烏堂だけで、もう一人の雨賀のほうはいない。どこかに潜んでいるのかもしれなかった。

「――それから今度は、もう少し高めのチップにして欲しいね」

　不意にそう言うと、烏堂はポケットから〝耳〟の描かれた白いコインを取りだしていた。カジノでは、主に一番安い賭け金にあてられる色である。魔法の揺らぎに気づけば、見つけるのは容易だったろう。
「君のユニークな魔法には興味があるけど、残念ながらこのまま逃がしてあげるというわけにはいかない」

「……悪いですけど」

　と、近づいてくる烏堂に向かって、ナツは言った。

「何があったって、僕も諦めるつもりはないんですよ。例えそれが、運命で決められたことだったとしてもね」

　言いながら、ナツはウエストバッグから何かを取りだしていた。

　それは、いわゆるスーパーボールというやつである。合成ゴムに加硫して弾性を持たせた、球形の塊。

（何のつもりだ？）

　烏堂にも、それは見えていた。けれど、それでどうするつもりなのか。まさかそんなものを投げたくらいで、足どめになるとでも思っているのだろうか。

　と、烏堂がそう思っていると、ナツはそのボールをいくつか握ったまま手を振りあげ、地面に叩きつけていた。
　普通なら、もちろんボールは地面にぶつかって跳ねかえるだろう。思いきりやれば、十数メートルくらいは飛ぶかもしれない。けれどその時、ナツがボールを地面に叩きつけて起こった現象は、そんなものではなかった。

　破裂音、そして――

　煙幕があたりを覆っていた。

「何だ、これは――」
　烏堂は軽く咳きこみながら、手で煙を払おうとした。が、もちろんうまくはいかない。折から風がとまっているせいで、煙はなかなか晴れることはなかった。
　そのまま烏堂がげほげほ言ってどうにもできないでいると、煙が薄れたのか、魔法の効果が切れたのか、視界が次第に開けはじめている。

　当然の話ではあるけれど――

　煙幕の晴れたその場所には、すでに誰の姿もなかった。
５

「はぁ、はぁ――」

　ナツは息を切らしながら、それでも走り続けていた。その手の先にはしっかりと、ソラの手が握られている。

　ちらりと振り返るが、烏堂の追ってくる気配はなかった。スーパーボールに〝煙〟を描きこんだ、即席の煙幕弾が功を奏したらしい。
（……どういうことだ？）
　走りながら、ナツは考えている。烏堂有也はどうやってこちらの居場所を見つけたのだろう。それにあの言葉の意味は――

（もう逃げられないのか？）

　そういうことのような気もした。どういう魔法なのかは知らないが、ただの冗談やブラフであんなことを言ったわけではないだろう。だとすれば、こんなふうに逃げ続けたとしても――
　転びそうになったのか、ソラがナツの手を強くつかんだ。ナツは反射的に、その体を支えてやっている。ソラは何とか姿勢を直しながら、けれど決してその手を離そうとはしなかった。

　まるで――

　その手をつかんでいれば、すべてはうまくいくのだと信じているように。

「…………」

　ナツは黙ったままその手を握りなおして、また同じように走りはじめた。

　迷路のような細い路地を、二人は駆けていく。工事中のフェンスや、ビルの壁、住宅地の塀といったあいだを、まっすぐ通りぬけて行く。まるで見知らぬ世界に通じる、トンネルの中を走っているみたいだった。
　ナツは時々あたりの様子をうかがってみるが、追っ手の近づく兆候は見られない。振りきったとも諦めたとも思えないが、思考時間を与えてもらえるのはありがたかった。とにかく、何か手はあるはずなのだ。

　――それにしても、妙だった。

　さっきからずっと、同じような道が続いている。曲がり角も、行きどまりもなく、まっすぐの道が延々とどこまでものび続けていた。
　それにふと気づくと、見覚えのある景色を何度も通過している。細かい部分まではっきり確認したわけではないが、それでも似すぎていた。

　まるで、同じ場所を何度も通りすぎているみたいに――

「――――」

　そう思ったとき、ナツの中で何かがぐにゃりと歪んでいた。
　鉄骨が法外な圧力を受けてねじまがるように、ナツの中の決定的な部分に、取りかえしのつかない湾曲が生じていた。疲労と焦りでずっと気づかなかったが、魔法の揺らぎが世界を変えてしまっている。
　後にも先にも、そこにはまったく同じ光景が続いていた。道はある地点でループして、どこまでも繰り返されている。壊れたカセットテープが、同じフレーズを何度も再生し続けるみたいに。

　――それは、永遠だった。

　その永遠はどこにも行きつかず、ただ同じ場所に留まり続けていた。それは無限の広がりを持ちながら、同時に限りなくゼロに等しいものでしかなかった。
　それは何かに守られるわけでもなく――

　何かを目的とするわけでもなく――

　ただ、繰り返すために繰り返す、そんな永遠だった。それは日常と同じでありながら、あまりにグロテスクで救いのない永遠だった。

　ナツは体の一部が変に拡大したり、縮小したりするのを感じた。まるでおかしなキノコでも食べてしまったみたいに。平衡感覚が狂って、地面が柔らかく波打っていた。光の速度は変わり、空間は座標を失っていた。
　これが現実的なものなのか、それとも幻覚にすぎないのかはわからない。
　けれどそれが、ある種の救われなさを含んだゼロだということはわかる。すべてのバランスを崩す、この世界の不完全さそのもののような――
「ナツ……？」

　隣で、ソラはナツの手をつかみながら不思議そうな顔をしている。この少女はナツと手をつなぐことに集中しているせいか、魔法のことには気づいていないようだった。
　けれどそのおかげで、ナツは意識を立てなおすことができていた。少なくともここに、ナツは一人でいるわけではない。もしもこんな場所に一人でいれば、永遠の孤独の中で、魂は一瞬にして凍りついてしまうかもしれなかった。

「何でもない、大丈夫だ――」

　ナツは何とかそう返事をして、また前と同じように走りはじめた。

　この空間がどのくらい続いているのかは、予想もつかなかった。だがナツとソラの二人にできることは、走り続けることでしかない。永遠も、いつかは終わるのだと信じて。
　そして走り続けていると――

　不意に、目の前に空間が広がっている。長いトンネルを抜けるときのように、二人は光の薄いカーテンをくぐってその場所へと移った。
　そこは、道路わきに広がる空き地のような場所だった。何かの建設予定地なのか、剥きだしの地面にいくつかの資材だけが置かれている。直角に曲がった道もさっきまでと同じような路地裏で、人の気配はない。そしてそこには――
　空き地の真ん中に立つ、雨賀秀平の姿があった。
６
　二人は疲労しきっていて、立っているのもやっとだった。あの場所から脱出することがすべてで、ほかのことなど考えていられない。現に、ソラはぺたんと座りこんで、苦しそうに息をするだけだった。
　雨賀は口に煙草をくわえたまま、ややぼんやりした様子で立っている。相変わらず、煙草に火はついていない。
「――八十七周、ってとこか」

「は……？」
　ナツが怪訝な顔をすると、雨賀は珍しくすんなりと答えた。

「お前たちがループした回数だよ」

　いくぶんのんびりとしたその口調には、驕るわけでもない余裕が含まれていた。すでに勝負はついている、というのだろう。

　そして実際、それは正しかった。

　ナツにはもう、魔法を使う気力も、逃走する体力も残っていない。

「俺の魔法〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(エディット・キューブ),虚数廻廊)〉は、〝任意の空間をループさせる〟というものだ」
　雨賀はゆっくりとしゃべりはじめた。まるで受刑者に対して、最後の告解をうながすように。

「正確には空間の複写といったほうが近いんだが、それが実際にどんなものかはお前たちがさっき体験したとおりだ。合わせ鏡に、像が無限に映りこむようなものだな。こいつは使いかた次第によっては、四次元ポケットみたいな真似もできる。わかるよな、四次元ポケット？　あの遊園地でバッグの中に杖が収まったのは、そういう理由だ」
　ナツはまだ呼吸が整わず、ろくに言葉を挟むこともできなかった。だけでなく、先ほどの〈虚数廻廊〉による魔法の影響が、どこかでまだ継続しているような気がする。
「――それはともかく、お前はどうして自分たちの居場所がこんなにも簡単に見つけられたのか、知りたいんじゃないのか？」

　雨賀は少しからかうように、にやりとしてみせた。ナツはむっとした顔で、雨賀のことを見ることしかできない。

「どうせだから、それも教えといてやろう。透村穹に直接会ったことで、烏堂の〈暗号関数〉による条件設定が可能になった。そうすれば存在の痕跡なんて曖昧なものに頼らなくても、透村穹自身を変数に指定することができるのさ。そして〝地図にスプレーをかける〟ことを〝透村穹が通った地点〟という条件で発動すれば、お前たちの動きはリアルタイムに把握できる、というわけだ」
　ナツには、雨賀の言葉を完全に理解することはできない。それでも、その魔法から逃れるのは容易ではない、ということだけはわかった。
「お前のことは、とりあえず誉めておいてやるよ」

　と、雨賀は言った。

「……とりあえず、は余計じゃないですかね」

　ナツは息を切らせながら、何とか返事をする。とはいえ、ナツにはその程度のことを言い返すのが精一杯だった。

　それからしばらく、妙な沈黙が続いたが、

「――お前は何故、ここにいるんだ？」

　と雨賀は急に、そんなことを言った。煙草を捨て、それを意味もなく足で踏みにじりながら。

「お前は、何を求めている？　何故、その娘といっしょにいる？」

「…………」

「もう一度言うが、お前は無関係だ。〈運命遊戯〉が引きよせただけの、ただの偶然の産物だ。お前はここにいるべきでも、関わるべきでもなかった。それはくだらん運命が持ちこんだ、余計な事故みたいなものだ」
「……僕は」

　と、ナツはそれでも何とかして言った。
「ソラを守りたいと思ってる、それだけだ」

「だが、それは無理だ」

　雨賀は即座に言い捨てた。何の躊躇も、迷いもなく。

「それだけでは、俺たちをどうにかすることはできない。俺たちが求めているのは、そういうものだ。お前はそれと同等のものを求めているのか？　すべてを捨て、すべてを犠牲にしても求めるべきものを。お前はその子を守ることで――」

　雨賀は、そして言った。とても静かな、恐ろしく静かな声で。
「――完全世界を、取り戻すことができるのか？」

　ナツはその言葉に、うまく返事ができずにいる。言うべきことは、あるはずだった。言わなくてはならないことが。
　けれど、ナツは一言も口をきくことができずにいる。

　そんなナツに向かって、雨賀は言った。

「結局のところ、お前には理由がないんだ――」

※

　その数十分前――

　千ヶ崎朝美はバイクに乗って、天橋市内を巡回していた。懸案の調査対象については、ほとんど進展していない。何しろ魔法のことなので、一般の記録をあたってもすぐに限界を迎えてしまう。成功にしろ失敗にしろ、相手はすでに目的を終えているのかもしれなかった。彼女はいまだに、怪しい動向を発見できずにいる。
　そのため今は、俗にいう足で稼ぐしかない状態だった。市内を走りまわって、魔法の痕跡なり何なり、棒に当たるのを期待するしかない、というとだ。

　それはある意味では、彼女が問題視する〝結社〟の二人と同じ行動だった。奇妙な運命の巡りあわせのようなものとして――
（何かしら……？）

　幹線道路をしばらく走っていると、事故があったらしく作業車が道をふさぎ、徐行の看板が立てられていた。あたりには暑さに対する皮肉のように、雪に似た羽毛が宙を舞っている。

　朝美はギアを下げてウインカーを出すと、進路を変更して細い路地へと入っていった。どちらにせよ、明確な目的地があるわけではない。多少のまわり道やより道をしたところで、どうなるわけでもなかった。

　その程度のことで運命が変わるものでもない。そう、彼女は思っていた。
　けれど――

　迷路のような狭い裏道を走行するうち、朝美はふと魔法の揺らぎに似たものを感じとった。希薄化した煙のような、あまりはっきりとしないものではあったけれど。
　朝美はバイクを停め、〝感知魔法〟のペンダントを取りだす。それは相当弱まってはいるが、魔法の揺らぎには違いなかった。だが見たところ、周囲に不審な事象は確認されない。住宅地にある何の変哲もない十字路で、人の姿も見えなかった。
　ところが彼女はそれとは別の、もっと強い魔法の揺らぎに気づいた。でたらめに投げたコインがどれも同じ面を向けたような、偶然としてはありえない強さである。

（誰かが魔法を使っている？）

　いくらか距離があるし、はっきりとした位置もわからなかったが、朝美はそこへ向かうことにした。魔法の誤用や乱用を防ぐのが、委員会の役目でもある。そして執行者である彼女には、その責務があった。
　ギアをローに入れて発進すると、彼女はアクセルをまわしてその場所へと急いだ。

※

「――お前には理由がないんだ」
　と、雨賀秀平は言った。

「わかっているんだろう、自分でも？　お前は自分で何かを選んだわけでも、決めたわけでもない。サイコロの目に従って、ボードを進んだだけだ。お前は運命の端っこに引っかかっただけで、お前が運命を選択したわけじゃない」
　一歩、雨賀は二人のほうににじりよった。

　ナツは少しも、動くことができずにいる。もうできることはなかった。ここから逃げだしたとしても、またあの魂それ自体を拷問にかけるような空間に閉じこめられてしまうだけだろう。本当に、できることはない。

　雨賀は運命そのもののような足どりで、迫ってきた。決して逆らうことのできない、そんな様子で。

　けれどその時――

　不意に、一台のバイクがその場に現れていた。
　突然の闖入者は黒塗りのバイクに乗ったまま、何かを確認するように三人のことを見ている。ヘルメットに隠れてその素顔はわからなかったが、スーツ姿のプロポーションから搭乗者が女性だと判断できた。

「……？」

　雨賀は怪訝そうな顔で、闖入者のことを見つめた。
　女性はスタンドを立てて、実用性の高そうなフォルムのバイクから降りると、ヘルメットを脱いでハンドル部分に引っかけた。
　ボブカット、というのだろう。薄く染めた髪をうなじにそってカットしていて、ひどくスマートな身ごなしをしている。どことなく、高級な機械製品を思わせるような、そんな感じをしていた。
「間違っていたら悪いのですが」

　と、その女性は言った。よく徹る、滑らかに研磨された声をしている。

「あなたたちは、〝魔法使い〟ですね？」

　雨賀はおもむろに、この闖入者のほうに向きなおっている。ナツもソラも、その横で呆然とそれを見ていた。
「……そう言うあんたは、いったい何者なんだ？」

「私は千ヶ崎朝美といいます。魔法委員会の、執行者です」

　と、朝美は言った。

　ちっ――

　そんな声が、雨賀の口からもれている。が、表面は平気の体で、

「その委員会が、俺たちにいったい何の用だっていうんだ？」

　と、訊いた。

「この近辺で、いくつか魔法の揺らぎを感知しました」

　朝美はごく落ちついた声で告げている。
「委員会は、不用意な魔法の使用は認めていません。よって私は、それを確認に来ました」
「――別におかしなことなんてしていない。魔法もちょっと理由があって使っただけさ」
　雨賀はそう言ってとぼけようとした。誤魔化すつもりなのだ。けれど、

「こいつは悪いやつだ。私たちを誘拐しようとしてるんだ」

　座りこんだまま、ソラが叫んでいる。

「…………」

　朝美はあまり好意的とはいえない顔で、雨賀のことを見た。
「……まあ仕方ないな」

　と雨賀は簡単に肩をすくめている。

「この状況じゃ下手な言い訳をするつもりにもならんからな。このタイミングで委員会が出てくるとは、これもやはり〈運命遊戯〉の――」

　後半は独り言のようにつぶやいている。

「――しかし、こちらとしてもこのまま引きさがるわけにはいかん。例え委員会の執行者が相手だろうと、な。何しろこっちとしても、これまでにいろいろ苦労させられている」

　そう言って、雨賀はそばに置いてあった荷物に手をのばした。例の〝四次元ポケット〟式のボストンバッグである。おそらくその中に、何らかの武器なり魔術具がしまいこまれているのだろう。
　朝美はしばらく、何かを判断するように黙っていた。それから、あくまでも事務的な口調で質問する。

「つまりあなたは、私を委員会の人間であると知って、それでも私の行動を妨害しようというのですね？」

「ああ」

「そしてその子の言うとおり、あなたは〝悪いやつ〟だと」

「……まあな」

　雨賀はいくぶん、嫌そうな顔をした。が、事実には違いない。

「ならば――」

　そう言って、朝美は上着の内ポケットから何かを取りだしていた。
「私としても、実力で事態を処理させてもらいます」

「……！？」

　雨賀はそれを見て、さすがにうろたえた。

　――朝美がその手に握っていたのは、どう見ても「銃」だった。要人警護でよく使用される、グロッグというやつである。

「まさか、委員会がそこまでやるはずがない」

　言いながら、雨賀は動揺を隠せない。そこまで目立った行動を、委員会が許可するとは思えなかった。だがそれが本物だとすれば、まともに立ち向かえる代物ではない。
　けれど、

「――ええ、これは本物ではありません」

　と朝美はあっさりと認めた。

「いわゆる、エアガンというやつです。これはどちらかというと銀玉鉄砲に近いものですが、作動機構にスプリングを使用した、エアコッキングガンという種類のものです。もちろん玩具ですから、たいした威力は出ません。少々痛みはありますが、人を脅すのには向かないでしょうね」

　そう言って、朝美は空き地の塀に向かって実際に弾を発射してみせた。

　パチン、パチン――という音がして、小さなＢＢ弾がブロック塀に命中して地面に転がっている。もちろん、壁面には傷一つない。

「見てのとおり、この銃に殺傷能力と呼べるようなものはありません。けれど――」
　言いながら、朝美は手元の銃を左手でさっとなでるような仕草をした。手品師が、ハンカチをかぶせた帽子からハトか何かを取りだすみたいに。

　その瞬間、魔法の揺らぎが生じていることに、雨賀は気づいている。世界がわずかにとはいえ、書き変えられたのだ。

「――私の〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(メモリー・ノート),情報転移)〉を使えば、話は別です」
　朝美はもう一度、壁面に向かって銃を構えた。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(トリガー),銃爪)に指をかけ、そっと力を入れる。
　途端に、バァアン、という炸裂音があたりに響いて、さっきと同じＢＢ弾が塀に丸い穴を作ってめり込んでいた。それは本物の銃声であり、本物の銃弾が持つ威力だった。

「私の魔法〈情報転移〉は、〝あるものの機能を別のものに上書きする〟というものです。つまり本物の拳銃の機能を、この模造銃にコピーしたわけです。ただし機能の複製先は、複製元とよく似ていなくてはなりませんが……」
　目の前の物騒な現実とは関係なく、朝美はごく冷静な声で言った。

　雨賀はその光景――特に、壁面に無残に刻まれた銃痕――をじっと見つめている。
「念のために言っておきますが、委員会には正当な理由さえあれば、魔法使いを拘束する権限が認められています。多少の暴行のうえでも、です」
　銃で撃つことが〝多少〟に入るのかどうかは人によって微妙なところではある。

「私としては、とりあえずその子たちの保護を優先するつもりです。ですから大しく引きさがるなら、あなたのことはこの場では見逃します」

　朝美はそう言って、ちらりとナツとソラのほうを見た。それからまた、雨賀のほうを向く。譲歩した提案のように見えて、半分以上は脅しているのに等しかった。

「…………」

　雨賀はしばらく黙っていたが、やがて、「ちっ――」と短く舌打ちすると、手を挙げて後ろに下がっている。提案に従う、という意思表示だった。
　それから朝美は、油断なく銃を向けながら二人のそばまで歩いていく。ある程度の距離まで近づくと、彼女は銃を小さく振って相手に立ち去るよう勧告した。雨賀はバッグをつかんで、慎重に後ろへ下がっていく。
　最後の一瞬、雨賀は二人のこと――というより、ナツのことを見た。
　ナツも同じように、雨賀のことを見る。

　二人はどこかで、知っていたのかもしれない。不完全世界を巡るこの運命が、まだ終わっていないことを――

　それが再び、どこかで交わろうとしていることを。
※

「――大丈夫、あなたたち？」
　と、千ヶ崎朝美はまず質問した。

　雨賀はすでに去って、その場には三人しかいない。〈虚数廻廊〉による魔法の気配も遠くに消えて、あたりにはいつもの夏の光景が戻りつつあった。

「助かりました、ありがとうございます」

　ナツは何とかして、それだけを言った。二人ともまだ完全には回復していなかったが、当面の危機は去っている。

「いえ、たいしたことをしたわけじゃありません。これが私の仕事ですから」
　そう言いながら、朝美は左手で銃をさっとひとなでした。瞬間、かすかな揺らぎが発生する。それで〝銃〟の機能を戻したのだということは、ナツにも推測できた。画面上の文字を、コピー＆ペーストするように。

「あなたたちには、いくつか訊きたいことがあります」

　朝美はすでに玩具の銃に戻ったそれを懐にしまいながら、言った。

「――その前に、いいですか？」

　とナツはそんな朝美を制している。
「何ですか？」

「あなたはいったい、誰なんです？」

　とりあえずナツにわかっているのは、彼女が自分たちを助けてくれた、ということだけだった。だからといって、本当に味方かどうかは断言できない。確かなのはせいぜい、この千ヶ崎朝美という人物が予言にあった〝五人の道化師たち〟の一人なのだろう、ということくらいである。

　朝美は少し考えるように黙っていたが、
「先ほども言いましたが、私は魔法委員会に所属する執行者の一人です」

「魔法委員会？」

　もちろんナツは、そんなもののことは知らない。

「簡単に言うと、魔法に関する案件を処理するための公的な機関です。詳しいことは教えられませんが、魔法使いの警察と思ってもらえればそれほど間違ってはいないでしょう」
「つまり――」

　と言ったのは、ソラだった。この少女も委員会のことは知らなかったらしく、端的な表現をした。

「〝悪者をやっつける正義の味方〟ということだな？」

　朝美はその言葉を俎上に載せて、吟味するような顔をしている。どうやら、用紙の端を揃えないと気のすまないような、律儀な性格の持ち主らしかった。

「とりあえずは、そうですね――ですが、我々はあなたたちの味方というわけでもありません。あなたたちの素性と、追われていた理由次第によっては、ですが。あなたたちは、どうしてあの男に追われていたのですか？」

　訊かれて、ナツもソラも顔を見あわせている。どこまで説明するべきなのだろうか。

「……ある秘密について、あいつらが知ろうとしていたからです」

　結局、ナツがそんなふうに答えた。虚言を弄するつもりはなかったが、そのことについては、すべてをしゃべってしまうわけにもいかない。

「ある秘密というのは？」

「――それは、教えられません」

　ナツは淡々と、けれど躊躇なく答えた。ソラが目だけでそっと、そんなナツを見ている。

「ふむ」

　と朝美は語調は変えずに、表情だけを厳しくした。

「その答えは、ややあなたたちを不利にすると理解できていますね？」

　もの言いこそ穏やかだったが、この女性がそんな言い逃れを許すつもりがないのは明らかだった。

「完全世界に関わることだ――」

　その時、ソラが必死に叫んでいる。遭難先から、救助船に向かってするように。
「――だから、誰にも教えられないことだ」

　千ヶ崎朝美はしばらく沈黙していたが、

「そうですか……」

　意外にも、それ以上は追及してこなかった。彼女はじっと、ソラの瞳をのぞきこむようにするだけである。
「では、あなたたちを追っていた男は何者ですか？　それと、あの男がまたあなたたちを狙ってくるようなことはありますか？」

　と、朝美は質問を変えた。

「……たぶん、あるでしょうね」

　ナツは雨賀秀平のことを思い出しながら、言った。少なくとも本人の言葉によれば、そういうことになりそうである。
　とはいえ、あの二人についてナツとソラが知っていることはほとんどなかった。せいぜいがその名前と、二人の魔法についてである。ナツがそれを説明すると、

「そうですか――」

　朝美は何か思案するように腕を組んでいた。ジグソーパズルの一欠片を見つめるような、そんな顔をしている。

「何か、知ってるのか？」

　と、ソラが訊いた。狙われている当の本人とすれば、あの二人の正体を知るというのはとても重要なポイントだった。
「……いえ、ただの可能性について考えていただけです。何かを知っているというわけではありません」

　朝美は軽く、首を振っている。どう見てもそんな雰囲気ではなかったが、お互いのことがあるのでそれ以上は訊けない。

「――今のところ、その〝秘密〟については不問にしておきます。状況が変われば、そうも言っていられなくなるかも知れませんが」

　朝美はそう言って、ポケットから名刺を取りだした。何となく、普通のものより折り目正しそうな名刺である。

「とりあえず、私の連絡先を渡しておきます。あの男たちについては、こちらのほうでも調べてみるつもりです。私の追っている案件と、少し関係があるかもしれないので。ですから、あなたたちは委員会の保護下に入ると思ってください。何かあれば、私を呼んでもらってかまいません。どんな人間だろうと、簡単には手出しさせないつもりです」

　朝美はそう言うと、少しだけ笑ってみせた。花の蕾がほんの少し緩んだような、そんな笑顔である。

　二人は顔を見あわせると、きょとんとした。いつのまにか、立場は逆転していたらしい。結局のところ謎の組織に属する謎の女性は、〝悪者をやっつける正義の味方〟に間違いなさそうだった。
　それから、二人を安全な場所まで誘導すると、彼女はバイクに乗って行ってしまう。その姿が見えなくなるまで、ソラは大きく手を振っていた。

　あとには、いつもと同じような夏の暑さと、町の風景だけが横たわっている。

　そうしてすべては、丸く収まったように思えた。事態が露見した以上、あの二人が不用意に手を出してくるとは考えにくかったし、千ヶ崎朝美は二人のことを保護すると約束している。ナツも、ソラも、朝美自身も、それを信じていた。
　――たった一日後には、その約束が破られてしまうことなど知らずに。

７
　それから、二人はバスを乗り継いで自宅まで帰ってきた。
　夏の太陽が沈むにはまだ時間があったとはいえ、二人が家に帰りついたのはだいぶ遅い時刻だった。朝方に出発したことを考えても、ずいぶん長い一日である。
　鍵を開けてリビングまでやって来ると、二人は倒れるようにソファに座りこんだ。
「何だか、疲れた……」

　声を出すのも億劫そうに、ナツは言った。

「私もだ……」

　ぺたっとうつぶせになりながら、ソラも言う。
　それから二人は、いつのまにか眠ってしまっていた。太陽は気を使ったように音もなく沈んで、いつしか宵闇があたりを覆っている。部屋の中にはまだ密度の粗い、できあがったばかりの暗闇がひっそりと満ちはじめていた。

　二人が短い眠りから覚めたのは、部屋の明かりが点けられたときのことだった。桐子が仕事場から帰ってきたのである。
　白い光が容赦なく目の奥を照らすと、二人は夢の一部をくっつけたような表情で起きあがった。何度も目をこすり、現実にピントをあわせようとする。
「あら、二人とも寝てたの」

　桐子はソファのところまで来ると、ふと気づいたように言った。
「――うん」

　かろうじて、という感じでナツは返事をする。

「ずいぶんお疲れみたいね。今日はどうだった？」
「いろいろ大変だった」

　ナツは大まかなところを、簡潔に表現した。
「そう、楽しんできたみたいでよかったわね」

　と、桐子は別に気にしたふうもなくにっこりとしている。もちろん、二人が魔法使いの男たちに追いまわされ、ようやく無事帰還した、などということは彼女に想像できるはずもない。ナツにもそのことをうまく説明できる自信はなかったし、今はそれだけの元気もなかった。
「お腹空いてるでしょ、すぐに夕飯作るから」

　桐子は言って、口笛を吹きながら準備にかかっている。

　それからしばらくして、三人は夕食の席についた。テーブルでは、主に遊園地のことが話題になっている。ソラは楽しそうにその時のことを話した。隣でそれを聞いていると、ナツは今日一日まるで何事もなかったかのような気がした。
　食事と風呂をすませてしまうと、二人はナツの部屋に集まった。いくつか、話しあっておかなければならないことがある。
「とりあえず、僕たちはあの千ヶ崎朝美とかいう人に保護してもらえることになったわけだよな」

　ナツは机の上に置いた、白い名刺を眺めながら言った。肩書きのところには魔法という文字は一つもなく、代わりに国家公務員であることを示す名称が並んでいる。

「あの二人もそれは予想しているだろうし、ひとまずは安全てわけだ」

「――そうだな」

　ソラはベッドのところに座りながらうなずいている。

「でも、問題は別のところにもある」

「何だ？」

「予言だよ」

　そう言って、ナツは引きだしから例の紙を取りだした。
「〝兎の穴〟はあのループ空間のことだろうし、〝角のないユニコーン〟は千ヶ崎さんのことだろう。あの人が持っているのは、あくまで玩具の銃だ」

「――うん」

「〝兎の穴〟や〝ユニコーンとライオン〟といえば、例のアリスの話だ。だからチェスのことも暗示してるのかもしれない。チェス盤は白黒……てことは色が混じったわけだ」
「――うん」

「とすると、予言はまだ続いていることになる。これから先は、どうなるんだ？　こんな文章じゃ、相変わらず予想もできないし。夏休みだって、ずっと続くわけじゃない」
「――――」

　ソラは今度は、返事をしなかった。

「？」
　ふと見ると、ソラはいつのまにかベッドに体を倒して、小さな寝息を立てていた。ちょっと触れただけで夢の中をのぞけてしまいそうな、無防備で無用心な寝顔である。
　ナツはちょっとため息をついてから、ソラをきちんと布団に寝かせてやった。そうして電気を消して、音を立てないように部屋の外へ出る。

　扉を閉める瞬間、暗闇はソラの眠りを包んで、ひどく柔らかなものになっている感じがした。大切なものを保護する、緩衝材か何かみたいに。
　リビングのほうに移ると、そこでは桐子がソファに座ってテレビを見ているところだった。時々、テレビの中から笑い声が聞こえて、桐子もくすくす笑っている。
「どうかしたの、ナツ？」
　桐子はナツの姿に気づいて、そう声をかけた。

「ちょっとソラにベッドをとられただけだよ」

　ナツは冷蔵庫からお茶を出してコップに注ぎながら、答えた。

「あら、それは災難ね。生涯の契りを交わすにはいい機会かもしれないけど」
　どこまで本気なのかわからない桐子のセリフに、ナツは嫌な顔をした。
「いやね、冗談じゃない。そんな顔される筋合いはないわよ」
　ナツはため息をつくように、お茶を一口飲んでいる。

「母さんの冗談は、僕にはよくわからないらしいね。たぶん地球の裏側まで行ったら、もっとよく理解できるんだろうけど」
「あら、私はナツのことを二百パーセントくらい理解してるわよ……じゃあ、ナツはどうするの。ソラちゃんの代わりに私の部屋で寝る？」

　初日以降、ソラは桐子と樹の部屋で就寝していた。とはいえ、ナツはこの歳にもなって母親といっしょの部屋で眠りたくはない。

「遠慮しとく。僕はリビングで寝るよ」
「それは残念……でもこうして少年は大人になっていくんだから、耐えなくちゃならないわね。ああ、涙が出そう。母親の辛いところだわ」
「そうだね」

　適当に流しながら、ナツはコップを持ってソファに座った。
　しばらくして、桐子はテレビから聞こえる音声の合間に言っている。

「――でもね、子供なんて本当にあっというまに大人になっちゃうものよ。ソラちゃんだって、いつまでも今みたいじゃないんだから」
「もう十分すぎるくらい大人だよ、ソラは」
　とナツはうんざりするように言った。
「そうね、その辺にいる大人よりは、ずっとしっかりしてる。でもね――」
　桐子は言って、不意に真剣そうに言葉を足した。

「あの子が……というかナツもだけど、二人が本当は何をしてるのか私は知らない。何でソラちゃんが家出なんてしたのか、どうしてナツがあの子をうちに連れてきたのか。でもそれはそれで構わないと、私は思ってる。ナツのことだから、きっと大丈夫だろうってね」

「…………」

「それでも――あの子はあんなにも強く見えるし、ナツのことは信頼してるけど――危ないことがあったら、私たちを頼って欲しい。困ったことがあったら、言って欲しい。どんなことでも、できるだけの力になるから。ソラちゃんは強そうに見えるし、実際にそうだけど、それでもまだ小さい子供なの。誰かが守ってあげる必要があるくらいには――そのことを、忘れないでね？」

「ああ、わかってる」

　ナツがうなずくと、桐子はそれを聞いて安心したというふうにテレビのほうに視線を戻した。

〝――お前の両親は、いい人だな〟

　不意に、ナツは何故だかソラのそんな言葉を思い出していた。
　時計は順調に夜半をまわり、桐子は寝室に下がっていった。リビングには布団がしかれ、ナツはそこで眠っている。

　電気は消され、常夜灯の小さな明かりだけが部屋の暗闇を頼りなく照らしていた。

（……夏休みがずっと続くわけじゃない、か）

　自分の部屋に通じる扉を、ナツはふと眺めていた。その向こう側にある、柔らかな暗闇と眠りのことを考えながら。せめてそれが穏やかなものであるように、ナツは神様みたいなものに対して祈ってみた。

８
　翌日の夕方――

　ナツがちょっとコンビニに行ってくると、家の中からソラの姿がなくなっていた。
「――母さん、ソラはどこに行ったの？」

　一瞬はっとして、ナツは慌てたように訊ねる。昨日の今日だけに、さすがに平然とはしていられなかった。
　桐子は台所のテーブルでノートパソコンをいじっていたが、ちょっと顔をあげて、

「ソラちゃんなら買い物に行ったわよ」

　と言っている。

「買い物？」

「近所のスーパーまで、夕飯の材料を買いに。何か手伝うことはないかって聞くから、お使いを頼んだの。本当、偉い子だわ」
「ああ、なるほどね――」

　少し拍子抜けした感じで、ナツはほっとしている。

「……そういえば、昨日言い忘れてたんだけど」

　と、桐子は台所に座ったまま、ナツに向かって言った。

「明日の夜、お父さん帰ってくるわよ。何時になるかはわからないけど」

「用事は済んだの？」
「そりゃね。でもお土産は期待しないほうがいいわね。あの人、センスが独特だから」

「だろうね」

　ナツは簡単に同意した。父親の樹はわざとなのか素なのか、旅行に行くとどこで見つけたのか首をひねりたくなるような、おかしなものを買ってくるのだ。この前は、豪華に表装された元素周期表の銅板を持ち帰ってきた。
「ところでさ……」

　と、桐子は不意に、聞くべきかどうか迷っているような口調で言った。この母親がこんな態度を見せるのは、珍事といっていい。

「何？」

「あんたとソラちゃん、何かあったの？」

　ナツはよくわからないまま、訊きかえす。「――何かって？」
「うーん、私もうまく言えないんだけど、何だかあんたたち仲がよさそうだから。それも昨日から急に。もちろん私としてもそのほうがいいんだけど、ただちょっと、気になったのよね」
「……別に、何でもないよ」

　しばらくのあいだ黙ってから、ナツは桐子のほうは見ずに言った。
　桐子は、「そう？」と言ったきりで、深く追求はしてこない。パソコンに向きなおって、元の作業を続けた。

　そう――

　別に、何でもないのだ。

　ナツとソラが出会ったのは、ただの偶然みたいなものにしかすぎなかった。いくら親しくなろうが、約束を交わそうが、それは変わらない。それはサイコロの数字がたまたま連続して同じだったような、それだけのこと。それは配られたカードの数字がたまたま同じだったような、それだけのこと。
　そんなものはいつか、結局は終わることなのだ。

　季節がいずれ終わるみたいに、永遠には続かない。次に転がしたときには、サイコロの目は変わるし、配られたカードは何の役も作っていない。

　すべての運命は、いつか終わりを迎える――
「…………」

　ナツは一瞬、小さく胸が痛んだような気がして、そっと手をのばしてみた。
　それはたぶん、あまりに曖昧で、不確かで、何かの予感みたいにかすかなものだったせいで、ナツの指先は何にも触れられないでいた。

※

　ソラは買い物袋を抱えて、家までの帰り道を歩いていた。
　時刻は六時に近づこうとしていたが、夏の季節はその取り分をしっかりと主張していた。外はまだ明るく、太陽は疲れを知らない子供みたいに輝いている。それでも時折吹く風には、すでに夜の涼気が混ざっていた。
　住宅地の道路には、仕事帰りの人や、買い物に出かける主婦、何かの用事を慌てて片づけようとする人などの姿があった。昼の名残が容赦もなく追い払われ、容器は空っぽに戻されようとしている。子供たちは遊びをやめて家に帰り、一日を正しく終わらせるための準備をはじめていた。
　ソラはそんな夕暮れの、一瞬の空白みたいな時間を歩いている。

　買い物袋には、言われたとおりの材料が入れられていた。元々、家事全般をこなすことができたので、メモ通りにお使いをすますのはたいして難しいことではない。

「…………」

　歩きながら、ソラは自分の足どりが変に軽いことに気づいていた。

　足が地面より一センチくらい高いところを踏んでいる感じで、心臓がいつもとは違う鼓動の仕方をしていた。放っておくと自然と頬が弛んできそうで、そのことに少しまごついてしまう。
　買い物袋を握りなおすと、ソラはしっかりと地面を踏んで歩いていく。
　――ソラは、嬉しかったのだ。

　帰る場所があって、そこで待っている人がいる――
　ただ、それだけのことが、この少女には嬉しかった。例えそれが子供のままごとみたいに、いつか必ず終わってしまうものだとわかっていても。いずれ返さなくてはならない、一時的な借り物みたいなものだとしても。
　それは、この不完全世界でソラが失ってしまって――

　それは、二度とは手に入らないものだと思っていて――

　ソラにはだから、たったそれだけのことが嬉しかった。この世界に、まだきちんとそれが残っているのだということがわかって。

「あれ……」

　気づいたとき、ソラは泣いていた。

　それは、ずっと上空で吹く風みたいに、何の気配もない涙だった。ただ白い雲の動きを見てそうだとわかるような、何の音も手触りもない風のような――
　ソラは涙を拭って、その跡を不思議そうに眺めた。

　自分がどうして泣いているのか、ソラには理解できなかった。まるで、空のどこかから雨粒が一つだけ落ちてきたみたいに。
　だからこの少女は、自分の本当の気持ちに気づかなかった。自分が何を望み、何を恐れているのか――

　ソラにはまったく、わかっていなかった。

「変なものだな……」

　そうつぶやいて、ソラはちょっとおかしそうに笑った。鏡をのぞきこんだら、顔に何か変なものがくっついていたみたいに。
　ソラはそして、また歩きだす。帰るべき場所を目指して。
　けれど――

　けれど、その足はすぐにとまっていた。

　どこかの公園の前である。そこにはもう誰の姿もなくて、世界が空っぽになったような景色が広がっていた。

　その公園の入口のところに、二人の男が立っている。

「あ……」

　と、ソラはそんな、言葉にもならないつぶやきをもらした。

　その男たち二人に、ソラは見覚えがあった。男たちは何をするでもなく、ただじっと立ったままソラを待っている。あの時のように苦労して探しだすことも、無理に追いかけることもない。
　ソラはほんの少しだけうつむいて、けれどそれがどういうことなのかわかっていた。

　運命はそう簡単には諦めてくれないのだと――
　ソラには、わかってしまっていた。

　食卓には料理が並んで、窓の外にはようやく夜の暗闇が広がりはじめていた。誰かが少しずつ絵の具を足しているような、ゆっくりとした広がりかただった。太陽はついに諦めてその姿を消し、別の場所に朝をもたらすために去っていった。
　夕食をとりながら、ソラはずっと笑顔を浮かべていた。桐子が何か他愛のない冗談を口にすると、ソラは手もなく笑ってしまう。本当におかしそうに、本当に楽しそうに――
　ナツは肉じゃがをつつきながら、そんな光景をぼんやりと眺めていた。

　それはたぶん、ごく普通の食事風景だった。

　家族がいて、料理が並んで、一日の報告をしたり、料理について意見したり、冗談を言ったり、笑いあったり、そんな必ず一日に一度はあるような、何ということのない光景。

　けれどソラは――

「どうかしたの？」

　と、桐子は心配そうに、ソラの顔をのぞきこんだ。

　ソラはいつのまにか、泣いていた。たぶん、自分でも気づかないうちに。

「あれ……」

　慌てたように目を拭って、ソラは小さく首を振る。自分でもおかしいな、というふうに。そしてそれだけで、この大切なものをたくさん失いすぎた少女は、もう泣こうとはしていない。

「大丈夫？　急にどうかしたの？　どこか痛いとことかはない？」

　桐子は本当の母親みたいな調子で、そう訊いた。

「――何でもない。ただ、何だか嬉しかったんだ」

　そう言って、ソラは顔をあげる。

「本当の家族みたいで。私にも、家族がいるみたいで――それで、何だか涙が出たんだ」

　桐子は黙って、そんなソラを見つめている。そして、言った。
「たぶんソラちゃんは、もう私たちの家族なんだよ。本物じゃないかもしれないけど、本当の家族。ソラちゃんがそう、感じたみたいにね。それに例えソラちゃんが嫌だと言っても、私はそんなこと認めないわよ。ね、ナツもそうでしょ？」

　急に話を振られて、ナツはまごついてしまっている。

「――まあ、そうだね」

「何よそのやる気のない返事は」

　桐子は厳しかった。

「……母さんと大体同じ意見だってこと。あまり認めたくはないけど」
　それを聞くと、桐子はどこかの謎めいた猫みたいににんまりと笑っている。
「自分の感情はもっとストレートに表現したほうがいいわよ。でないと、思わぬところで後悔することになるんだから」
「たぶん母さんは、もっと奥ゆかしくなったほうがいいんだよ」
　ナツはため息をつくように、そう言った。

　そんな二人のやりとりを見て、ソラは笑っている。本当に、嬉しそうに。

「――ありがとう、二人とも」

　と、ソラは言った。

　目の端に、雨降りのあとみたいな小さな涙をにじませながら。
　夕食が終わると、ナツとソラはリビングに座ってテレビを見ていた。台所からは、桐子が洗い物をする音が小さく聞こえている。

　テレビ画面では、コップの下に置いたコインが瞬間移動するマジックが披露されていた。よくある定番の手品だったが、こうして見ると魔法よりもよほど不思議なことのような気がした。

　と――

　不意に、ソラが立ちあがっている。別におかしなところはない。ごく自然な動作だった。
「どうかしたのか？」

　と、ナツが声をかけると、

「ちょっと出かけてくる」

　とソラは言った。その言葉どおり、ソラはそのまま玄関に向かっている。
「…………」

　ナツは何となく気になって、自分もそのあとに従った。

「出かけるって、どこに？」

　玄関先に座って靴をはいているソラに向かって、ナツは訊いた。そもそも、このあたりにソラの出かけるような場所などありはしない。
「ちょっとそこまでだ」

「そこまで、って――」
　ソラは靴をはき終えて、立ちあがっている。
　そしてこの少女はちょっと不思議な目で、ナツのことを見た。

　透明で、心の底まで透けて見えてしまいそうな、そんな目で――

　それがどういう意味なのか、その時のナツにはわからなかった。わかったときには、もう手遅れだったのだ。

　ソラはそれ以上の質問と疑問を受けつけない顔で、言った。ほんの少しだけ、笑いながら。

「――いってきます」

　ナツの前で、ドアが音を立てて閉まっていた。

※
　時計の針が動いて、ほんの小さく空気を震わせた。
　ソラが出かけてから、もう一時間近くがたとうとしている。それは〝ちょっと出かけてくる〟というには、やはり長すぎる時間だった。窓の外では重さのない水みたいに、暗闇が徐々にその水かさを増している。どこかの王様みたいな盲目の瞳が、世界をじっと見つめていた。

　ナツはソファに座ったまま、ぼんやりと考えている。テレビもつけられていなくて、あたりは物音一つないほど静かだった。

　探しにいくべきかどうか真剣に考えはじめたあたりで、ナツはふと気づいていた。

　あの時の瞳――

　ソラのあの不思議なまなざし――

（あれは）

　と、ナツは思っている。

（あれは、何か大切なものを手放そうとする目なんじゃないかな？）

　そう思った瞬間、ナツは思わず立ちあがっていた。行動に心が追いつくまで、少し時間がかかる。息が苦しくなって、その理由が自分でもなかなかわからなかった。
「まさか――」

　と、ナツはようやく、自分でも信じられないといったようにつぶやいていた。だとしたら、ソラは……
　玄関のチャイムが鳴ったのは、そんな時である。
　ナツにはどこか、予感のようなものがあったのだろう。
　自分の部屋から顔を出す桐子に向かって、「――僕が出るからいいよ」とナツは言った。そしてそのまま玄関に向かって、扉を開ける。
　――そこには、千ヶ崎朝美の姿があった。

［四つめの予言］
　時計の螺子は再び巻かれ
　五人目がすべてを決定する
　心臓には十字の杭が打ち立てられ
　見えない血が世界を交わらせる
１

　少女の両親は、彼女がちょうど小学校にあがるくらいの頃に亡くなった。よくある交通事故だった。
　もしも、時間が少し違っていたら――
　もしも、場所が少し別のところだったら――

　運命がほんの少しずれていたら死なずにすんだかもしれない、そんな事故である。

　両親のことを、少女は今ではもうあまり覚えていない。色調のはっきりしない絵や、うろ覚えの音楽と同じように、それは記憶の底で曖昧に混濁している。まるで、出口も入口もない迷路みたいに。
　少女が思い出せるもっとも古い記憶の一つは、火葬場でのことだった。その変に四角く白い建物と、静かに雨が降るような深い沈黙――
　そこに少女は黄色いクマのぬいぐるみを抱えて、一人で立っていた。まわりには、地面から立ちあがった濃い影みたいな大人たちが、無言のまま群れ集まっていた。彼女自身も着慣れない喪服をまとい、そんな光景を見つめている。その瞳は、すべてを理解するにはまだ幼すぎることをはっきりと示していた。
　彼女にあるべきだったはずの時間が焼かれていくのを、少女はぼんやりと眺めていた。世界で一番、彼女を愛してくれるはずだったその二人は、そんなものの一切を抱えこんだまま、底のない闇の中へと消えてしまっている。

　しばらくして不意に、その手が誰かにつかまれていた。温かくて、強くて、しっかりした手だった。
「――行こうか」

　と、その老人は音も立てずに吹く風みたいな、静かな声で言った。

「うん――」

　少女はうなずいている。そうして小さな手を引かれて、歩きだした。
　両親を亡くしたその少女は、祖父といっしょに暮らしはじめた。元の住居は引き払って、田舎にある古くて大きな家に移った。遠くに大きな山が見えて、その裾野に濃い緑の森が広がっている。
　少女の祖父は、気さくで明るい、面倒見のいい老人だった。どちからかといえば思索的、哲学的な性格だったが、かといって小難しい理屈をこねたり、愛情の出し惜しみをするような人物ではなかった。
　そして老人は、魔法使いだった。

「まほうつかい？」

　まだ幼かった少女は、不思議そうに訊ねた。

「ああ、そうだ。とてもとても古い力だ。人が言葉を覚える以前に持っていた、完全世界の力――」

「じゃあ、そのまほうを使っておとうさんやおかあさんを生きかえらせることはできる？」

　少女は無邪気に訊ねた。

　二人は部屋で、絵本を読んでいた。窓からは明るい光が射していて、木の床に四角く閉じこめられている。少女はその光の中に寝転んで、老人の読んでくれる絵本を前にしていた。
　少女の問いかけに、老人はしばらく黙っていたが、

「……ああ、できるかもしれないね」

　と、短く答えている。とても、悲しそうな笑顔を浮かべて――

　老人は時々、そんな顔をした。少女はそんな祖父の姿を見るたびに、不思議な気持ちになった。まるで、重さのない鳥の羽が、そっと手のひらに置かれたみたいに。
　長いあいだ、少女はその笑顔の意味がわからなかった。

　少女は両親がいないことを寂しいと感じることはあったが、そのことで自分が不幸だとは思わなかった。彼女には優しくて頼りになる祖父がいたし、世界には理不尽で残酷なところも、奇跡的で美しいところもあった。

　それで、少女には十分だった。

　少女は世界で生きていくのに必要なことを老人から学び、ついでにその学究的なしゃべりかたの癖を、いつのまにか身につけてしまった。
　そんな歳月を重ねていくうちに、老人は段々と例の笑顔を浮かべることが少なくなっていった。永遠のように見える山嶺も、いつかは朽ちてその姿を変えるように、老人の心から大きくて重い何かが消え去ろうとしていた。
　まるで、運命を優しく諦めようとするように――

　二人はたぶん、幸せだった。

　失われたものの大切さを守るように。

　あるいは――

　そのことに、守られるように。

　二人は穏やかな日々をすごしていった。手で量れるだけの重さを持った時間が、ゆっくりと優しく降り積もっていくような、そんな日々を。

　そしてある晴れた日の朝――

　老人は死んでいた。

２

　テーブルには三人が座っていた。千ヶ崎朝美と、その向かいにナツと桐子――
　朝美がドアの前に立っていたとき、ナツにはそれがソラに関することだとすぐにわかった。そして、魔法に関わることだとも。だからナツは、千ヶ崎朝美と外で話そうと思った。母親には魔法も魔法使いのことも、知らせる必要はない。
　けれど玄関先で朝美が訪問の目的を告げたとき、それを桐子も聞いてしまっている。そしてそこに「透村穹」の名前を聞いた以上、桐子もこの件に関して無関係でいられなくなるのは当然だった。

　三人はテーブルに座って、しばらく無言のままでいた。来客者には飲み物も用意していなかったが、事態はそんな雰囲気ではない。

「――とりあえず、お聞きしたいんですが」

　と、重い鉄の扉でも開くようにして、桐子は訊いた。

「あなたはいったい、どういうかたなんですか？」

　正直なところ、彼女にはまるで状況の見極めがついていなかった。目の前で背筋をまっすぐにして座る女性が怪しい人物には見えなかったが、かといってナツやソラとこの女性に、いったいどんな関係があるというのか。
　朝美は一瞬、目だけでナツのほうをうかがった。ナツは小さく、首を振る。桐子は何も知らないのだ。それを見て、「そうですか……」と朝美はつぶやいてから、
「今からお話しすることは、少し突拍子もないものに思えるかも知れません」

　と、まずは前置きした。

「ですが、私は冗談を言っているわけでも、話をごまかそうとしているわけでもありません。その点については、ご理解いただけますか？」
　理解も何も、千ヶ崎朝美がいったい何を言おうとしているのか、桐子には見当もつかなかった。だから彼女にできることといえば、うなずくことくらいしかない。
「――これは、魔法に関することです」

　と、朝美はにこりともせずに言った。

　それから彼女は、魔法のことや、魔法使いのこと、魔法委員会について説明した。自分がその組織の執行者と呼ばれる存在であることや、この町で調査に当たっていること。

　桐子はちょっと混乱するように首を振っていたが、

「それは、本当のことなんですか？」

　と、ようやくそれだけを確認した。
「ええ――」

　朝美はうなずいてから、少しためらうようにして告げる。
「実を言えばあなたの息子さん、久良野奈津くんも魔法使いです」
「……ナツが？」

　戸惑うような、けれどどこか思いあたるような顔で、桐子はナツのことを見る。
「それって本当なの、ナツ？」

「――ああ」

　ナツは簡潔に、ただうなずいてみせた。

「わざと黙っているようなつもりじゃなかったんだ。けど、説明しなくちゃならないようなことじゃなかったし、今までのところはその必要もなかった」
　桐子は一度ため息をついて、けれどそれだけで、まずはこの現実らしくない現実を受けいれることにしたようだった。

「魔法のことは、とりあえず信じます。でもそれとソラちゃんに、どんな関係があるっていうんです。それにあの子は今、どこにいるんですか？」
　朝美は一瞬、反射的に浮かびあがった言葉を飲みくだすような、そんな沈黙を唇の上に乗せた。けれど――

「取り引きです」

　と、結局は可能なかぎり直截的に、そのことを告げた。どんな言葉も言い訳にしか聞こえないことは、理解していた。
「詳しいことはお話できませんが、委員会ではここ最近、不穏な動きを見せるグループを追っています。魔法を不正に利用する集団ですが、その内実は我々にはわかっていませんでした。今回、その彼らから取り引きの申し出がありました。透村穹を渡すかわりに、組織に関するいくつかの情報を教える、というものです。もちろん、彼女に手荒なことはしないと約束させてあります。必要なことが終われば、すぐに解放することも……」

　そう言ってから、朝美は自分でも気づかないうちにほんの少し目をそらしていた。子供が、下手な言い訳でもするかのように。

「……魔法には世界を変えるだけの力と可能性があります。その力は、決して野放しにされていいものではありません。それは世界を、まったく別のものに変えてしまう可能性さえあるのです。我々はそのような事態を招くことを、未然に防がなければならない」
　その言葉が終わると、すっと空気が抜けて真空が広がるような、そんな沈黙があたりを覆っている。どんな言葉でも飲みこんでしまいそうな、そんな沈黙が。
「――手荒なことをしなくたって、人を傷つけることはできます」

　と、桐子は首を振りながら、幾分混乱した口調で言った。とりあえず手近なところにあったものを放り投げてみた、というふうに。

「そうかもしれません」

　朝美は逆らわない。

「それは――」

　と言ってから、桐子はその言葉を口にするのをためらった。蜘蛛の糸に似たその危うさに、一瞬躊躇する。けれど結局は、そのことを訊いた。

「一人の女の子より、大切なことなんですか？」

　朝美は努めて無慈悲に、告げた。

「――そうです」

　それを聞いて、桐子は何も言えなくなってしまっている。それは、彼女が朝美の言うことを理解してしまっているせいでもあった。百人を助けるために一人を犠牲にする、そんな単純で明確な理由――

　テーブルのまわりを、再び沈黙が覆っていた。言葉はどこにも行きつけないまま、その場に留まり続けている。

「――ソラは、自分からここを出て行ったんだ」
　と、不意にナツは言った。まるで独り言でもつぶやくみたいに。

「ソラが自分でそう望んだのなら――僕たちにできることは何もないよ」
　時計の針だけが、あたりの沈黙にも気づかずかすかな音を立てていた。
３
　玄関先で朝美を見送った桐子が戻ってくると、ナツはテーブルのイスに座ったままじっとしていた。彼女の息子は時間の流れる音に虚しく耳を澄ますような、そんな表情をしている。
「…………」
　桐子はその前の、さっきまで執行者と名乗る女性のいた場所に座った。

　魔法、委員会、言葉を得て失ったものの一つ、世界を変えてしまう可能性――そんな言葉が、桐子の中にまだ残っていた。けれど結局のところ、そんなものは彼女にとってどうでもいいことだった。
　久良野桐子にとって大切なものは、ただ一つ――

「ナツ、ちょっと外に行こうか……」

　と、桐子はにっこりと笑って声をかけた。時間の流れを、そっと戻すように。

　いつのまにか夜もすっかり遅くなって、夏の闇が世界を覆っていた。不思議に軽く、薄い感じのする暗闇だった。ちょっと強く息を吹きかければ、そのまま吹き飛ばせてしまえそうな、そんな感じの。
　桐子とナツの二人は、そんな暗闇の中を歩いていく。道路には街灯が並んで、銀色の光であたりを照らしていた。時折、自動車のライトが周辺を無造作に切り裂いて通りすぎていく。

　その夜には、まだほんの少しだけ昼の気配が含まれていた。太陽の熱や、ざわめき、伝えきれなかった言葉の名残――そんな気配を消し去ろうとするみたいに、風が流れていく。
　しばらくして、桐子は公園の前で足をとめた。もちろん桐子は、そこがまさしくソラがあの二人に出会った場所だなどということは知らない。彼女は人気がないことを確認すると、その中に入っていった。
　公園には手持ち無沙汰な暗闇が広がるだけで、どこにも人影はなかった。鉄棒やすべり台といった遊具が忘れられたように置かれていて、街灯が空っぽのプールでも照らすように、乱雑な光を放っていた。
　桐子はブランコのところまで行くと、その上に腰かけた。ナツもその横に、同じように座る。ブランコは昼間とは違って、まるで眠っているみたいに軋んだ音を立てた。
「――お父さんのこと、話したっけ？」
　と、不意に桐子は言った。
　ナツはよくわからないまま、首を振る。

「お父さんが言語学者だってことは知ってるわよね？」

　桐子は小さくブランコを揺らしながら、話を続けた。

「私たちがどうやって出会ったかというと――というのは、いいとして――出会ってしばらくした頃、言うわけよ、あの人が。〝言葉っていうのはとても不完全なものだ〟って」
　どこか遠くで、窓の開く音がした。あるいは、閉まる音が。
「詳しいことはわからないんだけど、あの人の研究は要するに、言語の構築過程を調べる、みたいなことなわけ。つまり、どうすれば新しい言語ができるか、ということを調べてるの。そのくせ、〝言語なんていうものは不便で不合理で不適切で、大切なことは正確に伝えられないし、一方で誤解や悪意ばかり広めたりもする。ろくなものじゃない〟って、そう言うの。じゃあ何でそんなものの研究をするんだって聞いたら、こう答えるわけよ。〝それはたぶん、間違えることができるからだ〟って」
　街灯の光に蛾が引きよせられて、小さな羽音が聞こえた。

「あの人は言うわけよ、〝間違うっていうのは、新しい可能性なんだ〟って。人は間違いによって新しい発想を得てきた。人の願望の多くは、間違いによって成りたっている。空を飛ぶこと、海に潜ること、見たこともないものを作ること、存在しないものに名前を与えること。言葉は不完全かもしれない。でもその代わりに、私たちには可能性がある。もしかしたらそれを、自由意志と呼ぶのかもしれないような。ある意味では、運命さえ間違えて――」
「……何だかよくわからないな、それ」
　ナツはちょっと顔をしかめるようにして言った。いかにも父親の言いそうなことだとは思いながら。

「確かにほとんどこじつけだし、屁理屈みたいなものなんだけど、あの人は大まじめにそう言うわけよ。少なくとも、そんなふうに考えることはできるって」
　桐子はくすくす笑って、ナツの言葉を肯定した。それから、月の光みたいな柔らかな微笑を浮かべて言う。

「けどその時思ったのよ、ああ、この人には私がいないとだめなんだ。私にもこの人がいないとだめなんだ、って。そういうことを思うのは、わりとはじめてだったから最初は戸惑ったんだけど、そのうちそれがどういうことなのかわかってきたの。それはすごく単純なことだった。言葉にしても、間違わないくらい――で、私たちは結婚したというわけだ」

　言ってから、桐子は肩をすくめるようにしてナツのほうを見た。
「……ところで、こういう話って聞いてて恥ずかしい？」

「そうでもない」

「私はわりと恥ずかしいけどね」

　桐子は冗談めかして、そんなことを言った。風が吹いて、彼女はちょっと髪を押さえた。
「あんたが生まれたときのこと、覚えてる――？」

「……そりゃあね」
　とナツはできるだけ平気そうな声で言った。
「あの時は、本当に大変だった……」

　桐子はきこきこと、小さくブランコを揺らした。

「普通なら二つあるはずの胎盤と羊膜が一つしかなくてね。血液のこととかで問題があるし、とにかく不安定で私もよく体調を崩してた。本当に苦しくて、辛くて、何でこんなことになったんだろう、ってそんなことばかり思ってた」

「…………」

「でもとにかく、私たちはがんばった。私も、お腹の赤ちゃんも。ちょっと自分でも信じられないくらいに。あの時は、たぶんお父さんがいなかったら耐えられなかった。いろいろなことに神経を使って、いろいろな人に相談して――でも結局、二人ともを助けることはできなかった」

　桐子のブランコは、ゆらゆらと揺れていた。まるで小さなため息をつくみたいに。
「そのことはずっと覚悟してたけど、やっぱりショックだった。あの時ああしてれば、もしもあそこでああしなかったら……そんなことばかり考えてた」

　そう言ってから、桐子はぴたりとブランコをとめた。「でもね――」

「でも、思ったの、ナツが生まれて、もう一人のナツが死んだとき、それでも〝生まれてきてくれてありがとう〟って。この子は生まれてすぐ大切なものの半分を失くしたかもしれないけど、ここはそういう不完全な世界かもしれないけど、でも〝ありがとう〟って」

　桐子はそして、ナツのほうに顔を向けた。

「私には魔法のこととか、この世界のこととか、そんなことはわからない。どう信じていいのかも。でもね、一つだけ確かなことがあるの。それはね――」

　そう言って、桐子はじっとナツのことを見つめた。

「――それはね、ナツが私たちの自慢の息子だっていうこと」

　にこりと、まるでそれが重大な秘密か何かみたいにして、桐子は言った。

「ねえ、そのことは知ってた……？」

※

　それは昔、ナツが遊園地に連れていかれたときのことだった。
　ナツはほとんど無表情といっていいくらいの顔で、休憩所のベンチに座っている。隣には父親の樹がいた。母親の桐子はいない。たぶん、トイレかどこかに行っていたのだろう。
　遠くのほうを、賑やかな気配とともに人々が歩いていた。友達や、家族連れ、恋人たち、誰もが和やかで親しげな雰囲気を漂わせていた。それ以外のものなんて、どこにも存在しないかのように。
　ベンチのまわりには人がおらず、そこだけが音のスイッチを切られたみたいに静かだった。幼いナツは、視力検査でもするような格好で左目を手で覆い、ただぼんやりとそんな光景を眺めていた。

「――楽しくないのかい、ナツ？」
　不意に、声が聞こえた。見ると、樹がこちらをのぞきこんでいる。よく晴れた真昼の空に、白い月でも発見したような顔つきで。

「別に……」

　ナツは手を下ろして、答えた。本当にそう思っていたから。ナツにとって、ここは意味のある場所ではない。けれど、
「しかし、僕は非常に楽しいんだな」

　と樹は言葉通りの笑顔を浮かべて言った。

　そんな樹を、ナツは不思議そうな顔で見つめる。この父親にはそんなところがあった。秘密の合い鍵でも持っているみたいに、相手の心の重要な部分に入りこんでしまう。
「――僕はナツやお母さんとこうしているだけで、非常に楽しい。楽しくないことをつい忘れてしまうくらい、楽しい。それはとても幸せなことだし、そんなふうにしていられるのはナツのおかげなんだ。例えナツがそうでないとしてもね」
　ひどく自然な態度で、樹はそんなことを言った。鳥が風を受けて空を飛ぶみたいに、とても当たり前に、とても簡単そうに――

「ナツがこの世界にいるだけで、僕は幸せになれるんだ。ナツに意味がないとしても、僕にはそれがある。世界はそんなふうに、バランスをとることもできる。どこかの蝶のはばたきが、思いもよらない運命のきっかけになるみたいにね」
　樹はちょっといたずらっぽい表情を浮かべ、手をひらひらと動かしてみせた。それがどこか遠くの運命を今しも左右している、というふうに。
「でも、お父さんによくったって、僕にとってもそうだってわけじゃないよ」
　ナツは無感動な口調で、そう反論した。それに対して、樹は重々しい動作でうなずいてみせる。

「そう、それはとても大事なことだ。相手を思いやる心。和をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たっと),尊)ぶ信念……だが本当は、そんなことはたいしたことじゃないんだ。そこが温かくて居心地のいい場所であるなら、相手がどんなに嫌がっていても、強がっていても、たいしたことじゃない。相手の事情や、理念にも関係ない。理由だっていらない。何故なら、世界にはそういう場所が必要なんだから」
　そう、樹は言った。

　久良野樹は単なる偽善や、ごまかしや、言い訳としてそれを言ったわけではない。そのことは、ナツにもわかっていた。それはたぶん、何の見映えも、華やかさもないけれど、日常についての大切さ語った言葉だった。
　けれど――

　結局のところそれは、何の意味もない言葉だった。片目で世界を眺めているような今のナツにとっては、理解ができない言葉。底の抜けた器に水を注ぎこむのに似て、その時のナツにはまるで届かなかった言葉。
　でも零れ落ちたその言葉はたぶん、ナツの心のどこかに深く沈みこんで、それを内側から守っていた。長い時間をかけて、ゆっくりと。
　魂の半分を失くして、それでもナツが今のようでいられたのは、たぶんこの両親がいたからなのだろう。
※

　その日の夜、公園から帰ってナツがまずはじめにしたことは、電話をかけることだった。
　電話の相手はちょうど一年前に知りあった、ある少年である。

　夜もかなり遅くなっていたが、その少年はちゃんと起きていた。以前に聞いたのと同じ、ひどく落ちついた声が電話の向こうから聞こえる。
「頼みがあるんだ」

　と、ナツは単刀直入に言った。相手の少年はそれを咎めもせずに、黙って先をうながしている。

「人を探すのに力を貸して欲しい」

　ナツは真剣に、簡潔に用件を伝えた。

　そう――

　魔法に関することは、魔法使いに聞くのが一番だった。

４

　翌朝早くに、ナツは家を出発した。

　駅まで行って電車に乗り、目的地に向かう。早朝に近い時間帯の電車は、部活か何かがあるらしい学生や、勤め人とおぼしき人影でまばらに埋まっていた。時間の動きはひどくぎこちなく、まだ半分眠っているようでもある。
　三つほど駅を過ぎたところで、ナツは電車を降りた。その頃には電車の中はがらがらで、降りたのはナツのほかには誰もいない。
　改札を抜けると、バスターミナルに向かった。ほぼ同時にバスが到着して、ナツはそれに乗る。教えられたとおりの時刻だったので、誰かのように待ち時間を無駄にすることはない。
　バスは一昔前の、ちょっと古ぼけた感じのするものだった。ナツは前のほうの席に座ると、ぼんやりと窓の外を眺めている。

　家を出てからだいぶ時間がたったとはいえ、時刻的にはまだ朝方に近かった。けれど夏の朝はもうすっかり目覚めてしまっているらしく、世界は明るい太陽の光に満たされている。時間の動く音は、いつのまにか滑らかになっているようだった。
　しばらくするとナツはバスを降りて、教えられたとおりの道順をたどってその場所へ向かった。蝉の声が、もうかなり賑やかになりはじめている。

　その家の前にやって来ると、ナツは表札を確認した。間違いない。声をかけて、中での反応をうかがった。
　すると待つほどもなく、一人の老婦人が姿を見せている。

「ようこそ、いらっしゃい。あなたと実際に会うのははじめてよね、久良野奈津くん？」

　――佐乃世来理はそう言って、にっこりと笑った。
「どうかしら、お味のほうは？」
　と、来理は訊いた。一階の庭に面した居間である。二人はテーブルに載ったお茶を囲んでいた。
「――おいしいです」

　ナツは礼儀正しく返答した。ただ正直なところ、ほとんど感想らしいものは持っていない。確かにおいしいとは思うが、それだけである。大抵の場合、そうであるのと同じで。それに今は、それどころでもなかった。
「…………」

　そんなナツの様子を、来理はちょっと珍しそうに眺めている。

　彼女の言ったように、二人が顔をあわせるのははじめてだった。ただし、お互いのことはすでに知っている。昨夜、ナツが電話で話したのは彼女の孫にあたる少年で、それが二人の接点になっていた。双方ともに魔法使いである、ということも。
　居間に面したガラス戸の向こうには、夏の庭が広がっていた。草花は太陽に励まされるように、賑々しく咲き誇っていた。隅のほうには、鮮やかな向日葵の姿もある。床に射しこんだ光は、ものさしで引いたような直線を刻みつけていた。
「それで――」

　と、来理は静かな声で訊ねた。

「今日はいったい、どんな御用なのかしら？」

　ナツはカップを戻してから、慎重に言葉を選んだ。
「実は、魔術具を貸して欲しいんです」

「魔術具を……？」

　来理は言葉の重さを量るようにして首を傾げる。

「理由を聞いてもいいかしら？」

「それが必要だからです」

　決意というほどのものでもなく、かといって冗談というわけではない口調で、ナツは言った。
「…………」

　澄んでいるわりには不思議に見透しのきかないその瞳をのぞきこんで、来理は言う。

「あなたのことは簡単に聞いているけど、会うのははじめてね。だから私はまだあなたのことを何も知らないわ。あなたがどんな人間で、どんな考えかたをするのか、ということを」

「――はい」

「魔術具というのは、信用のできない相手には簡単には貸せないものよ。それは世界を不正に操作できるようなものなのだから。それに私のしていることは、いわば又貸しみないなものよ。だからそれをするには、〝それなりの理由〟がなければいけないの」
　言われて、ナツはしばらく黙っている。記号を描きこんで魔法を具象化させるときと同じで、ゆっくりと言葉を形にするみたいに。
　そして――

「まだ、運命を取り戻せるからです」
　とナツは言った。
「…………」

　その言葉を聞いて、来理はあらためて目の前の少年を眺めてみる。

　ナツの瞳はどこまでも真剣で、底意などというものを考える必要がないほどまっすぐだった。何もない青空の中を、飛行機がくっきりとした航跡を残して進んでいくみたいに。
　それは種類は違うとはいえ、彼女の孫が時々見せるそれとよく似ていた。この世界を、この不完全な世界を、それでもためらうことなく見つめている、そんな瞳である。
「詳しい話を聞かせてもらえるかしら？」
　と、来理は静かに訊ねた。

　うなずいて、ナツは今までにあったことをかいつまんで説明する。ソラと出会ったこと、〈運命遊戯〉の魔法、彼女を狙う二人の男のこと、彼女の祖父が知っていたという秘密、二人の男に一度は捕まって、執行者を名乗る女性に助けられたこと、そして彼女の属する委員会が敵対組織と取り引きをして、ソラが連れていかれてしまったこと――

「僕はソラを探すつもりです」
　とナツは言った。

「ソラはこの世界でどうしようもなく一人ぼっちで、何の力もなくて――だから誰かが、あいつを守ってやるべきなんです。誰かが、あいつのために何かをしてやらないと。でないと、世界はあまりにひどい場所になってしまうから」

「…………」

　来理はその話を最後まで黙って聞いていたが、ちょっと困ったような表情を浮かべている。

「あなたが会った執行者というのは、千ヶ崎朝美さんという人じゃないかしら？」

　と、来理は訊いた。

「知ってるんですか？」

「ええ――」

　どう話せばいいのか少し迷っている、という様子で来理は言った。

「これは言っておかなければならないのだけど、私は委員会の協力者とでもいうべき立場よ。朝美さんとも顔をあわせたことがある……つまり、委員会がこの件から手を引いたのなら、私としてはあなたに力を貸してあげるのは難しくなる、ということね。形はどうあれ、私は委員会に逆らうことになるのだから」
「――なら、僕に脅されたことにすればいいんです」
　ナツはほとんど考えも、ためらいもせずに言った。

「あなたに？」

　来理はちょっと驚いた、というふうに何度か瞬きしている。

「小学生の男の子に、私はいったい何を脅されたっていうのかしら？」

「例えば、〝孫をいじめられたくなかったら協力しろ〟とか」

「それは――」

　つぶやいてから、来理は軽く絶句してしまった。それは確かに、そうだった。もしもそんなことをされれば、彼女はなかなかに傷ついてしまうだろう。
　来理はそう思って、けれど実際にはくすくす笑ってしまっていた。何だかおかしかったのだ。ナツは真顔で、そんなセリフを口にしている。この少年はどこまで本気で、どこまで冗談なのだろう。

「――わかりました、あなたに魔術具を用意しましょう。脅されたのだから、仕方ないわよね？」

　ナツは平然とした様子で、うなずいている。それも何だか、来理にはおかしかった。

「……でも、困ったことが一つあるの」

　と、来理は急に表情を曇らせて言った。

「困ったこと？」

「あなたはその、ソラという子の居場所を知りたいのだろうけど、特定の個人を見つけるような魔術具は存在しないのよ。似たようなものなら確かにあるのだけど、おそらく今は役に立たないでしょうね。時間がかかりすぎるし、確実性にも欠ける」

「でも何か――」

「ええ、一応はあるわ」
　と来理はナツの言葉を遮って言った。
「見つかる可能性は低いけれど、試してみる価値くらいあるものはね。それは宝くじを当てるみたいに本当に低い確率だけど――」

「やります」

　来理の言葉が終わるのも待たずに、ナツは即答した。たぶんもう、迷っているような時間は残されていない。

「……いいでしょう」

　こくりと、来理はうなずいた。

「少し準備をしてくるから、あなたはここで待っていて。それほど時間はかからないと思うから」
　そう言うと、来理は立ちあがって居間から出ていってしまった。
　あとにはナツと、まだほんの少しお茶の入ったカップが残されている。外からは蝉の声が聞こえて、まるで雨足が激しくなるみたいに、太陽の光はその強さを増しつつあった。
　そしてしばらくすると、来理が戻ってきている。
「準備ができたわ」

　と告げられて彼女に案内されたのは、家の奥のほうにある一室だった。その扉が開けられると、中には白い空間が広がっている。壁面は漆喰で固められ、床と天井にはモザイク画のようにして奇妙な模様が刻みこまれていた。厚めの石壁によって囲まれているらしく、空気は思いのほか冷やりとしている。窓はなく、やや広めの牢獄といった感じがしないでもない。
「ここは〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(チェンバー),魔法室)〟よ」
　と、来理はナツを招きいれながら言った。
「といっても、正確にはこれも魔術具の一種というべきなのだけど。この部屋では、魔法の揺らぎを制御しやすくなるの。強さや、方向性、位置、そんなことをね」
　説明しながら、来理はナツを部屋の中央に移動させた。そこには特に変わりのない机とイスが置かれている。

　そしてその上には、一見すると機械式の天球儀か何かみたいなものが乗せられていた。

「これは〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ロケーション),観測魔法)〟の魔術具よ。この魔法は人の存在を検知できるの。検知といっても、それほどはっきりとではなく、抽象的な光か影みたいなものでしかないけれど。そこにいる人数くらいはわかる、というところね。かなり広い範囲を調べられることには違いないのだけど」
「…………」

「可能性が低い、といったように、これで見つけられるかどうかは微妙ね。個人の識別は難しいでしょうし、そもそも距離が離れるほど焦点をあわせるのが大変になっていくの。遠くの星ほど、ぼんやりとした光にしか見えないのと同じでね。感じとしては、衛星写真で見た地球に似ているかもしれないわ。たくさんの光があるけど、そのどれが自分の家のものかはわからない」
　来理はその無骨そうな球体の骨組みに、そっと手を触れた。
「この部屋なら多少の補助が得られるとはいえ、あなたがやろうとしていることは、まさしく藁山の中から一本の針を見つけだすような行為よ。そのソラという子の存在を、あなたはほかの何千、何万の光の中から選びださなくてはならない――それでも、やるつもりかしら？」
「はい」

　何の迷いもないその答えに、来理は少しだけ笑ってから、ナツを机の前に座らせた。

「魔法の揺らぎを作ったら、うまく魔術具にあわせて。そうしたら、魔術具のほうがそれを魔法の形に変えてくれるわ。細かい操作は、何とか自分で工夫をして」
　黙ったまま、ナツはうなずいた。

「……それから、これは消耗の激しい魔法よ。距離が遠いほど、精度が高いほど、魔法を維持するのが難しくなっていく。決して、無理はしないように」
「気をつけます」

　ナツは短く、そう答えた。

　来理は何かに手をのばそうとして、けれどやっぱりそれをやめたような、そんな表情を浮かべた。彼女が言うべきことは、もう何もない。
「――それじゃあ、がんばって」

　部屋を出ていくときに、来理は照明を暗くした。そのほうが集中しやすいから、ということだろう。

　扉の閉まる音がすると、あとにはナツだけが残されている。ロウソクをふっと吹き消しでもしたみたいに物音が消え、冷やりとした静寂があたりを覆った。まるで世界が、どこかに消えてしまったようでもあった。

「…………」

　ナツは一度大きく深呼吸をすると、ゆっくりと目をつむった。

　そして慎重に、魔法の揺らぎを作っていく。

　〝観測魔法〟にその揺らぎをあわせると、それはちょうどスタンプでも押すように形が整えられていた。多少のこつは必要だったが、どちらかというとそれは、ナツが普段やっている魔法に似ていた。その場に応じて適宜、揺らぎの形状を調節してやるといったような――
　魔法が発動すると、ナツはさっそくその操作にとりかかった。来理が説明したように、それは望遠鏡で星をのぞくのと同じような仕組みだった。全体を見ると細かいところが曖昧になり、倍率を上げれば見える範囲は狭まってしまう。そして検知される人の存在には、最大限に拡大しても有意な違いがあるとはいえない。
　ある意味でそれは、真昼の空に星の光の一粒を探しだすのに似ていた。
（ソラ――）

　意識を集中しながら、ナツはその少女のことを思った。青空みたいに、いつも自然に笑っていられる少女のことを。
　ナツは諦めるわけにはいかなかった。

　この不完全な世界を、ナツは守らなくてはならなかった。

「…………」
　来理は部屋の外に出てそっと扉を閉めると、しばらくその前でたたずんでいた。
（あの子、似ているかしら）

　と来理はふと、そんなことを思っている。久良野奈津という少年と、彼女の孫――

　それはまるで種類の違う少年同士ではあったけれど、それでもどこか似ていた。
　来理は静かに、扉の向こう側の揺らぎに感覚を澄ませてみる。部屋の中でナツはがんばっているようだったが、必ずしもうまくいっているとはいえない。そもそも、あの魔法では目的をはたすのは難しいだろう。

　顔をあげて、来理は少し逡巡するようにしてからその場を離れた。そして廊下の途中にある、電話機のところに向かう。
「私にしてあげられるのは、こんなことくらいね――」

　来理は小さくつぶやいて、ある人物のところに電話をかけはじめた。
５

　暗闇に、光の粒が浮かんでいる――
　イメージとしては、そんな感じだった。中心から離れると、光の粒は小さく多くなり、近づくと大きく少なくなる。
　ナツは魔法を微調整しながら、光の粒を調べていく。時々、ピントの調節に失敗したように、暗闇にさざ波が広がった。そうすると光がぼやけて、それを鎮めるためにはしばらく集中しなくてはならない。
　それでも、ナツはこの魔法の扱いに習熟しはじめていた。かなりの繊細さと集中力が必要だったが、できないことはない。
　けれどそれでも、ソラを見つけられるかどうかは不明だった。光の粒は膨大で、どれも形が似ている。その中から、たった一人の少女を見つけだす必要があった。来理の言ったように、可能性は本当に低い。
　魔法を操作して、ナツは暗闇をそっと動かしていく。コップの水に波が立たないように、慎重に。そしてどこかに見覚えのある少女の気配はないかと、神経を凝らしておく。
　例の魔法のことが、ふとナツの頭をよぎった。あの魔法が、運命について何か教えてくれれば。あの戯言みたいな言葉の中に、何かヒントのようなものがありさえすれば――

（くそっ――）

　一瞬、揺らぎがぶれて暗闇に波紋が生じた。ナツは心を落ちつかせて、もう一度魔法を安定させる。
　その時だった。

　ふと、かすかに覚えのある、そんな感覚に気づいた。はじめてみる景色を、いつか見たものと同じに思うような、そんな感覚――

　暗闇を乱さないようにそっと、ナツはその部分へと移動した。コンマ単位で望遠鏡の角度と距離を調節するように、位置と倍率をあわせていく。神経をぎりぎりまで絞りあげながら、意識を集中させた。細い糸をさらに細く裂くようにして、魔法の揺らぎをコントロールする。
（あと、少し――）

　手をのばすことを、ナツは少しもためらわなかった。

　けれど――

「その辺にしておいたほうがいいでしょう」

　という声が、不意に聞こえている。
　途端に、ナツの意識は集中が切れて、魔法が解けてしまっている。
　その最後の瞬間、ナツにわかったのはその誰かが天橋市のどこかにいるらしい、ということだけだった。場所の感じからすれば、ホテルのようなところかも知れない。だが、それ以上のことは現像に失敗した写真みたいに、はっきりとはしなかった。
　極度に集中していたせいで、ナツはなかなか現実に意識をあわせられなかった。声のほうを見ても、それが誰なのかがすぐには認識できない。

「……魔法の使いすぎです」

　と、その人物はどこか聞き覚えのある冷静な声で言った。

「それ以上の無理は、精神的に何らかの故障を引き起こしかねません」
「――千ヶ崎さん？」

　ナツはようやく、その人物が誰なのかを理解した。
「ええ、そうです」

　と朝美はうなずいた。その頃には部屋の電気がつけられ、来理が入口のところに姿を見せている。

「何で――？」

　ナツは立ちくらみに似た状態のまま、言った。

「佐乃世さんに呼ばれたのです。もっとも、あなたがいるとは聞かされていませんでしたが」

　そう言って、朝美はかすかに視線をそらせている。
「……あなたには本当に悪いことをしたと思っています。ですが委員会の判断は、仕方のないことだとも言えるのです。私にはどうすることもできません」
「大人の事情ってやつですか――」

　ナツはかすかによろめきながら、それでも立ちあがって言った。
「でも僕は、ソラを諦めるつもりなんてないんですよ。例え運命でそう決まっていたとしても。誰かが、あいつのためにそれくらいのことはしてやるべきなんです」
「けれど、あなたに何ができるというんですか？」

　朝美は言った。非難するでも、嘲笑するわけでもなく、ただ事務的に。
「――できるさ」

　けれどナツは、即座に答えている。

「魔法は、そのためにこそあるんだから」

　そう――

　ナツにとって、魔法というのはそういうものだった。

　それはかつての完全世界などとは、何の関係もないものだった。それはただの道具であり、方法の一つにすぎなかった。それをどう生かすかは、〝魔法〟ではなく〝魔法使い〟の問題なのだ。そしてこの不完全な世界で、それでも守るべきもののために、ナツはそれを必要としていた。

「…………」
　朝美は黙ったまま、この少年のことを見つめている。年端もいかず、ふらふらで、この世界に対してあまりにちっぽけな存在でしかない少年のことを。
　やがて、朝美は言った。

「あなたは委員会の人間ではありません」

「……？」

「だからあなたがどう行動しようと、委員会とはまったく関係のないことです。例えば、あなたが偶然、透村穹の居場所を見つけたとしても」
「――――」

「これが、私にできる最大限の譲歩です」

　最後に少しだけ笑って、朝美は言った。

「あとはあなた次第です。もしもあなたが〝完全な魔法〟の使い手なら、この世界そのものさえ、どうにかできるのかもしれません」

※
　それから半日以上がたって、時刻は深夜になろうとしていた。

　天橋市内を、一台の車が移動している。時間が時間だけに、あたりはすっかり暗闇に閉ざされていた。道沿いの街灯やコンビニの明かりが、昼の落し物みたいに輝いている。人通りはなく、車もほとんど走ってはいなかった。
　車には、雨賀と烏堂、それにソラの三人が乗っている。

　ソラは後部座席で、ぼんやりと手元を見つめていた。その手には、何かが乗せられている。ただ車内は暗すぎて、それをはっきり見ることはできなかった。
「何を見てるんだ？」

　助手席で、烏堂がふと気づいたように訊ねた。雨賀は前方を向いたまま視線は動かさない。
　ソラはしばらく黙っていたが、

「……私の大切なものだ」

　とだけ、簡単に答えた。

　そうしてソラは、その蓋の裏側をそっと指でなぞる。

　暗くてろくに見えはしないが、そこには〝天使〟の絵が描かれているはずだった。自分の居場所を示すコンパスに、魂を守ってくれる天使の絵が。例え実際に見ることができなくとも、ソラにはそれがわかっていた。

　そこには、優しい魔法があるのだと――

（私は、大丈夫だ）

　ソラはだから、そう思っていた。

　この魔法があるから、大丈夫。例え運命がどれだけ残酷な選択を迫ろうと、例えこの世界がどれだけ不完全な場所であろうと、大丈夫――
　ソラはもう、泣かなかった。

　泣く必要など、なかったのだ。

　――透村穹は確かに、幸せだったのだから。

６

　深夜の駅には、まるで人気というものがなかった。

　もはや最終電車の出発を待つだけの構内は静かで、一日の仕事もすべて終わり、眠りにつくまでの時間をただ待っているように見える。駅のあちこちを照らす光も、半ば以上は夢の中に沈んでいた。

　その駅の三番線と四番線のホームに、四人の人影が立っていた。

　雨賀、烏堂、朝美、ソラの四人である。予言された一連の出来事のうち、それに関わる四人がここにそろっていた。

「もう一度、最終確認といこうか」

　と、雨賀は言った。ホームに人影はなく、電車はすでに停まっている。車両の緊急点検のため、発車時間の遅延が生じていた。何かの道具が用意され、数名の工員が線路上で作業にあたっている。

「――ええ」

　朝美は相変わらずの、事務的な態度でうなずいた。

「透村穹が所定の場所まで無事に移動したことを確認したら、取り引きは成立だ。俺たちは組織についていくつかのことをあんたたちに教える。その代わりに、俺が〝お姫様〟を目的地まで連れていくあいだ、烏堂があんたといっしょにいる。取り引きが済んだら、あんたは烏堂を解放する」
　無言のまま、朝美はうなずいた。

「……この取り引きは、お互いの〝上〟が決めたことだ」

　雨賀はちょっと黙ってから、特にどういう感情を込めることもなく訊いた。
「だがあんたはそのことを、どう思ってるんだ？　自分が助けた子供を、その相手にまた渡すっていうのは」
「私は委員会の命令に従うだけです」

　朝美はまるで、表情を変えていない。

「それが執行者の役目ですから」

　ふっ、と雨賀は笑った。別にどうだっていいのだが、というように。

「烏堂――」

　と雨賀は傍らの、相棒のほうを振り返っている。

「一応、気をつけておけよ。お前のことだから大丈夫だとは思うが……それと、悪かったな。こんなことにまで巻きこんで」

「僕は別に気にしてませんよ」

　烏堂は幾分のん気そうな感じで、そう言った。

「人質といったって、ただの間にあわせみたいなものですからね。雨賀さんのほうこそ、気をつけてください」
　言われて、雨賀は烏堂のそばに立つソラのほうに視線を向ける。

「…………」

　ソラはただ黙ったまま、何かを考える様子もなくじっとしていた。その表情はもはやすべてのことを諦めて、ただ運命に身を任せているだけのようにも見える。

「……電車が発車するまで、あと三分てとこか」

　腕時計を確認して、雨賀は言った。

「どうやら、このまま何も起こらないみたいだな。久良野奈津とかいったか……あの生意気なガキもどうしようもなかったらしい。あの小僧にはずいぶん手こずらされたが、それも終わりだ。さすがにここまで追ってくることはないだろう」
　雨賀の口調はどこか冷笑的であり、そのくせ感慨めいたものも含まれていた。

　そのあいだも、電車は別の世界からやって来た感情のない獣みたいに、じっとしていた。その巨大な鉄の塊は、ほかのものの運命など知らぬげな様子で、倨傲な無関心の中にある。
　朝美は最後に、雨賀に対して一つだけ質問をした。

「あなたたちはいったい、何をするつもりなんです？」

「――簡単なことだ」

　雨賀はその言葉通り、ひどくそっけなく答える。

「〝完全世界〟を、取り戻すのさ」

　そうして発車を告げるアナウンスが、奇妙な響きかたをしながらホームに伝えられた。点検作業は無事に終了したらしい。雨賀とソラは、乗車口のところへ向かった。

「……？」

　その時、ソラはふと地面の奇妙な模様に気づいた。

　電車の光や照明の加減で、たまたまそうなったのだろう。そこにはちょうど車輪に似た形の影が浮かびあがっていた。運命が、何かをそっと告げでもするかのように。
「気をつけたほうがいいですよ」

　不意に後ろから、朝美がつぶやくように声をかけている。
「誰もが、それを求めるわけではないのですから」

「…………」

　雨賀は何の返事もしないまま、ソラを連れて電車に乗った。車内に人影らしきものは見られない。やがて小さな音を立てて、扉は閉じられた。
　そうして、まるで世界から遠く離れていくように電車は動きはじめている。窓の外にはただ、深い海にも似た暗闇が広がるばかりだった。
　乗客は絵の具でも塗り重ねられたように、一人もいなかった。聞こえてくるのはレールの上を走る車輪と冷房の音だけで、あとは物音一つしない。車内を照らす光は、水と油が分離するみたいに夏の闇を押しのけていた。
　無人のシートがただ並ぶだけの光景は、どこか教会の聖堂のような、そんな雰囲気を漂わせていた。静かに、ただ祈りだけを要求するような、そんな雰囲気が――
　雨賀とソラは電車の、対面シートに座っていた。ソラは窓際でぼんやりと、自分の姿が映った暗い外の世界を見つめている。雨賀は通路側で、何かの紙片を取りだして眺めていた。
「……なるほどな」

　と、雨賀はつぶやいている。その頬は、皮肉めいた感じに微笑していた。
　そのつぶやきをソラは聞いているのか、いないのか、何の反応もしない。が、雨賀は気にせずに続けた。
「〈運命遊戯〉か、まったく厄介な魔法だよ。それにこれを見るかぎりじゃ、ほとんどの予言はもう終わってしまっているらしい」

　雨賀が手に持っていたのは、例の〝予言〟が書かれた紙だった。

　それは昨日、ソラが家を出るときに持ってきたものだった。雨賀にそう、指示されていたのである。

「こいつを知っていれば、ここまで苦労せずにすんだんだがな。応援を一人か二人呼べば、それで予言を成立させずにすむ。しかしまあ、そんなことを言ってもはじまらんのも事実だ。過去は変えられん――運命も、な。それに肝心の予言のほうも、まだ終わったかどうかわからん」
　電車の粗い光の下で、雨賀は文章をそっとなぞるように指を滑らせた。
「〝道化師〟――つまり、魔法使いか。それが〝五人〟。そして最後の文章、〝五人目がすべてを決定する〟。つまり五人の魔法使いがいて、五人目が運命を決めるわけだ。とすれば、この〝五人目〟はやはり魔法使いの一人ということだろう」
「…………」

「俺、烏堂、執行者、〈運命遊戯〉の術者、それにあの久良野奈津とかいう小僧――これで〝五人〟なわけだ。とすると、これから現れるであろう〝五人目〟が誰なのかは、考えるまでもないだろう。まあ予言が成立しない場合や、解釈が異なる可能性もあるが、それでもかなりの確率で、な」

　そう言って、雨賀は紙片をたたんでポケットにしまっている。

「――ナツは」
　と不意に窓から視線を外して、ソラはかすかにうつむきながら言った。
「ナツは、ここには来ない」
　雨賀はけれど、断定するように告げた。

「それはお前の願望だ」

　ソラはきっ、と雨賀をにらみつけるようにして言った。

「だがこれはさっき、お前が自分で言ったことだ。ナツがここまで来ることはないだろう、どうにもならなかったらしい……そう、お前が言ったんだ」
「普通なら、な」

　雨賀はまるで、ソラのことなど意に介さずに言った。

「だが世界が〈運命遊戯〉の影響下にある今、そんなことには何の意味もない。運命は術者の意図や意識などとは関係なく、それこそサイコロでも振るみたいに決められていくのさ。例えそれがどんなにでたらめな確率だろうと」

「…………」

「何にせよ、予言はもうすぐ終わる。この、いい加減で下らない遊戯みたいな運命も、もうすぐ決着する。お前が望むべく〝未来〟を手にするかどうかはな――」
　ソラは黙ったまま、また少しうつむいている。座席からは液体の密度が変化するような、電車がカーブするかすかな力動が伝わっていた。

「……そんなはずはない」

　まるで宙空からそっと大切なものを手放すように、ソラは言った。

「私はさよならをしたんだ、あの時、ちゃんと。私はもう、ナツを自分の運命に巻き込むつもりはない。これ以上、迷惑をかけるつもりは。あの時、私たちの運命は別々に分かれたんだ。それが交わることは、もうない……」
　それは――

　運命の糸を自らの手で断ち切るような、そんな口調だった。処刑用の拳銃に自ら弾丸を込めるような、絞首用の踏み台を自ら蹴り飛ばすような、そんな。
　雨賀はそんなソラを見ていたが、不意に煙草を一本取りだして指に挟んでいる。

「六年ほど前のことだ」

　と、この男はいきなりそんなことを言った。

「……？」

　ソラは不思議そうに、雨賀のほうを見る。雨賀は特にどういう表情もないまま、まるで独り言のように続けた。

「俺は街を歩いていた。よく晴れた日だった。場所はごく普通の、どこにでもある繁華街だ。夏のはじめだったが風があって涼しくて、気持ちのいい一日だった。その時の俺には連れがいた。特に用事はなかったんだが、そいつが出かけるように言いだしたんだ。結婚はしていなかったが、俺とそいつはいっしょに暮らしていた」
　言いながら、雨賀は指に挟んだ煙草の先を見つめている。航海士が、夜の空に北極星を探すみたいに。

「それで、ある交差点にさしかかったときのことだ。俺はその前で立ちどまって、煙草に火をつけようとしていた。何故だか、ライターが見つからなくてな。そのあいだに、そいつは横断歩道のところまで行っていた。何人かが、同じように信号待ちをしていた。信号が変わって、みなが歩きはじめた。そいつは俺のほうを見てから、仕方なさそうに歩きはじめた。俺はまだライターを探してた。車が突っこんできたのは、その時だ――」
　とんとん、と雨賀は煙草で肘掛けを無意味に叩いている。

「――車は横断歩道を突っ切って、電柱にぶつかってとまった。フロントが柱の形になって見事にひしゃげていた。運転手は即死だった。あとから聞いた話だと、そいつの血液から薬物反応が出たらしいが、まあそんなことはどうでもいい」
「…………」

「問題なのは、車が憐れな電柱に体当たりするまでに、もっと憐れな人間を三人ほどはねていた、ということだ。その三人には、俺といっしょにいたそいつも含まれていた。その三人のうち二人は軽症で助かったが、そこにそいつは含まれていなかった。そいつと運転手だけが死んだ。俺は煙草の火を探していたおかげで、かすり傷一つ負わなかった。そいつは俺が煙草の火を探していたおかげで、引かなくてもいい貧乏くじを引いた――」

　そう言って、雨賀は煙草をいじる手をぴたりと止めた。

「俺はそれから、煙草を吸わなくなった。少なくとも、火をつける気にはならなかった。俺が煙草を取りだすのは、大抵は魔法を使うときだけだ。たいした意味はない。結局のところ、俺の魔法なんぞ何の役にも立たなかったんだからな」
　不意に雨賀は、ソラのほうを見て言った。

「運命ってやつは、奇妙なものだと思わないか？　ほんの些細なことが、意外な結果を生んだりする。ただ天気がよかったというだけのことが、一人の人間を世界から消してしまうこともある――もしも、あの日雨が降っていたら。もしも、あの場所に行かなかったら。もしも、あの時煙草なんか吸おうとしなかったら」
　雨賀はそう言って、皮肉っぽく笑った。

「そんな〝もしも〟を前もってコントロールすることができたら？　サイコロの目を、自分の好きなようにしてしまうように。そうすれば、すべての人間に運命の保障が与えられるかもしれない。そういう意味では、〈運命遊戯〉は実に便利な魔法だよ」
　それだけのことを言い終えると、雨賀は口を閉ざした。夜の闇が、不意に世界を満たそうとするように。
「どうして……」

　ソラはそんな夜の底で、ふと口を開いた。

「どうして、そんなことを私に話すんだ？」
「――さあ、どうしてだろうな」
　雨賀はたいして興味もなさそうに肩を揺らした。

「ただ、予言てわけじゃないが、俺には予感みたいなものがある」

「……？」

　雨賀は、どこか悪魔じみた様子で言った。

「お前もいつかは結局、完全世界を望むことになるだろう」

※
「……わかりました、予定通りですね」

　と、ナツは落ちついた声で言った。

「ええ、大丈夫です。わかってます……いろいろすいません、ありがとうございました」

　そう言って、ナツは携帯電話の通話を切った。といってもそれは、電卓に〝アンテナ記号〟を描きこんだものである。もう用のないそれを、ナツはいつものようにウエストバッグにしまう。

　電話の相手はもちろん、千ヶ崎朝美だった。今のやりとりは、最終確認のためのものである。来理の家で朝美と話したあと、ナツはソラがどうなるかを詳しく聞いた。そしてソラが電車で移動することを知ると、次の駅で同じ電車に乗りこむことにしたのである。
「さてと――」

　ナツはつぶやいて、ホームのほうをうかがう。今いるのは、連絡階段の陰のところだった。やって来た電車から見つからないようにするためである。終電を待つだけのホームに人影はなく、ただ夏の夜だけが静かに眠っていた。

　二人の乗る電車に乗りこんでどうするかということは、ナツは考えていない。力ずくでどうにかできるとは思えなかったが、うまい方法も思いつかなかった。けれど、だからといって諦めるつもりもない。そのことだけは、はっきりしている。

　何故なら――

　この世界はまだ、ソラを失ってはいないのだから。

　遠くの暗闇に、電車の光が現れていた。電車はまるで、その光を運ぶこと自体が目的であるかのように、まっすぐこちらに向かっている。やがてホームをにわかに目覚めさせるようにして、それは到着した。甲高い金属音を立てて、巨大な鉄の塊は停止する。
　ドアが開くと、ナツはすばやく先頭車両に乗った。二人がいるのが、最後尾の車両だということは聞いていた。電車からは一人降りたほかは、それ以上降りる人間も乗る人間もいない。

　再び音を立ててドアが閉まると、電車は時間そのものでも動かすみたいに、ゆっくりと進みはじめた。
「よし――」

　つぶやいて、ナツは後方の車両に向かう。車内は無人で、ただ吊り革だけが所在なげに揺れていた。二つめの車両にも人影はなく、同じ光景が広がっていた。ナツは最後に、最後尾の車両へ移動する。
　連結部のドアに手をかけて、ナツはそれを開けた。

　その瞬間――

　ナツは何だか、嫌な予感がした。それはいつかどこかで感じたことがあるのと、同じもののような気がした。奈落すら存在しない穴の中に、飛び降りてしまったかのような。
　けれどナツは、もうドアの向こう側に足をいれてしまっている。

　そこには――

　今、あとにした車両と、まったく同じ光景が広がっていた。
　もちろん、車内に人影はない。無人の座席が、ナツを無言のまま嘲笑っていた。それは永遠に流れ続ける水路を前にして、静かに感覚が崩壊していくような光景だった。
　窓の外には暗闇が映っていたが、それは夜の闇とは異質のものだった。それはただ、どこにもつながっていないことを示すだけのものだった。蛍光灯の明かりが窓ガラスに反射して、車内の様子を幽霊のように写していた。
　ナツは車両の反対側まで走っていって、連結部のドアを開けた。

　……するとそこには、まったく同じ光景が広がっている。

　無人の通路を駆けぬけ、またドアを開いた。

　……同じである。やはりまったく同じ光景が広がっている。
　〈虚数廻廊〉

　それは、あの時と同じだった。ナツとソラが細い路地裏を逃走していたときと同じ――
　空間がループし、閉じている。無限大が裏返ってしまったようなゼロ。それはどこにも行きつかない、ひどく虚ろで、ひどく歪んだ、そんな永遠だった。

　ナツはその中を、走り続ける。もう何度目になるのかわからないドアを開けて、何度目になるのかわからない通路を駆けていく。
　けれど――

　ゼロに何を掛けてもゼロなように、それは無意味な行為だった。底のないコップで、水を汲むことはできない。球体の上をいくら歩いても、その果てにたどり着くことはできない。
　――それは何も変わることのない、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゼロ),永遠)だった。

　そんな場所からは、人は何も始めることはできないし、何も終わらせることもできない。

　ナツはいつしか、足をとめようとしていた。

　それが何を意味するのかを知りながら。それが、この救いのない永遠にからめとられてしまうことだと、知りながら。
　けれど、人は一人では永遠に耐えられない。魂は、その空虚に耐えるようにはできていない。
　――ナツはとうとう、足をとめた。

　そしてナツの魂は、凍りつこうとしていた。温度の存在しない膨大な暗闇の中では、すべての光と熱が失われてしまうように。
　それは死よりもなお、悲劇的なことだった。

　ナツは死人のような動きで、ウエストバッグからカッターを取りだした。そのカッターの刃をきりきりと迫りだすと、ナツは――
７
「――終わったようだな」

　と、雨賀はふとつぶやいた。
「？」

　ソラがそれに気づいて、窓の外から視線を外し、ちょっと不思議そうに雨賀のことを見る。

　すでに、いくつかの駅を通りすぎていた。そのあいだ、電車に乗る者はいないし、当然降りる者もいない。目的の駅に着くまでは、まだだいぶ時間があった。夏の夜は相変わらず、どこか薄ぼんやりとした様子で世界を覆っている。
「あの小僧だよ、久良野奈津。やはりここまでやって来た」

　と雨賀は煙草を口から離し、無感情に告げた。

「嘘だ」

　ソラはぎゅっ、と膝の上で拳を握る。

「本当さ」
　雨賀はソラのほうを見ようともせずに言った。

「〈暗号関数〉だよ。〝久良野奈津がドアを開ける〟条件で、〝魔法が発動する〟ようにしてあった。あいつはそれにひっかかった。やつがここまでたどり着くことはない。どこまで行っても平行線が交わらないようにな。そして、人は永遠に耐えられるようにはできていない。残念だが、あの小僧の精神は今頃壊れかけているところだろう」
「ナツは――」

　とソラは何かを言おうといして、けれどどんな言葉も浮かんではこなかった。

「――そんなはずはない」

「ある意味では、予言のとおりだ」
　雨賀はかすかにため息をつくようにして言った。

「〝五人目がすべてを決定する〟〝心臓に十字の杭が打ち立てられ〟てな。可哀そうなことをしたが、これもある意味ではやつの望んだことだ」
「ナツがそんなことを望むはずがない……！」

　そう言ったソラの声は、強く叩きすぎて壊れそうなピアノの音に似ていた。

「いいや、それは違うな」

　雨賀は残酷ですらない無慈悲さで告げる。

「やつは完全世界を求めた。だからここまで来たんだ。それはまだやつにとって失われたわけじゃなかった、やつはそれを諦めるわけにはいかなかった」
「…………」

　ソラは真空中に言葉が失われるようにしながら、首を振っていた。

（違う、そんなものじゃない――）
　と、ソラは思っていた。

　久良野奈津は、完全世界なんかのためにここまでやって来たわけじゃない。あの少年はむしろ、この不完全世界のためにこそそうしたのだ。
　この壊れやすい世界を――

　この夢みたいに儚い世界を――

　それを、守るためにこそ。

「ナツは――」

　ソラが言おうとした、その時――

※
　それは、ほんの小さな約束だった。

　二人の少年が生まれる前に交わした、小さな約束――
　この世界で言葉が生まれる前に交わされた、小さな約束――

　それはただの思いつきのようなささやかなものではあったけれど、確かに約束と呼んでいいはずのものだった。

〝ねえ、交換しない？〟

　互いの存在が世界で一番近い距離にある場所で、一人が言った。
〝交換？〟
　それと同じもう一人が、訊きかえす。
〝そう、ボクたちは同じ存在だけど、魂まで同じってわけじゃない〟

〝うん〟
〝この世界がどんな場所かはわからない。そこは冷たいかもしれないし、熱すぎるかもしれない。でもボクたちは、お互いを助けあえると思うんだ〟
〝そうだね〟

〝だから、ボクたちの魂を半分ずつ交換しあおう。そうすれば、きっと何があっても大丈夫。いつだって相手の中に、自分の半分が残っているんだから〟

　――それは、魂の生存戦略とでも呼ぶべきものだったのかもしれない。遺伝子が二重構造をもって自己保全を図っているように、魂を二重構造化して自分たちを守ろうとしたのである。
　けれど、それは始まりもしないうちに終わってしまっていた。

　二人のうちの一人は、生まれる前に死んでしまった。そして魂の半分を失った一人だけが、この不完全な世界に残されていた。

　この世界では、どんな大切なものでも失われるし――
　どんなに小さな約束でも、破られてしまう――

　だからナツは、どこかで思っていたのだ。

　人は運命の前では、何もできないのだと。いくら抗おうと、いくら知恵をつけようと、いくら魔法を使おうと、その巨大な歯車をどうにかすることなどできないのだ、と。

　けれど――

　けれど透村穹は、あの少女は――

「みんなが望んだから、私は生かされている。私が生きていれば、みんなの望みを叶えることができる。だから、大丈夫だ。私は一人で生きているわけじゃない」

※
　ソラが言おうとした、その時――
　ガシャン
　という音がして、二人のいる車両との連結部が開かれている。

　そこには、ナツが立っていた。

「……馬鹿な」

　雨賀は思わず手に持った煙草を落としながら、席から立ちあがっている。

　けれど――
　世界を大きな魔法の揺らぎが覆っていることに、雨賀は気づいていた。世界のすべてを変えてしまいそうな、そんな揺らぎが。そう、これは――
　雨賀の隣で、ソラも立ちあがって後ろを振りむいている。

「ナツ……？」

　けれどソラは、どこか戸惑うようにして言った。ソラには何故か、それが自分のよく知っている少年には見えなかったのだ。

　ナツはどこかぼんやりした様子で顔をあげ、二人のほうを見た。

　その左手の指先からは、赤い雫が滴り落ちていた。二人から確認することはできなかったが、ナツの服の下、その胸の中央付近には、赤い十字の記号が描かれていた。〝心臓に十字の杭が打ち立てられ〟ていたのである。

「――何故だ」

　雨賀は混乱しながらも、ナツと向かいあうようにして通路に立った。

「どうしてお前は、あの〈虚数廻廊〉を抜けだした。それもまったくの無事で――！」

　ナツはあたりを確認するような、はじめて世界を認識するような、そんな顔をしていたが、

「正確には、オレはナツじゃない」

　と、いきなりそんなことを言った。

「……何だと？　どういう意味だ、それは？」

「言ったとおりだよ」

　ナツは――もう一人のナツは、落ちついた様子で答えた。

「旧い約束なんだ。〝ボクたちはお互いを助けあえる〟。オレたち二人がまだ生まれる前に交わした約束、魂の半分を交換しあって結んだ約束――」
　雨賀は訳がわからないといった具合に顔をしかめている。その横で、ソラはナツの言葉の意味をほぼ正確に理解していた。

「ナツの魔法、その〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゴースト・クラフト),幽霊模型)〉がぎりぎりで〝完全な魔法〟になったおかげで、オレは形になることができた。ナツが〝魂〟の記号を描いたおかげで。そしてあの場所――一人では魂が凍りついてしまうあの場所だからこそ、こんなことが起こったんだ。オレたちは一人じゃないから」
　雨賀はやはり、訳がわからないといったふうに首を振った。けれど、

「お前が、久良野奈津の別人格だか、もう一つの魂だかというのは、まあいい。魔法のことだ、そんなこともあるかもしれん。あの小僧の、〈幽霊模型〉が魂さえ現実化するとしても、な」

「…………」

「だが問題は――問題は、お前がどうやってあの空間を抜けだしてきたのか、ということだ。あそこからは、誰も出てはこられないはずだ。あの、どこにもつながっていない場所からは」

　その質問に、ナツはしばらく黙っていたが、

「空間をループさせる魔法、それはある意味では、オレの魔法とよく似ていた。あの時、魂を交換するときに使った魔法と。魂を移動させるために使った、オレの魔法と」

「……？」

「〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(エンカウント・メソッド),純粋回帰)〉――それがオレの魔法だ。〝任意の空間を折りたたむ〟魔法」

　同一平面上に存在する二点を結ぶ最短距離は、直線である。けれどそれが三次元でのことなら、話は違う。その平面を紙のように折りたたんでしまえば、線を引く必要もなく二点間の距離は消滅してしまう。

　それは雨賀秀平の〈虚数廻廊〉とは真逆の魔法だった。空間をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(デコード),展開)するのに対して、空間をいわばEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(エンコード),圧縮)する――

　雨賀はいまやはっきりと、そのことを認識していた。雨賀がループさせた空間は、ナツの魔法によって完全に元に戻されていたのである。

「……どうやら、お前が予言された〝五人目〟で間違いないようだな」

　と、雨賀は言った。

「だが、それがどうした？　まだ何も終わってはいない。それに、言ったはずだ。お前には理由がない、と。お前にはこの娘を助ける必然性も、必要性も存在していない」

「理由、か――」

　ナツは小さくつぶやいた。
「確かに、そんなものはオレにはないのかもしれない。オレとソラは何の関係もない人間だし、出会ったのもただの偶然だ。だけど、あんたにはそれがあるっていうのか？　それだけの理由が」
「あるさ、〝完全世界〟を取り戻すためだ」

　迷いもせずに、雨賀は言った。

「そんなこと、理由になんてならない」

　とても静かな声で、ナツはそう言った。

「完全世界なんてなくったって、人は生きていけるんだ。そんなものがなくても、オレたちは先に進める。永遠の繰り返しの中で、どこにも行けないと思ったのはあんたのほうだ。でも本当はそうじゃない。あんたは外への一歩を踏みだせなかった、それだけなんだ」
「…………」

「それに、オレには理由がある」

　ナツはそう言って、ソラのほうを見た。

「お前はどうして欲しいんだ、ソラ？　お前はオレに、どうして欲しい？」
「――――」

　ソラは一瞬黙って、けれど叫んでいた。

「私を助けろ、ナツ……！」

　その言葉と同時に、雨賀とナツの魔法が発動していた。

　一日の長、というやつかもしれない。それは雨賀のほうが、わずかに早かった。雨賀とナツのあいだにある空間が、みるみるうちに拡大していく。

（惜しかったな、小僧……！）

　雨賀は内心で、そんなことをつぶやいていた。

　けれど――

　〝完全な魔法〟、千ヶ崎朝美の言う〝世界を変えるだけの可能性〟を持った力。

　その前では、もはや〝不完全な魔法〟となった雨賀のそれでは、所詮は無理だったのである。それでは、ナツの魔法に対抗することはできない。
　拡大した空間は、ドミノを倒すようにみるみる縮小していって――
　そしてそれが音を立てて弾けたとき――

「……！」

　雨賀のすぐ後ろ、ソラの隣に、ナツの姿が出現していた。
「ま――」

　待て、と雨賀は手をのばそうとした。永遠の中に、閉じこめようとするように。けれど、

「それはごめんです」

　とナツは言って、その言葉だけを残して雨賀の目の前から消えている。

　そして次の瞬間には、さっきまでナツのいたところに、二人の姿は移動していた。世界を確かに、作り変えて。

　雨賀の手は、すでに何もつかんではいない。

「久良野奈津……！」

　今回の出来事で一番最初から出会っていた少年の名前を、雨賀秀平は口にした。

「オレたちは運命に負けたりなんてしない」

　ナツは最後に、そう言った。

「運命は過去にしかない。それは未来には存在しないんだ。そこにあるのは、まだ決定していない可能性だけ。無限の数字を持った、一つのサイコロがあるだけ」

「…………」

「そしてそのサイコロを振るのは、オレたち自身だ。もしも失敗したら、もう一度振ればいい。そのサイコロは――オレたちのものなんだから」
　電車は駅に到着して、ゆっくりと停車していた。そして音楽的とはいえない音を立てて、ドアが開く。

　まるで、運命そのものを開くように――

　その向こうには、夏の夜が無限の広がりを持ってつながっていた。
※
　再び走りはじめた電車の中で、雨賀はぼんやりと座っている。

　車内には、誰もいない。無人の座席だけが、祈りでも捧げるように行儀よく並んでいた。雨賀はぼんやりと、火のついていない煙草をくわえていていた。
「…………」

　そうしてちょっと天井を見あげて、ついさっきの光景を反芻する。

　だがどちらにせよ、自分たちの負けだった。もう誰にも、あの少年たちを捕まえることはできないだろう。
　雨賀はそれから携帯を取りだして、電話をかけはじめた。ほかに乗客がいればマナー違反を注意されるかもしれないが、存在しない人間に文句を言われる心配はない。
「烏堂か？　……ああ、取り引きは中止だ……いや、約束は守られている……そうじゃない、要するに――俺たちの負けだ」

　そう告げると雨賀は、烏堂が何か言いかえす前に通話を切った。

　これで烏堂だけが人質として残されることになったが、手荒なことはされないだろう。そもそも烏堂の所持する情報は限られたものだし、相手である千ヶ崎朝美のほうにも、情報を故意にもらしたという弱味がある。
「――完全世界なんていらない、か」
　雨賀はその言葉の重みを確かめるように、そっとつぶやいてみた。それからふと思いついたように、くわえた煙草に火をつけている。

　六年ぶりの煙草の味は、ひどく不味かった。

　煙草の煙を吐きだすと、それは車内のぼんやりした光の中へ消えていった。惜別の気配も、別れの言葉さえなく。

　――運命に負けたりなんてしない。

　あの少年は、はっきりとそう言った。

　確かに、それはそうだろう。負けたのは、雨賀たちのほうだった。
「くっ、くっ……」

　そう思うと、雨賀は急におかしくなった。何のことはない、それは雨賀自身が倒されるべき〝運命〟だった、ということだ。

「く、ははは――」

　雨賀は煙草を口から離し、おかしそうに笑った。

　夏の夜はあくまで静かに、柔らかに世界を包んでいる。その闇はどこかに、すでにもう朝の気配を含んでいた。
８
　名前も知らない駅のベンチに、二人は座っていた。
　終電もなくなった駅の構内はすっかり眠りについていて、改札も受付け窓口も閉められている。ホームや駅舎の白い蛍光灯だけが、海底でも照らすようにして今も変わらずに点灯されていた。駅のまわりに広がる暗闇には、街灯や人家の明かりが所々に光っている。夜空に輝く星々のように、その光は何かを伝えようとしているようにも見えた。

　時々、風が吹いてきて、どこかへ通りすぎていった。夏はすっかり、昼の暑さを忘れてしまったようでもある。
　夜明けまでは、まだだいぶ時間があった。

「…………」

　ナツとソラは、駅前のベンチに並んで座っていた。切符の代金は、遊園地代の残りを使って払っている。駅員はさすがに不審そうな顔をしたが、とりあえずは咎められるようなこともなく改札は抜けていた。
　それから駅の公衆電話を使って、ナツは家に連絡をとった。今頃は桐子と、帰ってきたばかりの樹が、車でこちらに向かっているはずだった。
　二人は世界から忘れられたようなその場所で、それを待っている。

「……いくつか、言っておかなくてはならないことがあるんだ」

　ソラは不意に、夜の星がつぶやきでもするように言った。

「ああ――」

「まず、私は魔法使いじゃない」

　ちょっと黙ってから、ナツは言った。

「……何となく、それはわかってた」

「わかってた？」

「それがわかることはいくつかあるんだが、まずはじめにコンパスのことがある」

「コンパスって、これのことか？」

　そう言いながら、ソラはポケットから例の〝天使〟の絵が描かれたコンパスを取りだした。

「持ってたのか」

　それを見て、ナツは〝観測魔法〟でソラの存在に気づいたことに納得した。要するにそれは、自分の魔法による影響だったのである。自分でつけた目印を探すようなものなのだから、無意識に見つけだせたのだろう。
「――私がもらったものを、私が持っていて悪いことがあるのか？」
　ソラはちょっと不服そうに言い返している。

「それはまあ、いい。とにかく、その絵のことだ」

　ナツはとりあえず、話を元に戻した。

「絵がどうかしたのか？」

「あの時、お前がどうしたか覚えてるか？」

「うむ？」

　ソラが首を傾げると、ナツは言った。

「お前はあの時、何も気づかなかったんだ。これがすぐに魔法のかかったものだと気づいてもよかったのに、お前はまるでそのことに気づいてなかった」
「あれは、それどころじゃなくて……」

　ソラは何故か、しどろもどろになった。
「――まあ、そうかもしれない。だが、疑いを抱くには十分だった。それにおかしなことは、ほかにもいくつかあった」

　ナツはイスにもたれながら、少し疲れた様子で言う。何しろ〝魂〟を現実化したのだから、相当なものといってよかった。

「遊園地、あの時だってそうだ。お前なら〝潜行魔法〟に気づいてもよさそうなものだったのに、まったくそんな様子はなかった。あいつらの言うとおり、訓練された魔法使い同士ならほとんど意味がないはずなのに」

「…………」

「それから、あのループ空間に閉じこめられたときもそうだ。あの時だって、お前がそれに気づいた様子はなかった。あれだけの魔法だったっていうのに――ほかにも細々したことはあるんだが、まあそれはいい。問題はそんなことじゃなくて」
　ナツはそこでちょっと、うかがうようにソラのほうを見た。

「――どうして、そんな嘘をついたのか、ということだな。正確には嘘とは呼べないんだが。何しろお前自身は、一度も自分のことを魔法使いだとは言わなかったんだから」
「ナツは……」

　と、ソラは少し不安そうにナツのことを見る。

「そのことも、もうわかっているのか？」

「――〈運命遊戯〉だろうな」

　ナツが言うと、ソラはこくりとうなずいている。

「そうだ、〈運命遊戯〉は未来を予言する魔法なんかじゃなくて、〝未来を最適化する方法を教える〟魔法だ。対象者が、術者の望むような結末を迎えるために」
　そう――

　この魔法は厳密には予言の魔法などではない。それは未来を知るための魔法ではなく、未来を決めるための魔法だった。運命の手引書。それが、〈運命遊戯〉の魔法なのである。

「だから私は、できるだけ予言の通りに行動する必要があった。この魔法は運命を変える選択肢は教えてくれても、運命そのものは変えてくれない。予言の状況を変更するようなことは、極力避けなければならなかった」
「それには、魔法使いのふりをしておくほうがよかった……」

　言われて、ソラはやはりうなずく。

「私が魔法使いでないと知れば、お前は興味を失うかもしれなかった。そうすれば、〈運命遊戯〉の魔法はそこで終わってしまう可能性があった」
　けれどソラは、その魔法が終わってしまう可能性を、最後に自分で呼びよせようとしたのである。
　運命を、壊すために――
「だが、結局はすべてうまくいった？」

「うむ」

　少しため息をついてから、ナツはふと思いついたように言った。

「そもそも、これは誰の魔法なんだ？」

「透村操、私の祖父のものだ。祖父が死ぬ直前、私に魔法をかけてくれた」

「……一つ訊くけど、この魔法は死んでからも効果があるのか？」

「どうだろう、わからないな」

　ソラは小さく首を振った。

「何しろ、私は魔法使いじゃないんだから」
　ナツは疲れたように、一度大きく息をついた。
「運命、ね。確かにそれは便利な魔法だろうな。サイコロの目を、自分の都合のいいように操作できるんだから」

　けれど――

　その魔法がありながら、透村操はその息子夫婦を失ったのである。その魔法は未来を前もって知らせてくれるような、そんなものではなかった。

「祖父はいつも悲しそうな顔をしていた。それに、どうしてだか私が悲しくなってしまうくらい、優しかった。祖父はいつも言うんだ。『ソラや、お前は強くならなければならないよ。そうしないと、お前の両親はずっと心配したままでいなくちゃならないからな』そう、まるで泣くかわりに笑うみたいにして、言うんだ」
　そっと、夜の風が吹いていった。その風の音はまるで、何かに対して別れを告げているようにも聞こえる。

「ナツの運命を勝手にして悪かったな」
　と、ソラはその風に答えるみたいにして言った。

「私の都合だけで、な。本当はそんなことすべきじゃなかったんだ」

「これは、俺の望んだことだよ」

　ナツは同じようにして言った。

「ソラの都合とは関係のないところでな」

「〝俺〟……？」

　きょとんとしたように、ソラはナツのほうを見た。今確かに、ナツは自分のことを「僕」ではなく「俺」と呼んでいる。

「お前、本当にナツなのか？　さっきの、もう一人のナツじゃないだろうな？」

　ナツはけれど、そこだけは相変わらずのどうでもよさそうな顔で、

「どっちだっていいだろ」

　と、肩をすくめるように言った。

「どっちだって、俺はナツなんだ。魂が半分しかなくたって、な。もう半分の魂だって、それはもう一人の俺のものではあったけど、今では俺の中にしっかりくっついてる。兎と鳥の絵を、一つのものとして同時に描けるみたいに。少なくとも、そんなふうに考えることはできるんだ――」
　ソラはしばらく黙っていたが、

「そうだな」

　と、つぶやくように言った。

「そうかもしれないな――」

　二人は誰もいない駅前の、物言わぬ街灯だけが照らすベンチに座っている。

　その手を軽く、結びあわせて。

　暗い夜の下で、それでも互いの存在を見失わないように――
　やがて駅前に一台の車がやって来て、それには桐子と樹が乗っていた。
　車から降りた桐子はベンチのところまで駆けてくると、何も言わずにソラのことを抱きしめている。とても強く、有無を言わさぬ調子で。
「……苦しい」
　とソラが言って、桐子はようやく手を離した。それでもまだ足りなそうに、桐子は真剣な顔でソラのことを見つめている。
　実の息子より、ソラのほうが優先らしい。ナツは別にそこまでして欲しいとは思わなかったが、それでも何だかよくわからない複雑なものはある。
　そんなナツの頭に樹が手を乗せて、軽く叩くようにしてなでている。どちらかといえばそれは、髪をくしゃくしゃにするだけだったが。
「二人とも、怪我はないね――？」
　樹はその場の状況としては、どちらかというとおっとりした口調で訊いた。

「指を切ったくらいだよ」

　そう言って、ナツは左手の人さし指を見せる。血はもう完全にとまっていて、おまけにそれは自分で切ったものだった。

「……これくらいなら、唾をつけとけば治るな」

　樹はこともなげな顔をしている。実の子供に対しては厳しい両親だった。
「ソラちゃんは大丈夫？」

　と桐子はまだソラのことをのぞきこみながら言った。

「大丈夫だ」

　ソラはこくんと、うなずいている。ソラ自身は傷一つ負っていない。

「――さて」

　と、一度手を叩いて、樹は言った。これからちょっと話をまとめようか、という具合に。

「大体の事情はお母さんから聞いたよ。魔法だとか完全世界だとか、ちょっと信じられないけど、事実なら仕方がない。あるものはあるんだから、否定してもはじまらないからね」

　その態度は、本質的には息子のそれと同じもののようだった。

「でも、二人とも無事でよかった。話を聞いたときは驚いたけど、まあナツのことだから大丈夫だとは思ったんだ。何しろ、ナツは僕よりしっかりしてるからね」
　樹はそう言って、のんびりと笑っている。確かに少々、変わった父親だった。

「それから、ソラちゃんのことも聞いたよ。ご家族を亡くしたとか。それは本当に、辛くて悲しいことだ。僕らにも、それは少しはわかるよ――そこで、一つ提案があるんだ」
「提案？」

　と、ソラが訊きかえす。

「そう――」

　樹はひどく透明に笑ってみせた。

「僕らはこうして不思議な力で関わりあいを持ったわけだし、それは何かの運命みたいなものだと思うんだ。その運命はたぶん、温かくて居心地のいい場所を用意してくれてる。きっと、神様か何かが気を利かしてくれたんだろうな」

　それから、桐子が次の言葉を引きとった。

「ねえ、ソラちゃん。あなた私たちといっしょに暮らさないかな？」

「え……」

「私たちの家に来ない、ソラちゃん？　細かいことはまだどうなるかよくわからないけど、でもそれって素敵なことだと思わないかな」

「でも、私は……」

　ソラはどう返事をしていいのかわからずに、うつむいてしまっている。「だって、私はそんな……」
「これは、僕らが望んだことなんだよ」

　樹はまたもや、自分の子供と同じようなことを言った。
「僕らが君といっしょにいたいと思ってるんだ。血のつながりがなくても、君がどう思ったとしても。いや、それも少し違うな。僕らはお願いしてるんだ。君といっしょにいさせて欲しいって――」

　ソラはうつむいたまま、唇をかみしめるようにしている。

　けれど樹の言葉を聞いた瞬間、ソラの胸の中にずっとあり続けた何かが、すっと消えてしまっていた。そしてソラの目からは、涙がぽろぽろ零れ落ちていく。
　それは、自分でもよくわからない涙だった。

　何かがとても悲しくて、悲しくて――

　何かがとても嬉しくて、嬉しくて――

　ソラはそれで、泣いていた。

　胸にずっと穿たれていた空白から何かがあふれ出すように、涙がとまらなかった。その空白は今は、何もない空間にただ白い雲と青さだけが広がるように、ソラの心を優しく満たしていた。

　ソラはたぶんその時――

　ようやく、自分のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あおぞら),穹)を取り戻したのだ。

「僕らのお願いを聞いてくれるね、ソラ？」

「――うん」

　ソラは泣きながら、うなずいている。
〝見えない血が世界を交わらせる〟
　奇妙な運命のサイコロが最後に出した、それが答えだった。
[エピローグ]
　夏休みはまだはじまったばかりで、太陽の陽射しは相変わらずきつく、蝉は修行僧のように同じ声で鳴き続けていた。
　ナツとソラ、樹と桐子は、ソラの家に向かっていた。家の処置や引っ越し作業、その他諸々の下見のためである。家族が一人増えるというのは、何かと大変なことだった。

　車が高速道路を降りてしばらくすると、あたりには人家よりも田んぼや畑が多く広がっている。山並みの緑が鮮やかで、そこかしこに草木が茂っていた。遠くには白い雪を頂いた高峰が、月に似た姿で霞んでいた。
　ナツは車の窓から、そんな光景を眺めている。ソラが知っているのはこんな世界で、この世界がソラにとってのすべてだった。街のことをあんなに珍しがっていたのも、無理のないところではある。
　やがて、車はソラの家に到着した。それは山のそばに作られた、古風で瀟洒な建物だった。洋風の平屋建てで、木材と石壁が格子状に組み合わされている。墨色の柱と白い壁面が、品のいいコントラストになっていた。ちょっとした別荘といったところでもある。

　家の扉を開くと、中は薄暗く、霊廟を思わせる静かさだった。室内には、数日分の暗闇が埃みたいに堆積している。電気をつけて窓を開けると、部屋の中はようやく一呼吸ついた、という感じだった。
　ソラの案内で一通り家を見てまわると、
「僕らはちょっと細かいところを調べるから、二人は好きにしてていいよ」

　と、樹は言った。

　なら、その辺を散歩でもしようかということで、ナツとソラは家の外に出かけた。

　少し歩いていくと、道はゆるい上り坂になっている。片側には田んぼやため池が広がり、もう一方は雑木林になっていた。木々の影はトンネルみたいに続き、その向こうからは洪水みたいに蝉の声があふれている。

　あの電車でのことが終わったあと、ソラの周囲でおかしなことは起こっていない。例の二人組が出現することも、執行者が来訪することもなかった。おそらく、何かの取り引きが行われたのだろう。ナツにはよくわからなかったが、それも「大人の事情」というやつかもしれなかった。

「……一つ、聞いてもいいか？」
　ナツは歩きながら、ふと訊ねた。
　少し前で懐かしそうにあたりを眺めていたソラは、振り返っている。
「何だ？」

「ちょっとした疑問だよ。たいしたことじゃないけど、それでも一応、疑問には違いない」

　そしてナツは、何気ない調子で言った。

「お前、本当に魔法使いじゃないのか？」

「…………」

　二人とも歩いたまま、立ちどまろうとはしない。ナツは前を向いたまま、ソラはその少し先で後ろ向きにナツのことを見ながら。
「どうして、そう思うんだ？」
　ソラは特に、肯定も否定もせずに訊いた。

「可能性の一つとして、そういうこともあるっていうだけの話なんだ。何しろ〈運命遊戯〉の魔法は解釈の仕方がいくらでもあるからな」

「ふむ」
「まず、あの二人に捕まって逃げだすときのことだ」

　とナツは解説した。

「あの時、俺の〈幽霊模型〉は普段より力が増してるみたいだった。というより、あの頃からそれは〝完全な魔法〟になりはじめてた気がする。壁に扉を現実化するなんて、いつもなら無理だったかもしれない。セロハンテープも、あそこまでの長さははじめてだった」

　ソラは黙ったまま、何も言わなかった。

「それに〝観測魔法〟でお前のことを探そうとしたときもそうだ。俺のあのコンパスがその補助的な役割をはたしたとはいえ、本当にそれだけだったのか？　あれはそこまで強力な魔法でもないし、時間もずいぶんたってた」

「それで――」

　と、ソラは立ちどまって言った。

「お前はどう思うんだ？」

　ナツも坂の途中で、足をとめた。

「つまりお前は、実は魔法使いなんじゃないのか、と思うんだ。〝魔法の効果を強くする〟、そんな魔法が使えるんじゃないかと。そう思えば、あの〈運命遊戯〉がずっと続いていたことの説明にもなるんだよ。そして、すべてがうまくいったことの説明にも」

　ソラはちょっと、目をつむっている。まるで何かに、耳を澄ますように。

「――さあな」

　とソラは再び歩きだしながら言った。

「少なくとも、私は魔法を使えないし、魔法の揺らぎを感じることもない。そのことだけは、確かだ」

「だろうな」

　ナツは釈然としない顔をしながら、ソラのあとに続いた。

「……ただの可能性の話だからな。けど、ただの可能性の話だけど、だからといってお前が魔法使いでないということにはならない」
「無意味な議論だ」

　ソラはそう言って、少し笑ってみせた。

「まあ、十円玉の裏表でイカサマをするくらいだから、そうでもないのかもしれないが」

　肩をすくめるようにしながら、ナツは言う。

「――何だ、気づいてたのか」

　ソラはちょっと意外そうな顔をした。二人が最初に賭けをした、あの時のことだ。

「そりゃあな」

　ナツはそう言って苦笑する。

「何しろ、わざわざ指先に十円玉が乗ってるんだからおかしな話だ。普通なら、手のひらにあるべきなのに。つまりお前は、指先か何かで裏表を判断してから、手首を返して逆にしたんだ。どっちにしろ自分が勝てるように」
「人には運命を決める力があるからな」

　と、ソラはうそぶいてみせた。
　坂道はまだ続いていて、二人は休みもせずに歩いていく。振り返るとずっと下のほうまで道が見とおせて、それなりの高さまで登ってきたのがわかった。

「そうだ、ついでに一つ秘密を教えてやろう」

　不意に振り向いて、ソラはそんなことを言った。

「秘密？」

「うん――〝オルゴール〟だ」

「……ん？」

「それが秘密だ」

　ナツは何だか、よくわからない顔をするしかない。けれどソラは、もうそれで大切な役目は終わったというふうに、また前を向いて歩いていく。

　坂の頂上に到着したらしく、道はまっすぐになっていた。二人が振り返ると、ずっと向こうまで遮るものもなく景色が広がっている。まるで何かを告げそこねたような風が、吹きすぎていった。夏の空は、そのまま紙に写してしまえそうな青さでどこまでも広がっている。

「さてと、予言だと俺たちはこれからどうなるんだ？」

　ナツはひどくどうでもよさそうに、そう訊ねた。

「さあな――」

　ソラはそう言って、ちょっといたずらっぽく笑っている。

「未来のことは、誰にもわからないからな」

（了）



















